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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　第一話　ボーイ・ミーツ・サムライガール







さむらい【侍】①武ぶ士し一いつ般ぱんの総そう称しよう。②貴き人じんの身辺を警けい護ごする上級武士。③武家の家け人にん、子こ供どものこと。④俗ぞくに、勇ゆう敢かんな人物。なかなかの、侮あなどりがたい人物の意。







　　　　一




「……ああん？　何だァ、てめえ？」

「邪じや魔まだからどけって言ったのよ。頭だけじゃなくて耳まで悪いの？」

　そのトゲトゲしいやりとりに、何人かの通行人が気付いて振ふり向いたが、足を止める者はいなかった。

　池いけ袋ぶくろ西口公園にほど近い、雑ざつ居きよビルの谷間にある路地である。

　そこにグループらしい数人の少年たちと、セーラー服姿すがたの女子高生の姿があった。

　少年たちの方は十五歳さいから二は十た歳ち前くらいまでの六人組である。格かつ好こうだけはボーダー風のファッションで決めているが、顔つきにせよ姿し勢せいにせよ、全体的に締しまりがなく軽けい薄はくな印象が強かった。風ふう貌ぼうにしてもやや品ひん性せいに欠け、異い性せいにモテそうなタイプは一人もいない。六人のうち四人が煙草たばこを吹ふかしている。

　対する女子高生は、少年たちとは見事なまでに対照的な存そん在ざい感の持ち主であった。

　凜りんとした涼すずしげな印象の美少女である。

　生来の気の強さを表すかのごとく、墨すみで描かいたようにはっきりと黒く太い眉まゆ。

　すっきりと通った鼻び梁りよう。その下で厳きびしく引き結ばれた唇くちびる。

　そして相手を射い抜ぬくような鋭するどい眼がん光こう──

　美少女というよりは美人、美人というよりはむしろハンサムと表ひよう現げんした方が当たっている。長い髪かみをやや高い位置で結ゆってポニーテールにしているため、ハンサムな顔と相まって、時代劇げきに登場するくノ一や若わか武む者しやを思わせる凜り々りしさがある。

　そして何より少年たちに威い圧あつ感を与あたえるのは、一七〇センチを超こえるすらりとした長身であった。しかも背せ筋すじを伸のばし胸むねを張はっているため、実じつ際さい以上の背せ丈たけに見える。六人の中で最も大おお柄がらな少年は身長こそ一八〇前後あるが、姿勢が悪いため目の高さは少女よりも低いくらいだった。

「道のド真ん中を横に広がってトロトロ歩ってんじゃないわよ。あんたらみたいな低てい能のうのバカには隅すみっこがお似に合あいだわ」

　低くよく通る声で、少女はさも当然のごとく言い切る。その物言いに少年たちは一いつ瞬しゆん気け圧おされたものの、すぐに六対一だという事実を思い出し、取り繕つくろうように薄うす笑わらいを浮うかべた。

「……誰だれがバカだって？」

「自分が何様か分かってない奴やつのことをバカって呼よぶのよ。その程てい度どのことも知らないわけ？……ハッ、呆あきれるわね」

「ケンカ売ってんのか!?」

「バカに相応ふさわしい身の振ふり方ってのを教えてやってるだけよ。感かん謝しやしてもらいたいわね」

　ひとこと言うたびに五倍の言葉でなじられ、頭の回転の鈍にぶそうなニキビ面づらがみるみる紅こう潮ちようしてきた。

「あ、あの……涼りよう子こちゃん？　ケンカはやめようよ。ね？」

　ポニーテールの少女の背はい後ご、二メートルほど離はなれたところにいる、同じ制せい服ふくを着た友人らしい少女が祈いのるように声をかけた。少々野や暮ぼったい感じのする黒くろ縁ぶちの眼鏡めがねをかけた、いかにも文ぶん系けいといった印象の少女である。涼子と呼ばれた少女とは違ちがい、こちらは落ち着きなくオロオロとしている。

　六人組のケンカ担たん当とうらしい大柄な少年が、威い嚇かくのつもりだろう肩かたを怒いからせながら近ちか寄よってきた。涼子の顔を覗のぞき込こみながら、口元を歪ゆがめ、黄色い歯を剝むき出しにする。

「てめえ……舐なめてっと、女でもボコんぞ!?」

「ボコる？　ハッ、弱っちいくせに粋いきがんじゃないわよ。あんたらの身体からだのどこにそんな筋きん肉にくがあるわけ？　贅ぜい肉にくだらけで、ブヨブヨの、フニョフニョの、ポヨンポヨンじゃない。群むれになったところでしょせんブタはブタよね……それより、その汚きたない面つらを近付けないでくれる？　臭くさくてヘドが出るわ」

「んだと、このデカ女が！」

　激げつ昂こうした少年が手を出した。胸むなぐらを摑つかもうとしたその手は、涼子がわずかに身を引いたため空振りする。その直後──

　パァン！

　目の覚めるような音とともに、涼子の平手打ちが少年の横っ面を張り飛ばしていた。怯ひるんだところへもう一発お見み舞まいしようとすると、少年は腕うでを上げてガードした。

「おぐっ!?」

　少年がくぐもった悲鳴を上げてピョンと飛び跳はねる。二発目の平手打ちはフェイントで、本命である股こ間かんへの蹴けりがクリーンヒットしたのだ。股間を押おさえて身体を折った少年の顔面に、涼子はおもむろに拳こぶしを打ち込む。

　ゴッ。

　鼻っ柱が折れてひしゃげた。

「あぶぶぶぶっ」

　少年が思わず顔面を両手で覆おおうと、涼子は無む防ぼう備びになった相手の股間を再ふたたび蹴り上げる。それがとどめの一いち撃げきとなり、少年は悶もん絶ぜつして地面に転がった。

　顔面に攻こう撃げきを受けるとそちらに注意が向いてしまい、他の部分の防ぼう御ぎよがおろそかになるのは人間の反はん射しや的な行動である。これはスポーツ格かく闘とう技ぎの経けい験けん者であっても例外ではない。涼子が相手の顔面と股間を同時に狙ねらったのは、路上のケンカにおいてまったく理に適かなった戦法であった。

「ふん、口ほどにもない」

　涼子が侮ぶ蔑べつの言葉を吐はき捨すてる。

　わずか数秒の出来事に残りの五人は啞あ然ぜんとなったが、その衝しよう撃げきが怒いかりに変わるのはすぐだった。理由はどうあれ、女一人にケンカを売られてすごすごと引き下がったとあっては、もはや自分たちに明日がないことを悟さとったのだ。

「クソ……ぶっ殺せ！」

　少年たちの間に凶きよう暴ぼうな空気が膨ふくれあがった。右から低い姿勢で突つっ込んできた少年がバタフライナイフを突き出す。

　ガッ！

　すれ違ちがいざまに後頭部を打たれて、少年は頭から道みち端ばたのポリバケツに突っ込んでいった。涼子が横に身を躱かわしながら、背せ負おっていた帆ほ布ぬのの竹刀しない袋ぶくろで一撃したのだ。

「そんなチンケな刃は物もの一つで、このあたしに勝てるとでも思って!?」

　竹刀袋の紐ひもを解ほどき、中に収おさめていた赤あか樫がしの木刀を引き抜ぬく。空になった竹刀袋を背後に放ほうり投げると、眼鏡めがねの少女が慌あわてて手を伸のばしてキャッチした。

　涼子が木刀を構かまえるが早いか、両手にメリケンサックをはめた少年が攻撃を仕し掛かけてきた。銀色のメリケンサックの両側には鋭するどいトゲ、中央には三角形の刃はが突き出している。まともに食くらえば大おお怪け我がは免まぬがれない。涼子は身を退ひいて大おお振ぶりの打撃を避よけると、地面に片かた膝ひざをつきながら木刀で相手の向こう脛ずねを打った。

「いっ!?」

　骨こつ折せつするほどの打撃ではないものの少年は激げき痛つうのため立ちすくんだ。涼子は立ち上がりながら踏ふみ込み、大だい上じよう段だんから木刀を打ち込む。少年は反射的に両腕うでを頭上でクロスさせるが、木刀は頭ではなく、がら空きになった右みぎ脇わき腹ばらに叩たたき込まれた。

「へぐっ！」

　今度は肋ろつ骨こつが砕くだける威い力りよくの打撃である。少年は声にならない悲鳴をあげて身をよじった。涼子は相手の両手首を打ってメリケンサックを叩たたき落とし、鳩みぞ尾おちに強きよう烈れつな突きをくれてやった。

　吹ふっ飛んでいく少年を追って涼子は駆かける。残る三人の間に飛び込むと、相手が反はん応のうするよりも速く木刀を振るった。

　手首を打ち、膝を打ち、肩かたを打ち、脇を打ち、最後には脳のう天てんにとどめの一撃を見み舞まう。それはまるで申し合わせた殺た陣てのように淀よどみない、竜たつ巻まきのごとき連続攻こう撃げきであった。三人の少年が二本の足で立っていられた時間はわずか一〇秒足らず──涼子が息を止めている間に勝負は決していた。

「オラ、このクソ女！　こっち見ろ!!」

　最後の一人が倒たおれた直後、その声が聞こえてきた。振り向いた涼子は、バタフライナイフの少年に捕つかまっている眼鏡の少女の姿すがたを発見し、鋭するどく目を細めた。

「木刀を捨てろ！　でねえとこの女がもっと美人になんぞ!?」

　少年は背はい後ごから眼鏡の少女の首に腕を回して締しめ付け、少女の鼻先でナイフをちらつかせていた。捕まっている少女の方はこういった荒あら事ごとにはまるで免めん疫えきがないらしく、青ざめて震ふるえているだけだ。

「…………」

　涼子は左手で無む造ぞう作さに木刀を放ほうった。木刀はアスファルトの地面の上を滑すべり、少年とのちょうど中間の位置で止まる。

　投げた木刀に少年の注意が向いた瞬しゆん間かん、涼子はスカートのポケットに突っ込こんでいた右手を出し、握にぎっていた物体を手首のスナップを利きかせて投じた。それは一直線に宙ちゆうを飛び、少年の両目の間に命中した。

「うっ!?」

　少年が怯ひるんで両目を閉とじる。

　涼子が投げたのはボールペンだった。重りを仕込んで先せん端たんに重心がくるようにした手しゆ裏り剣けん代わりの飛び道具である。眼がん球きゆうに突つき刺ささりこそしなかったが、跳はね返る拍ひよう子しにペンの腹はらの部分が少年の片目に当たっていた。

　目を攻撃されてパニックを起こさない人間はそうはいない。首に回された腕うでの力が抜ぬけたのを知り、眼鏡の少女はその腕を振ふりほどいて逃のがれた。

「チイイッ……」

　少年が無事な方の目を開いて状じよう況きようを確かく認にんしようとした時、涼子はすでに目の前に迫せまっていた。涼子は拾いやすいように地面に転がしておいた木刀を拾うと、真正面から渾こん身しんの力で打ち込んだ。

　ガツッ!!

　木刀は腕のガードを打ち破やぶり、少年の肩かたに叩たたき込まれていた。木刀を握る涼子の両手に、鎖さ骨こつが砕くだける感かん触しよくが確たしかな手て応ごたえとして伝わってくる。

　少年の手からナイフが離はなれる。それが地面に落ちるよりも速く、涼子の木刀が翻ひるがえった。

　ガゴッ！

　野球のスイングのように水平に振るわれた木刀が、少年の顔面を芯しんで捉とらえる。

「ぶ」

　少年の身体からだは数メートルも吹ふっ飛び、表通りまで転がっていった。その途と中ちゆうに点々と白い物を──折れた前歯を残して。

「フン……ゲス野や郎ろうが」

　涼子は股こ間かんを押おさえたまま悶もん絶ぜつしている少年の服で木刀に付着した血を拭ぬぐうと、地面に落ちている竹刀しない袋ぶくろを拾った。少年たちを見回して、もはや完全に戦意を失っていることを確認してから木刀を収める。

「弱っちい奴やつが粋いきがってデカい面つらしてるからこうなるのよ。あんたらなんて生きてても無む駄だなだけの人間のクズなんだから、それを自覚してせいぜい謙けん虚きよに人生を送るのね……行くわよ。ひとみ」

「あん、待ってよ～」

　肩で風を切って歩き出す涼子を、眼鏡めがねの少女──ひとみは小走りで追いかけた。

　その現げん場ばに警けい官かんが駆かけつけたのは、二人が立ち去ってからおよそ一分後のことだった。




　　　　二




　一〇月二五日──

　その日の放課後、板いた橋ばし区の高校に通う御み剣つるぎ涼子とその親友の結ゆう城きひとみが池袋までやってきたのは、単に買い物が目的だった。

「さ～てと、今週の運うん勢せいは……っと」

　サンシャインシティの屋上広場にある日当たりのいいベンチに腰こしを落ち着けると、ひとみはさっそく芳ほう林りん堂どう書店のビニールバッグを開けて、数すう冊さつの文庫本と一いつ緒しよに買っておいた週しゆう刊かん誌しを取り出した。巻かん末まつの方にある星ほし占うらないのページを開く。

「あ、見て見て涼子ちゃん。『今週のあなたのラブ運は超ちよう絶ぜつ最高！　運命の王子様と出会える確かく率りつ激げき高だか!!　見つけたら即そくゲット！　うかうかしてると捕つかまえ損そこなうぞ～！』──だって」

「……何の雑ざつ誌し？」

　ひとみの隣となりで足を組んで座すわっている涼子は、マクドナルドの紙かみ袋ぶくろを開けながら気のない返事をした。

「あとね、今週のラッキーアイテムはバンダナ、ラッキーカラーは虎とら縞じまだって」

「虎縞ねえ……」

「ラッキー方言は関西弁べん、ラッキー必ひつ殺さつ技わざは三角蹴げり……ねえ涼子ちゃん、三角蹴りってどんな技？」

「それ以前に『ラッキー必殺技』ってのは何よ!?　誰だれが占ってんの？」

「謎なぞの占い師ビター・マーシュ先生」

「ホントに謎ね……」

　首を捻ひねりながら、紙袋からハンバーガーとドリンクを取り出す。

「あっ！」

「今度はなに？」

「ラッキーおやつはダブルチーズバーガーよ。よかったね、涼子ちゃん」

　涼子は自分が今まさにかぶりつこうとしていたハンバーガーを凝ぎよう視しした。ダブルチーズバーガーである。次にニコニコしているひとみを一いち瞥べつし、精せい一いつ杯ぱいの皮肉っぽい笑えみを浮うかべる。

「わざわざ教えていただきまして、どーも」

　あらためて口に運ぼうとしたその時──涼子の背せ筋すじにぞわりと悪お寒かんが走った。

（──殺気!?）

　それは生まれて初めて感じる異い様ような気配だった。狼おおかみの体たい臭しゆうに気付いた鹿しかのように用心深く周囲に視線を走らせる。平日の午後ということもあり、サンシャイン広場にはベンチに座すわってのんびりしている人々の姿すがたしか見えない。

　ガサッ……

　ベンチの背後にある植え込こみの中、涼子から見て左の方で何かが動いた。

　その植え込みの奥おくから、まるで頰ほおを指先で軽く押おされているような強い視線を感じる。

（野の良ら猫ねこ……？　にしては気配が大きすぎるし……）

　植え込みまでの距きよ離りはおよそ五メートル。

　涼子はハンバーガーをマクドナルドの袋ふくろに戻もどすと、代わりにフライドポテトのうちの長い一本を選んで抜ぬき取った。指先で摘つまんでゆっくりと左手を横に伸のばす。

　気配の主が反はん応のうしていた。視線が確実に涼子の持つポテトを追っている。

「……何してるの？　涼子ちゃん」

　その様子に気付いたひとみがごく基き本ほん的な質しつ問もんをするが、涼子は無視した。謎の生物の気配が強まった瞬しゆん間かん、ポテトを指で弾はじいて飛ばす。

　ザンッ！

　黒い影かげが植え込みから飛び出した。

　それはポテトが落下する寸すん前ぜんでキャッチすると、石いし畳だたみの地面を横に二回転して四つ足で立った。

「ひっ……！」

　ひとみが引きつった悲鳴を飲み込む。

　それは異様な姿をした生物だった。

　腕うでが二本に足が二本、両りよう肩かたの間に頭が一つ──基本的なスタイルは人類に準じゆんじている。元の色が判はん然ぜんとしない革かわのツナギの上半身をはだけ、袖そでを腰こしのところで結んでいた。剝むき出しになった両腕は猿さるのように長く逞たくましく、焼けた赤しやく銅どう色いろをしている。顔は伸のび放題に伸びた蓬ほう髪はつでほとんど隠かくれていた。

『ふしゅるるるぅ……』

　湯気が混まじっていそうな呼こ気きを吐はく口元から、野や獣じゆうのごとく発達した犬歯が覗のぞく。顔の半分を隠す前まえ髪がみの間に、らんらんと光る双そう眸ぼうがあった。

「何な故ぜこんな都会の真ん中に野や人じんが……!?」

「こっ、こっ、こっち見てるう～～！」

　怯おびえたひとみが涼子の背中にひしと抱だきついてくる。ベンチの横に立てかけてある竹刀しない袋を取る余よ裕ゆうはなかった。隙すきを見せた瞬間に襲おそいかかってきそうな気配である。

（目を逸そらせたら負けだわ……）

　涼子は猛もう獣じゆう調ちよう教きよう師しの気持ちで〈野人〉と対たい峙じした。視線を逸らさずに手て探さぐりでマクドナルドの袋を探り、取り出したフライドポテトを一本だけ投げる。

『うぉう！』

〈野人〉はよく訓練された犬のような敏びん捷しようさで跳ちよう躍やくし、口でポテトをキャッチした。涼子はさらに二つ、三つとポテトを投げる。投げる方向は左右に散らしたが、〈野人〉の反応速度と瞬発力はそれらに余裕で追いついた。

　ポテトを咀そ嚼しやくして飲み込むまでわずか二秒弱。その間にも視線は涼子の方に向けたままである。足がすくんでいるひとみを連れて逃にげられるだけの隙はない。

　涼子は仕方なくポテトを投げ続けた。距きよ離りを保たもとうとすれば遠くに投げるしかないが、軽すぎるポテトは数メートル先に投げるのがやっとである。
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「餌付けしてる場合じゃないよ、涼子ちゃ～ん！」

「んなこたあ分かってるわよ！」

　進しん退たい窮きわまった涼子の耳に、不意に高い靴くつ音おとが聞こえてきた。靴底に鉄板を打ち付けたブーツが石いし畳だたみを踏ふむ、その足音が近付いてくる。音の数は複ふく数すう──一〇人分ほどもあった。

「ワーッハハハハハハァ──ッ!!」

　癇かんにさわる高笑いが響ひびいた。

「みいィィィィつけたァァァ～～ッ！」

　右手の方に珍ちん奇きな一いち団だんがずらりと並ならんだのを視界の隅すみに捉とらえた涼子は、〈野人〉を警けい戒かいしながらも、そちらに目を向けないではいられなかった。

「きゃああっ！」

　ひとみが悲鳴を上げる。涼子の注意が散さん漫まんになったその一瞬の隙をついて〈野人〉が飛びかかってきたのだ。涼子は瞬間的な判はん断だんでフライドポテトを持った左手を後ろに引いた。

　しかし〈野人〉の真の狙ねらいは涼子の持つポテトではなかった。ポテトに飛びかかると見せかけておいて目前で横に飛び、ベンチに置いてあったマクドナルドの袋ふくろをすれ違ちがいざまにかっさらっていく。

「ああ～～っ!?」

〈野人〉は袋を口にくわえたままダッシュし、広場にある太陽電池付きの街灯に猿さるさながらの身軽さで登っていった。頂ちよう上じように到とう着ちやくすると、さっそく袋を開けて涼子たちのハンバーガーを食べ始める。

「ああ……私のフィレオフィッシュが……」

　ひとみが情なさけない声で嘆なげく。袋には二人分のハンバーガーセットが入っていたのだ。涼子の手元に残ったのはポテトのみ。それも餌えさに使ったため半分ほどに減へっていた。

「ガ……ガッデェェ～ム！」

　ポテトの紙箱が手の中で潰つぶれる。食料を奪うばわれることがいかに屈くつ辱じよく的か、涼子は生まれて初めて実感していた。

「てめえ～～この赤ザル！　ぶちのめしてやるから降おりてこい!!」

　涼子は街灯の下に駆かけ寄よると、木刀を振ふり上げて切っ先を〈野人〉に向けた。〈野人〉の方はまるで意に介かいした様子もなく、無心にハンバーガーを頰ほお張ばってはストローでドリンクを飲んでいる。

　げしっ！

　涼子は街灯に飛び蹴げりを食くらわせた。太い鉄柱のため振り落とすほどの振しん動どうにはならないが、嫌いやがらせとしては充じゆう分ぶんである。続けて何度も蹴っていると、〈野人〉もさすがに気になったらしく下を覗のぞき込んだ。

「フン、悔くやしかったら降りて……うっ!?」

　見上げたとたん、頭上から色のついた液えき体たいが降ふってくる。涼子は慌あわてて逃にげたが、甘あま酸ずっぱい匂においからすぐにそれがオレンジジュースだと分かった。〈野人〉がドリンクのカップの腹はらを押おして、ストローの先からジュースを飛ばしたのだ。黄色い液体なので非常に紛まぎらわしい。

「こ……このバカ、引っかけやがったわね！　染しみになったらどうしてくれんのよ!!」

　顔を真っ赤にしながら地じ団だん駄だを踏ふんで悔しがる涼子のセーラー服の背せ中なかを、ひとみが摑つかんで引っ張ぱった。

「あ、あの……涼子ちゃん？」

「なによ!?」

　振り向いた涼子は、ひとみの言わんとしていることを即そく座ざに理り解かいした。ナチス親しん衛えい隊たいを思わせる仰ぎよう々ぎようしい軍服に身を包んだ男たちが、扇おうぎ形がたの陣じん形けいで二人を包囲していたのである。

「おじょォォォ～～～～さァん！　我われ々われをォォ無む視ししないでェいただきたいィィィッ！」

　一人だけマントを羽は織おり、胸むねにうるさいほど勲くん章しようをぶら下げたリーダーらしき大男が、奇き妙みような抑よく揚ようをつけた口調で訴うつたえた。先ほど高笑いして涼子の注意を逸そらせた張ちよう本ほん人にんである。やたらエラの張ったいかつい顔つきに、クロームの鼻ピアスと片眼鏡モノクルが変に似に合あっている。

「あんたら……何者？」

「よくぞォ訊きいてくださったァァ！」

　リーダーが右手を振ふり上げると、総そう勢ぜい九人の男たちが一いつ斉せいに軍ぐん靴かを鳴らして敬けい礼れいする。

「我々はァァ、ストリート・バイパーズ最強の軍団！　その名も高き〈聖鉄鎖セント・バインド十字軍・クルセイダーズ〉であるゥゥゥ!!」

「……で、そのコスプレバカ集団が何の用？　こっちは今、取り込こみ中で手が離はなせないのよ。目め障ざわりだからとっとと失うせな！」

　気合いのこもった名乗り上げをあっさりと流され、リーダー及および団員たちは一いつ瞬しゆん戸と惑まどった様子を見せたが、すぐに不気味な薄うす笑わらいを浮うかべた。

「ククク……この人数を前にして怯ひるむ様子まったくなし！　それでこそ我われ等らが見込んだお方よォォォ！」

　リーダーはいきなりその場に片かた膝ひざをつき、涼子の顔を拝おがんだ。

「是ぜ非ひともォォォ貴女あなたにィィ我等が軍団の団長になっていただきたいィィィィッ！」

「なぬっ!?」

「愚ぐ鈍どんにして非礼なるブタどもに容よう赦しやのない鉄てつ槌ついを下して回る、美しくも猛たけ々だけしい戦いの女め神がみのお噂うわさはァァかねがねェ聞き及んでおりまするゥゥゥ！　噂に違たがわぬ気高きそのお姿すがた……貴女こそォ我等軍ぐん団だんを統とう率そつするに相応ふさわしきお方ァァァッ!!　軍団長専せん用ようユニフォォォォ～～ムもすでにホレ、この通りご用意いたしましてございますゥゥゥ！」

　団員が大きなジュラルミンケースを持ち出してきた。ダイヤルを合わせて鍵かぎを開け、中から一着の衣い裳しようを取り出す。女性の半身を模もした立体ハンガーにかけられたその服は、陽光を浴びてぬめりを帯びたような光こう沢たくを放った。

　上着は将しよう校こうの制せい服ふくの丈たけを短くした物で豪ごう華か絢けん爛らんな装そう飾しよくが施ほどこされている。問題はその下だった。上着の下は鋭するどい鋲びようが付いた拘こう束そく具ぐのようなビスチェ、パンツは足がほとんど丸出しになる挑ちよう発はつ的なホットパンツで、ベルトはなくサスペンダーで吊つるすようになっている。

「フフフ……ご覧らんくださいィィ、この総そうエナメル製せいの艶なまめかしきフォルムゥゥ！　さらに、さらにィィィィッ、これだけではありませぬぞォォォ！」

　次にケースから出てきたのは、やはりエナメル製の軍ぐん帽ぼうと長なが手て袋ぶくろ、そして膝上まである超ちようロングブーツであった。ブーツは履はくとほとんどつま先立ちになる急角度のハイヒールで、踵かかとの部分は先せん端たんが針はりのように細く尖とがっていた。極きよく端たんなピンヒールである。

　最後に団員が取り出したアイテムを見て、涼子は頰ほおを引きつらせた。薔ば薇らのようにびっしりとトゲの生えた鞭むちだったからである。

「この軍団長ユニフォームを身にまとうことを許ゆるされるのはァァ鍛きたえ抜ぬかれた完かん璧ぺきなる肉体の持ち主のみィィィッ！　おお……目に浮かぶ、目に浮かぶぞォォ美うるわしき軍団長のお姿がァァァ!!　よし……皆みなの者、想そう像ぞう開始ィィィッ！」

　団員全員が握にぎった右手を胸に当て、直立不動の体勢のまま目を閉とじた。やがて彼らの小鼻がピクピクと震ふるえはじめ、その顔には恍こう惚こつとした表ひよう情じようが広がっていく。

「よ～し、やめェェェッ！」

　黙もく想そうを終えた彼らの目は、一様に不ふ吉きつな輝かがやきを帯びていた。

「さ～て、ではそろそろ貴女にこのコスチュームを着ていただきましょうかァァァ？　おっと、そちらのボディラインにさしたる特長のないお嬢じようさんに用はありませんから、お帰りになって結けつ構こう──」

「お待ちください副団長殿どのォォォッ！」

　団員の一人が同じような口調で進言した。

「ここに特別団員用コスチュームを用意してあります！　ご覧くださいィィィッ!!」

　二人の団員が協力し、ケースからさらにもう一着の衣い裳しようを取り出して見せる。それは肩かたのふくらんだ黒いワンピースと可愛かわいらしいフリルのエプロンだった。レース付きのカチューシャもある。

「それは何か!?」

「メイドさんの制服であります！　さらにオプションとしてゴム製の手て枷かせ足あし枷かせ、本ほん革がわの首輪も調達いたしましたァァァッ！」

　そのコスチューム一式を見たとたん、副団長の顔が険けわしくなった。

「むむゥ……その制服の調達に協力した者ォォ、前に出ろォォォッ!!」

　三人の団員が一歩前に出て並ならんだ。副団長は彼らの顔を一通り眺ながめると、いきなり端はしから順番に往おう復ふくビンタを食くらわせる。

「そのようなナイスなアイデア、何な故ぜもっと早く言わぬゥゥゥッ!!」

「ハッ、申し訳わけありませんっ！」

「よし、その提てい案あんを承しよう認にんする！　作戦変へん更こう！　総員、再さい度ど想像せよォォォッ!!」

　再ふたたび黙想を始めた彼らの目ま蓋ぶたの裏に、女ド王ミ様ナルックの涼子とメイド服のひとみの姿がイリュージョンとなって現あらわれた。団員たちの鼻息が荒あらくなり、顔面の筋きん肉にくが限げん界かいまで弛し緩かんしたところで副団長が『やめ』の命令を出す。

「気分も盛もり上がったところでェェ、軍団長の着ちやく任にん式を執とり行うゥゥゥッ!!　ささ、団長殿ォォ！　我々が壁を作りますゆえ直ちに制服の着用を──」
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「断ことわる！」

「なっ、なにゆえにィィッ!?」

「キョト～ンとしてんじゃないわよ！　そんな服着れるわけないでしょ、この変へん態たいども!!」

　軍団の得え体たいの知れないノリにいつまでも圧あつ倒とうされている涼子ではなかった。目の前にいる連中が自分の敵てきだということを、今やはっきりと認にん識しきしていたからである。

「五体満足で帰りたいなら、そこを退どくのね！　さもないと地じ獄ごくを見るわよ……」

　副団長は軍ぐん帽ぼうの鍔つばを下げ、鋭するどく目を細めた。

「フゥゥゥ……いたし方ありませんな。これはすでに決定事じ項こうなのです……かくなる上は、いかなる手しゆ段だんを用いてでも着ていただきますよォォォォッ!!」

「命が惜おしくないようね──だったら引いん導どうを渡わたしてくれるわ！」

　涼子が木刀を構かまえて踏ふみ込こむと同時に、副団長は団員に命令を下した。

「防ぼう御ぎよ陣じん形けいをとれェェ！」

　ガキッ！

　打ち込んだ涼子の木刀が弾はじき返された。正面に回り込んだ団員が腕うででガードしたのである。軍服の袖そでの中に鉄パイプか何かを仕込んであるらしい。団員たちは四人セットで隙すき間まなく並び、両腕を顔の前に上げて防御体勢をとった。

「猪ちよ口こ才ざいな！」

　涼子は木刀を水平に振ふるうが、団員は両腕の防御を横から縦たてに変えて防ふせぐ。それならばと今度はフェイントから脛すねを狙ねらうが、膝ひざから下にも鉄板が仕込まれているらしく、ダメージは与あたえられなかった。

「……ならば！」

　涼子は後方に跳とび退すさると、ビリヤードのキューのように木刀の切っ先を真正面に向けて構えた。気合いの声とともに大きく踏み込み、全身を伸のばしながら強きよう烈れつな片かた手て突づきを放つ。

　ゴッ！

　木刀の切っ先が両腕の隙間に突き刺ささり、団員の鳩みぞ尾おちを一いち撃げきした。団員はもんどり打って倒たおれたが、すぐに控ひかえていた別の団員がその穴あなを埋うめる。涼子は再度突きを試みるが、木刀を横に払はらわれて防がれた。攻こう撃げきに移うつる際さいのモーションが大きいため、簡かん単たんにタイミングを読まれてしまうのだ。

「その程てい度どの攻撃で〈鉄のカーテン〉は破やぶれはせぬゥッ！　それ、捕ほ獲かくせよォォォッ！」

　四方に散っていた他ほかの団員たちが分ふん銅どう付きのチェーンを投げる。涼子は跳ちよう躍やくしてそれを躱かわしたが、背はい後ごから上がった悲鳴を耳にして振り向いた。案の定ひとみが捕つかまっている。

「や～ん、今日の私ってこんなのばっかり～！」

「バカ、何やってんのよ!?」

　助けに行こうとする涼子の右手と左足、そして木刀にチェーンが絡からんだ。足が止まったところを狙われたのだ。三人の団員がチェーンをピンと張はり、涼子の動きを封ふうじたところに副団長が近付いてきた。マントの下から取り出した黒い棒ぼう状の武ぶ器きを構えている。

「チィィッ！」

　正面から突き出されてきた黒い棒を、涼子は自由にならない木刀で辛かろうじて弾いた。

　バチッ！

　棒の先せん端たんが右みぎ肩かたをかすめた瞬しゆん間かん、衝しよう撃げきが半身を貫つらぬいた。涼子は思わず片かた膝ひざをつく。

　副団長の持つ黒い棒の正体はスタン・スティックであった。まともに触ふれれば大男でも悶もん絶ぜつする強烈な電気ショックを与あたえる武器である。

「クッ……卑ひ怯きような……」

「貴女あなたを傷きずつけるつもりは毛頭ないのですよ。ククク……無む駄だな抵てい抗こうはやめていただきましょうかァァァ？」

　副団長はこれ以上ない余よ裕ゆうに満ちた笑えみを浮うかべた。スティックの先の電極が青白いスパークの火花を上げる。

　ガポッ！

　いきなり、空から降ふってきた紙のカップがスタン・スティックにかぶさった。カップに入っていた黒っぽいジュースが飛び散り、軍服の袖そでを濡ぬらす。次の瞬しゆん間かん──

　バチバチバチバチィ!!

「あぎゃぎゃぎゃぎゃぎゃぎゃァ──ッ！」

　ショートしたスティックの電流をもろに食くらった副団長は、全身を痙けい攣れんさせてのたうち回った。その悲鳴にかぶさって頭上から哄こう笑しようが響ひびき渡わたる。

「ヒャハハハハッ！　ビリビリ～～やて？　転げ回っとるで……アホや、こいつ」

　スティックを手放して感電から逃のがれた副団長と軍団一同、そして涼子たちの視し線せんが一点に集まる。そこにいたのは街灯の天てつ辺ぺんから広場を見下ろしながら腹はらを抱かかえて笑っている男──〈野や人じん〉であった。




　　　　三




「フゥ～……お前らホンマ、格かつ好こええで。どうしょうもないアホばっかりやけどな」

〈野人〉は関西弁べんで口くち汚ぎたなくののしり、再ふたたび声を上げて笑った。

「ヌゥゥゥゥ～～ッ！　貴き様さまァァァッ！」

　副団長は痙攣する右みぎ腕うでを押おさえながら歯がみする。スタン・スティックをショートさせたのは涼子がセットで買ったコーラだった。〈野人〉は盛せい大だいなゲップを一発かますと、怒いかり狂くるう副団長を無視して涼子に声をかける。

「よう、そっちの木刀女！　元気かあ？」

「……人を怪かい人じんみたく言うんじゃないわよ」

　涼子は口こそ達者だったが、右半身がまだ自由にならない状じよう態たいだった。〈野人〉はフフンと鼻で笑うと、街灯の天辺に立ち上がって首と肩かたを回してストレッチを始めた。

「ここはやっぱりこのシズマ様の出番みたいやな。マクドも食うたことやし、いっちょ食後の運動でもしよか」

「降おりてくるがよいわ、汚らしい野や蛮ばん人じんめがァ！　その時こそ貴様の最さい期ごよォォォッ！」

「そらどうかな？　お前らの手の内はもう見切れとるで」

　そう言うと〈野人〉──シズマは右手を上げて副団長をビシッと指さした。

「お前らアホに、ワシがケンカのやり方を教えたる！」

　ダンッ。

　シズマは街灯を蹴けって跳ちよう躍やくした。

　街灯は五メートル以上もの高さがある。そこからただ飛び降りるだけでも相当な危き険けんがあるはずだが、シズマはまるで恐きよう怖ふを感じていないようだった。体たい操そう選手のように空中で身体からだをひねり、音もなくふわりと着地する。完全に落下の衝しよう撃げきを殺している証しよう拠こだった。恐おそるべき身体のバネである。

　スパァン！

　着地と同時に裏うら拳けんが炸さく裂れつし、ひとみを捕とらえていた団員が吹ふっ飛ばされた。

「油ゆ断だん大たい敵てきや」

　シズマは悠ゆう々ゆうとした足取りで前に出る。

　二本足で直立した野人は、一八〇センチを超こえる大おお柄がらな体格の持ち主だった。逞たくましい筋きん肉にく質しつの身体だが鈍どん重じゆうそうな印象は一いつ切さいない。野や生せいのパワーに加え、しなやかさと敏びん捷しよう性を兼かね備そなえた肉体である。

　団員たちは近付いてくるシズマに気け圧おされたように無む意い識しきに一歩後こう退たいしていた。肉体の有する存そん在ざい感が、熱気となって周囲に放ほう射しやされているようである。

　シズマはツナギの尻しりポケットに右手を突つっ込こみ、薄うす汚よごれた布ぬのを取り出した。

「……あ」

　涼子とひとみは同時に声をもらしていた。それがバンダナで、しかも虎縞模も様ようだったからである。

　シズマは顔の半分を隠かくしていた長い前まえ髪がみをかき上げて、額ひたいにバンダナを巻まいた。初めて露あらわになったその素す顔がおは狼おおかみを思わせる鋭するどさがあり、赤しやく銅どう色いろの肌はだとあいまって野性味たっぷりだが、顔つきそのものは意外にも端たん整せいであった。ただし、眉み間けんでつながって見える眉まゆ毛げと豪ごう快かいなモミアゲが時代錯さく誤ご的暑苦しさを醸かもし出している。

　唇くちびるの端はしがニッとつり上がり、獰どう猛もうなまでに発達した犬歯が剝むき出しになった。

「……ほな、いこか」

　シズマは弾はじかれたように突とつ進しんした。副団長の前に再び四人の団員が集まり〈鉄のカーテン〉の防ぼう御ぎよ陣じんが作られる。

「甘あまいわ！」

　直後、団員たちはシズマの姿すがたを見失った。シズマが地面を蹴けって跳ちよう躍やくしたのだ。地面にトランポリンでも仕込んであるとしか思えないほどの高い跳躍であった。

　空中でとんぼを切って〈鉄のカーテン〉を飛び越こえながら、シズマは四人のうち端の二人の頭を飛び石のように踏ふみつけ、背はい後ごに着地する直前に一人の後頭部に蹴りを食らわせた。着地と同時に、低い姿し勢せいから残る一人に足あし払ばらいを仕し掛かける。膝ひざの裏を刈かられた団員の身体からだが宙ちゆうに浮ういたところへ、真下から突き上げる蹴りを見み舞まった。

　空中蹴りを食らった三人はその場に倒たおれ、四人目は数メートル先まで吹っ飛んでいった。

「なっ……バカなッ！」

　防御陣が一いつ瞬しゆんにして破られたのを目まの当たりにして、涼子の動きを封ふうじていた団員が慌あわてて援えん護ごに向かう。副団長に迫せまるシズマに三方向から分ふん銅どう付きチェーンが飛び、左ひだり腕うでと両足に絡からみ付いて前進を止めた。

「ムフゥゥ～……〈鉄のカーテン〉を打ち破やぶった手て並なみは誉ほめてやるゥゥ……だが！　調子に乗るのもそこまでよォォォォッ!!」

　副団長がマントの下から両手を出す。その両手首には鋭するどい〈鉄の爪つめ〉の付いた手てつ甲こうが装そう着ちやくされていた。マントを脱ぬぎ捨すて、身動きのとれないシズマに正面から飛びかかる。

　ゴッ。

「ぺぎゅっ！」

　しかし、断だん末まつ魔まの雄おん鶏どりのような悲鳴を上げて倒れたのは副団長の方だった。シズマがわずかに身を引いて〈鉄の爪〉を躱かわし、自由になる右の拳こぶしを顔面に叩たたき込んだのである。

「ぐむむむむゥゥ……も、もはや許ゆるさぬぞォォか、か、覚かく悟ごするがよいわァァッ！」

　副団長はボタボタと流れる鼻血を手で押おさえながら起き上がった。

「覚悟せなあかんのはお前らの方や──」

　シズマが唇くちびるを尖とがらせ、高い息吹いぶきの声を上げる。不意に、涼子は肌はだを焼くような熱を感じた。一〇月も末だというのに真夏の風が吹ふいてきたようだった。

　ゴゴゴゴゴゴ……

　火山が噴ふん火かする直前の地鳴りにも似にた空気の振しん動どうがあった。シズマは右の拳を振ふりかぶり、獣けものじみた咆ほう吼こうとともに水平に振るう。

「往おう生じようォォォォせいやァァァァ──ッ!!」

　轟ごう！

　シズマの方から吹き付けてきた熱風に、涼子は思わず腕で顔を覆おおった。

（これは──!?）

　熱風が通り過すぎたのを感じて目を開く。そこに立っているのはシズマ一人だった。団員たちは彼方かなたに吹き飛ばされ、シズマの手足には半ばで千切れたチェーンが垂たれ下がっている。まるでシズマを中心として爆ばく発はつが起きたようだった。

「バ……バカなァァァ……」

　一番遠くまで飛ばされた副団長が、よろけながら立ち上がった。

「そ、そうか……貴き様さまがそうなのか？　名だたるバイパーズをただ一人で下したという……〈炎ほのおの虎とら〉の男──」

「ほう～、まだ立ち上がる元気が残っとんのかい。ほな……決めさしてもらうで！」

　シズマは猛もう然ぜんとダッシュすると、副団長の数メートル手前で地面を蹴けった。跳とび蹴りを予よ測そくしていた副団長は最後の力で横に身を躱す。しかしシズマが跳んだのは正面ではなかった。左手にある壁かべに向かって跳ちよう躍やくしたのである。

「なっ!?」

　壁を蹴ってさらに高く飛ひ翔しようしたシズマは、副団長の頭上から急角度の跳び蹴りで突つっ込こんでいった。

　ドガァッ！

　必殺の三角蹴りを食くらった副団長は、ジグザグのスロープと一体になったサンシャイン名物スペイン階かい段だんを転がり落ちていった。

　相手が悪の組そ織しきの怪かい人じんなら爆死確かく実じつの必殺キックである。着地まで華か麗れいに決めたシズマの姿を見て、涼子は全身が鳥とり肌はだ立つのを感じた。

「おおっ!?　えらいこっちゃ～～ッ！」

　涼子の感動を見事に裏うら切ぎる台詞せりふが聞こえてきたのは、その直後だった。

「こんなとこに人が倒たおれてるやんか！　大変や～！　お～い、しっかりせえ～～」

　シズマは自分が倒した副団長に駆かけ寄よると、軍服の懐ふところをまさぐって財さい布ふを抜ぬき取った。

「こんなとこに寝ねとったら泥どろ棒ぼうに財布取られてしまうやんか。よっしゃ、ワシが預あずかっといたる！　中身だけな!!」

　シズマは副団長の財布から紙し幣へいだけ抜き取ると、懐に戻もどした。

「小こ銭ぜには残しといたるわ……紳しん士したれ！」

　広場に戻ってきたシズマは逃にげようとしている団員たちを捕つかまえ、殴なぐり倒してから、同じように紳士的な台詞を吐はきつつ片かたっ端ぱしから紙幣を取り立てた。その様子はカツアゲというよりは強ごう盗とう、強盗というよりは肉にく食しよく獣じゆうの狩しゆ猟りように近い。

「ちゅうちゅうタコかいなっと……ったく、九人もおるくせにシケとるのう」

　徴ちよう収しゆうした紙幣を数えながら、シズマが涼子とひとみの前まで歩いてきた。フフンと鼻を鳴らし、得意満面の笑えみを浮うかべる。

「おっと、礼には及およばへんで」

「その姿すがたを見れば礼を言う気も失うせるわよ。それより、さっき盗とったハンバーガーを返しなさいよ」

「しゃあないなあ──」

　シズマが喉のどの奥おくに指を突つっ込んで吐き戻そうとするのを見て、涼子は慌あわてて止めた。

「汚きたないでしょ!?　誰だれが吐けっつったのよ！」

「自分で返せ言うたくせに……東京の女は気き難むずかしいなあ」

「普ふ通つうよ、普通！……もういいわよ。あんたがくれる物なんて欲ほしくないから」

「さよか」

　シズマは悪びれもせずに立ち去ろうとしたが、すぐに足を止めて涼子に振ふり向いた。

「そうそう……お前のケンカ、東京で見たケンカの中で一番よかったわ。なかなか男オツトコ前マエやったで」

「お、男前って何よ!?」

　シズマは答えず、笑いながら池袋中央公園の方へ降おりていった。二人がスペイン階段を下りていくと、正面の通りをシズマを乗せた真しん紅くのバイクが横切り、走り去っていった。

「……あっ！　涼子ちゃん、捕つかまえないと！」

　ひとみが急に素すっ頓とん狂きような声を上げた。

「なんで？」

「だってほら、関西弁べんだったし、虎とら縞じまだし、バンダナだし、三角蹴げりだし……ラッキー要よう素そてんこ盛もりじゃない！」

「ラッキー……？　いったい誰がラッキーだっての？　このあたしがラッキーに見える!?」

「そ、それは……」

　ひとみが返答に困こまっていると、地下から階段を上ってきたらしい一人の少年が、二人に近寄って声をかけてきた。

「あの～そこのお姉様方？」

　その声に振り向いた二人は、一いつ瞬しゆん、ポカンとなった。さっきまでこの場にいた〈野や人じん〉とはあまりにも対照的な〈紅こう顔がんの美少年〉だったからである。中学生くらいだろうか。身長は涼子より二〇センチほど低く、カッターシャツとスラックスという服ふく装そうでなければ女の子と見み紛まがいそうな華きや奢しやな身体からだつきである。

　少年は少し照れたように微ほほ笑えみながら、二人に訊たずねた。

「つかぬことを伺うかがいますけど……この辺りで『変身途と中ちゆうの狼おおかみ男おとこ』みたいな人を見かけませんでした？　頭がボサボサで、全身が赤黒くて、虎縞のバンダナをした人なんですが──」

「あんた、あの赤ザルの知り合い!?」

　涼子はほとんど反射的に、少年の胸むなぐらを摑つかんで引き寄せていた。少年の顔が恐きよう怖ふに青ざめる。

「な……何かご存ぞん知じで？」

「ご存知も何も、ついさっきひどい目にあったばかりよ！　人が食べようとしてるハンバーガーを横から奪うばい取って──」

「はいはい、どーどーどー……」

　ひとみになだめられて、涼子はようやく手を放した。解かい放ほうされた少年は神しん妙みような面おも持もちで二人に頭を下げた。
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「どうやら静しず馬まさんがご迷めい惑わくをかけたようですね。あの人、お腹なかが空すくとすぐ野生化しますからねえ……そうだ！　ハンバーガーを盗とられたのならちょうどよかった。代わりにこれで勘かん弁べんしてください」

　そう言うと、少年は手にさげていたマクドナルドの袋ふくろをひとみに手て渡わたし、逃にげるようにそそくさと立ち去っていった。

「ったく、何だってのよ……」

　受け取った袋を覗のぞき込こんだひとみが、クスクスと笑いだした。

「うふふ……よかったね、涼子ちゃん」

「……何が？」

「ほ～ら、ラッキーおやつ」

　ひとみが袋から取り出した物を見て、涼子は何とも言えない怪け訝げんな表ひよう情じようになった。

　ダブルチーズバーガーであった──










　第二話　ボーイ・ミーツ・サムライガールⅡ







ハンサム【handsome】①（男が）顔立ちの整った、男だん性せい的でりりしい。（女が）大がらで魅み力りよく的な、堂々とした。②（建物など）見事な、堂々とした。③（金きん額がく・財ざい産さん・贈おくり物など）かなりの、気前のよい。④巧たくみな、上手な。
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　一〇月二七日──

　板いた橋ばし区・都立大だい門もん高校の武ぶ道どう場じよう。

　校内に二つある道場のうち『旧きゆう道場』と呼よばれている木もく造ぞうの建物である。

　学園祭を間近に控ひかえ、明日からは全校でその準じゆん備び期間に入るため、一部を除のぞく運動部の活動は今週いっぱいでひとまず休止となる。剣けん道どう部も例外ではなく、柔じゆう道どう部と共同で使っている旧道場では学園祭前の最後の稽けい古こが行われていた。

　基き本ほんの打ち込みと切り返し、仕し掛かけ技わざと返し技をそれぞれ再さい確かく認にんする意味で一通りこなした後、希望者の間で地稽古が始められた。

　地稽古は時間を決めて互たがいに自由に打ち合う稽古で、柔道の乱らん取どりに近い。実力に差がありすぎる場合は互ご角かくの稽古とはいかないので、実力的に上の者が受けに回るなどして、組み合わせや状じよう況きように応おうじて内ない容ようを変えて稽古をすることになる。弥や永なが源げん太た郎ろうが顧こ問もんを務つとめる大門高校の剣道部では、三分ワンセットで相手を代えるやり方をとっていた。

「やあぁ──ッ!!」

　甲かん高だかい気合いの声とともに板いた張ばりの床ゆかを踏ふむ足音が響ひびき、そこへ竹刀しないが打ち合う激はげしい破は裂れつ音おんがいくつも重なっていく。旧道場内がもっとも騒さわがしくなる時間帯である。

　地稽古には一〇人が参加していた。顧問の弥永もそれに加わっているが、組んでいる相手は巨きよ漢かんの弥永とは対照的に小こ柄がらな部員であった。垂たれ（胴どうの下に着ける防ぼう具ぐ）の名札には『獅し子し倉くら』と書かれている。

　二人の実力には大きな開きがあるため、弥永がわざと隙すきを作り、そこへ獅子倉が打ち込んでいく形になっていた。いわゆるかかり稽古である。隙を見たら即そく座ざに打ち込まねばならないため息をつく暇ひまもなく、短時間でもかなりの運動量になる。野球でいえば千本ノックに相当するハードな稽古だった。

　弥永の作る隙はこれ見よがしの隙ではなく、有ゆう段だん者でなければ見落としてしまいそうな微び妙みようなものである。それを見み逃のがさず打ち込んでいく獅子倉の目と反はん応のうの良さはずば抜ぬけていた。踏み込みも構かまえも大きく形がいいため、身体からだの小ささをほとんど感じさせない。

　すでに三人と互ご角かくの稽古をし、一〇分以上も動き続けているにもかかわらず、獅子倉の動きは鈍にぶっていなかった。体たい格かくに似に合あわぬスタミナである。

「──それまで！」

　ストップウォッチで時間を計っていたマネージャーが三分経けい過かを告げた。組んで稽古をしていた部員が互たがいに一礼して別れ、右回りのローテーションで相手を代える。さすがに息が上がったらしく、獅子倉はそこから離はなれると壁かべ際ぎわにさがって休きゆう憩けいした。

　竹刀を左側に置いて床に正せい座ざし、籠こ手てと面を外す。頭に巻まいた手て拭ぬぐいを取って、顔じゅうに浮ういた玉の汗あせを拭った。

　大門高校剣道部主しゆ将しよう・獅子倉達たつ哉や──

　頰ほおのソバカスに少年ぽさを残しているが、精せい悍かんで男らしい面つら構がまえの持ち主である。

「獅子倉！　大会からこっち、また腕うでを上げやがったな」

　同じく面を外した顧問の弥永がやってきて声をかけた。こちらは丸々と肥こえた顔のまわりを濃こい髭ひげが囲んでいる。〈ヒゲダルマ〉の愛あい称しようの所以ゆえんである。

「そうですか？　自分ではよく分かりませんが」

「格段に剣けん筋すじが鋭するどくなってるぞ。あまり手て加か減げんしなくてもよくなってきたからな。そろそろ俺おれと互角稽げい古こでもいいかもしれん」

「まだまだ……先生が相手じゃ打たれっぱなしですよ」

　達哉は謙けん遜そんしてそう答えると、地稽古を続けている他ほかの部員に目を向けた。そろそろ体力的にも限げん界かいらしく動きの鈍っている者が多いが、一組だけは様相が違ちがっていた。達哉と同じ二年生の刈かり谷やと、白い剣道着に白しろ袴ばかまの一年生・御み剣つるぎである。

　刈谷は一八二センチの大おお柄がらな体格を誇ほこる剣道部の副将である。対する御剣も身長は一七〇を超こえているが、横よこ幅はばがまるで違ちがうため、二〇キロ近い体重差がありそうな組み合わせだった。その二人が激しい打ち合いを演えんじているのである。

　刈谷の剣風（剣道のタイプ）は体力に優まさる男子にありがちな力ちから任まかせの荒あらっぽい代しろ物ものだった。間合いやタイミングを無む視しして強ごう引いんに打ち込こみ、鍔つば迫ぜり合いになると体当たりして相手を吹ふっ飛ばしてはまた攻せめる。剣道において理想とされる気剣体が一いつ致ちした合理的で美しい動きとはほど遠い、パワー一点張りの剣である。

　互角稽古は試合ではないので、打ち合いの中で一本に相当する技わざがあっても、開始線には戻もどらずそのまま続行される。そのため、双そう方ほうともに激しく動いていると実じつ際さいにはどちらが優ゆう勢せいに闘たたかっているのか判はん然ぜんとしないところがある。しかし達哉の目には御剣の優位がはっきりと見えていた。

　御剣は正せい統とう的で堅けん実じつな剣の使い手だった。きちんと間合いを測はかり、打つべき機を見ればすかさず打つ。相手の打だ突とつに対する受け流し方も堂に入ったもので、体当たりを受けても体勢を崩くずされることがない。

　常に前へ出る刈谷の勢いきおいに押おされているように見えるが、御剣は極きわめて冷静に相手の打突を凌しのいでいた。試合ならば一本と認みとめられそうな打突もあるにはあるが、ほとんどの場合刈谷の姿し勢せいは崩れており、綺き麗れいに決められた技は一つもない。刈谷の打突はまともに刃は筋すじが通っておらず、平打ち（竹刀しないの横よこ腹ばらで打つこと）になることもしばしばだった。

（相も変わらず不細工な剣だ……）

　刈谷の動きを見ながら、達哉は我わがことのように恥はずかしく感じた。

　竹刀はもともと剣けん術じゆつの稽古用に木刀よりも安全な道具として考案されたものである。それゆえ、本来その扱あつかい方は真剣での斬きり合いを想定したものでなければならない。刃筋を通すのはそうしなければ斬れないからで、打った後に残心をとるのは単なる余よ韻いんの美学ではなく、相手に止とどめを刺させなかった場合の反はん撃げきに備そなえるという意味がある。

　しかし現げん代だいにおいて真剣で斬り合うという状じよう況きようはほぼあり得ないため、そういった武ぶ道どう精神は風化しつつある。剣道はいまや竹刀で打ち合ってポイントを競きそうスポーツと化しており、試合に勝つための不ぶ格かつ好こうな叩たたき合い、あるいは段を取るために見み栄ばえの良さだけを追求した形ばかりの技わざがまかり通っているのが現状である。理想とされる剣道とはほど遠いにもかかわらず刈谷が副将を務つとめていられるのも実際に試合で勝てているからで、そこが剣道という競きよう技ぎの抱かかえる大きな矛む盾じゆんだった。

　三分間の地じ稽げい古こが後半に入った頃ころから、二人の攻こう防ぼうに変化が訪おとずれた。刈谷の攻こう撃げきがまったく当たらなくなったのである。

　御剣が間合いの外に逃にげているわけではないのに、刈谷の打だ突とつが空から振ぶりするようになっていた。残心ができていない刈谷は空振りの隙すきが大きく、そこに御剣の狙ねらい澄すました打突がやすやすと決まる。当たっても鈍にぶいカス当たりの音しかしない刈谷の打突とは違ちがい、御剣のそれは高く鋭するどい打撃音をともなっていた。

「まともに闘える動きをするのは、部員の中じゃ獅お子ま倉えと御剣だけだな──」

　同じく二人の稽古を眺ながめながら弥永が呟つぶやく。

　スパァン！

　籠こ手てをスカした直後、御剣の放った面がカウンターで見事に決まった。ほぼ完全な一本だが、刈谷が諸もろ手て突づきに近い体当たりを食くらわせてきたため綺き麗れいな残心がとれずに押おし返される。苦し紛まぎれの誤ご魔ま化かしである。

（────うん!?）

　御剣の動きが一いつ瞬しゆん止まったのを見て、達哉は訝いぶかしげな顔になった。

『コテェェィ！』

　甲かん高だかい声と打撃音が響ひびく。

　御剣の籠手が決まっていた。刈谷が反はん応のうできない神速の一撃であった。

　だが、その後の展開がこれまでとは違っていた。例によって体当たりで自分のペースに持っていこうとした刈谷が、逆に御剣の体当たりで吹ふっ飛ばされたのである。

　押し返された刈谷を御剣が追撃する。籠手から面の連続技を叩き込むと、刈谷が体当たりしようとするところを躱かわして、横から突き飛ばす。一八二センチの大おお柄がらな身体からだが簡単にバランスを崩くずしてよろめいた。

　そこから御剣の凄すさまじい攻勢が始まった。

　刈谷の勢いだけの打突をスカし、あるいは半はん端ぱな防ぼう御ぎよを竹刀しないで弾はじいてから、強きよう烈れつな連続攻撃で襲おそいかかる。刈谷の反撃はすべて空振りし、そこがさらに御剣の付け入る隙となった。力任せの体当たりも完全に見切り、逆に体当たりして突き飛ばす──気が付けば、刈谷は打ち込み用の剣道人形のごとく滅めつ多た打うちにされていた。

　達哉は、自分が御剣のスイッチが入る瞬しゆん間かんを見たのだと気付いた。

　御剣は自分の形を崩して強ごう引いんに攻せめているわけではない。相手の動きを読み、その死角に滑すべり込こむように足を運んでいるのだ。御剣の竹刀は完全に相手をロックオンしているが、刈谷の方はまったく相手を捕とらえられていない。おそらく刈谷には自分の攻こう撃げきが当たらない理由も理り解かいできていないだろう。

（それにしてもあの剣けんの冴さえはどうだ……!?）

　御剣の放つ打突はどれも一本に相当する威い力りよくで、しかも間かん断だんなく連続で打ち込まれていた。ざっと数えただけでも二〇本以上は入っている。しかし刈谷としては自分が打ち込まれているなどと認めはしないだろう。二段だんの刈谷に対し、御剣は無級なのだから──

「あれが木刀での試合だったら刈谷は五回は死んでるな」

「御剣もそこそこ打たれてますよ？」

「バカ言え、刈谷の剣じゃ打たれてもせいぜいアザができるだけだが……御剣のは骨が砕くだけるぞ」

　弥永の言葉を聞いて、達哉は意外だとは思わなかった。逆に自分の見立てが間ま違ちがっていないことを知ってひそかに気分が良かった。

「獅子倉、そろそろ準じゆん備びしておけ」
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「は？」

　部員の間からどよめきが上がった。刈谷が派は手でに吹ふっ飛ばされ、壁かべ際ぎわに控ひかえている部員たちにぶつかって転てん倒とうしたのだ。

「それまで！」

　マネージャーが三分経けい過かを告げた。

　起き上がってきた刈谷はそれが聞こえなかったのか再ふたたび御剣と組もうとする。そこへ顧こ問もんの弥永が入って止めた。

「刈谷！　お前は休きゆう憩けいしてろ。御剣！　まだまだやり足りないよな？」

　御剣がうなずくのを確かく認にんして、弥永は達哉を手て招まねきする。

（そういうことか……）

　達哉は手早く防具を着けると、竹刀しないを摑つかんで立ち上がった。達哉が御剣の相手をするらしいと知った部員──とりわけ女子部員たちがざわめき始める。

　達哉と御剣は向かい合って一礼した。

「よし──一いつ本ぽん稽げい古こ、始め！」

　弥永の指し示じを聞いて、達哉は少しだけ驚おどろいた。一本（勝負）稽古はその名の通り一本を取ることにこだわって立ち合う稽古である。試合なら三本勝負なので一本取られても二本目に取り返せるが、一本稽古に二本目はない。もっとも、下位の者が相手の場合、三本勝負稽古にして相手に一本のハンデを与あたえた状態から始めることもある。考えようによってはまだマシとも言えた。

（やれやれ……主将の実力を示しめせって？　それとも御剣の実力を引き出すためか──）

　達哉は竹刀を正せい眼がんに構かまえ、まずは相手の出方を窺うかがった。

　御剣は達哉より一〇センチほど背せが高いが、思ったほど大きいとは感じなかった。刈谷ほど大きいと威い圧あつ感も相当なものだが、御剣の場合は受ける印象がまるで違ちがっていた。御剣の身体からだが竹刀に隠かくれているように見える。感じるのは圧あつ迫ぱく感ではなく、真しん剣けんを突つきつけられているような冷えた殺気だった。生なま半はん可かな防ぼう御ぎよなど簡単に突き崩くずされそうな鋭するどさがある。

（守りにばかり気を取られてるとやられる！　仕し掛かけて崩くずすか、後の先カウンターを取るか……）

　二人はほぼ同時に動いた。互たがいに相手が仕掛けようとする気配に反応したのだ。

　パァン！

　互いに籠こ手てを狙ねらった竹刀がぶつかり弾はじき合った。踏ふみ込みながらの面もかち合い、鍔つば迫ぜり合いとなる。しかし二人とも刈谷のように不用意に突き飛ばしたりはしない。スカされたら離はなれ際ぎわに一いち撃げきを食くらう危き険けんがあるからだ。

　達哉は低く跳とぶようにして御剣から離れた。御剣が踏み込まなければ届とどかない間合いまで一いつ瞬しゆんで離れる。手を出してきたらカウンターを狙うつもりだったが、御剣は仕掛けてこなかった。

　御剣は冷静に間合いを詰つめてきた。さりげなく右に回り込んで軸じくをずらそうとするが、達哉は同じ方向に相手よりも素す速ばやく動き、有利なポジションを取らせない。

　御剣が不意に左に跳び、面を打ってきた。

（──速い！）

　達哉はそれに反はん応のうして身を沈しずめながら籠手を打つ。打だ突とつの音が二つ同時に響ひびいたが、弥永の『やめ』の声はなかった。どちらも浅い、という判はん断だんなのだろう。

　再び間合いが開く。互いに相手の防御を崩さないと有効打は得られないと分かっているが、互いに攻こう撃げきする瞬間くらいしか隙すきができないため、何度か打ち合ったところで手詰まりになってきた。

　残り時間が三〇秒を切ったところで、御剣は構えを変えた。

（やはりそうくるか……）

　達哉は舌を巻まいた。相手が大だい胆たんにも大上段に竹刀しないを振ふりかぶったのである。

　達哉は小こ柄がらな分だけ面を打たれやすいが、逆に籠手を狙いやすい利点もある。少ない残り時間で勝負を決するとなれば有ゆう効こうな戦法だった。

　御剣はやや遠い間合いをキープしていた。これではうかつに踏ふみ込こめない。

　達哉は心の中で残り時間をカウントする。

　残り五秒──御剣が仕し掛かけてきた。

　思い切り飛び込み、真上から落ちてくるような面を打ってくる。見てから左右に躱かわしたりできる速度ではなく、たやすく防ぼう御ぎよできる威い力りよくでもなかった。

　達哉はみずから前方に身を投げ出すようにして飛び込み、落ちてくる竹刀の物打ちよりもさらに内側に踏み込んだ。脇わきの下をくぐり抜ぬけながら抜き胴どうを打つ。背中側に抜けると、勢いきおい余あまった御剣はつんのめるようにして前に倒たおれた。

「よし、それまで！」

　みずからタイムを計っていた弥永が言った。二人は開始線に戻もどって礼をすると、壁かべ際ぎわにさがって防具を外す。

　面を外した達哉は大きく息を吐はいた。運動量はそれほどでもないが、一瞬たりとも気の抜けない勝負だったため精神的な疲ひ労ろうの度合いが大きい。

「ったく、あれで無級だからな……」

　小さく呟つぶやきながら、女子部の方に目を向けた。防具を外した女子部員が、水道で顔を洗あらいに連れ立って外へ出ていく。その中に一人、飛び抜けて背の高い女子がいた。

　凜りんとした涼すずしげな印象の美少女である。

　墨すみで描かいたようにはっきりと黒く太い眉まゆ。すっきりと通った鼻び梁りようと、その下で厳きびしく引き結ばれた唇くちびる。そして人を射い抜ぬくような鋭するどい眼光──すべてが生来の気の強さを物語っている。

　美少女というよりは美人、美人というよりはむしろハンサムと表ひよう現げんした方が当たっていた。普ふ段だんは女おんな忍にん者じやか若わか武む者しやを思わせるポニーテールにしている長い髪かみは、部活のためアップにして留とめている。

　剣道部女子一年生のエース──御剣涼りよう子こは、達哉に一いち瞥べつもくれずに旧きゆう道場を出ていった。




　　　　二




「ちょっと訊ききたいんだが……一年の中で、御剣と仲のいい奴やつはいるか？」

　達哉の言葉に、着き替がえ中の一年生たちは互たがいに顔を見合わせた。

　旧道場の道具置き場兼けん男子用更こう衣い室である。汗あせをたっぷり吸すった防具と剣けん道どう着ぎのせいで、さほど広くもない更衣室は、部外者には五秒と耐たえられない強きよう烈れつな臭しゆう気きが充じゆう満まんしている。

　一年生たちが曖あい昧まいな顔つきをするのを見て、達哉は防具を手入れする手を止めた。

「岸きし田だ！　お前、御剣と同じクラスじゃなかったか？」

「あ、はい。そうですけど……御剣とはあんまり話したことないんで……」

　名指しされた後こう輩はいの返事はいかにも歯切れの悪いものだった。同じクラスにいるもう一人の部員に目を向けると、その一年生は慌あわてて首を横に振ふる。

「俺おれも同じですよ。だって……なあ？」

　一年生たちは苦笑いを浮うかべて同意を示しめした。

「どういうことなんだ？」

「いや、ほら……御剣って、なんか無ぶ愛あい想そで取っつきにくいじゃないですか」

「そうそう、近ちか寄よりがたいってやつ？」

「クラスの男子と話してるとこなんて、見たことないッスよ」

「女子の間では秘ひそかに人気あるみたいだけど……」

「でも友とも達だちは少ないよな」

「一人いたろ。図書委員の──結ゆう城きだっけ？」

「……分かった。もういい」

　一年生部員は御剣涼子どころかクラスの他ほかの女子ともあまり親交がなさそうだった。

「御剣がどうかしたのか？」

　腕うでにくっきりと残るミミズ腫ばれにコールドスプレーをかけている刈谷が横から訊たずねる。

「友達として忠ちゆう告こくしとく。あの女と付き合うのだけはやめといた方がいいぞ」

「突き合う？　それ以前に打たれっぱなしだったようだが」

「誰だれが剣けん道どうの話をしてんだよ？」

　つまらないダジャレで笑い合う。しかし刈谷はすぐに真ま面じ目めな顔つきになり、

「冗じよう談だんは別にしてな。御剣って一学期の途と中ちゆうで入部してきたろ？　あいつが剣道部に入った本当の理由ってのを知ってるか？」

「いや」

「竹刀しない袋ぶくろに木刀を入れて持ち歩いても怪あやしまれないように……だってよ。まあ噂うわさだけどな」

「……意味がよく分からんが？」

「学校の外で振ふり回してるらしいぜ。池いけ袋ぶくろで不良をボコってるのを見たって話も聞くし」

「マジか!?」

「そうらしいぜ。俺が見たわけじゃないからな。あくまで噂だよ、噂。それにな……」

　刈谷は声のトーンを下げて達哉に耳打ちする。

「どうやら女子部の連中はそれを知ってて御剣を勧かん誘ゆうしたらしいぜ。確たしかに強つええけど、おっかねえからなあ。マジでやめとけって」

「そういうのじゃないんだ。ちょっと人に頼たのまれててな──」

　達哉は嘆たん息そくして、防ぼう具ぐの手入れを再さい開かいした。

（当たって砕くだけるしかないか……）




　女子剣道部の部室は他ほかの女子運動部と同じ棟とうにあった。新道場に隣りん接せつしたプレハブの建物で、こちらはシャワールームも完かん備びしている。

　手早く着き替がえを済すませた達哉は女子棟の近くにやってきたものの、すぐに自分のうかつさを後こう悔かいした。御剣涼子に用があるからといって、女子部のドアを叩たたくわけにもいかないことに今さらながらに気付いたのだ。部室の前でウロウロしている姿すがたを見られるのはみっともないので、校こう舎しやと体育館の通路のところまで離はなれて様子を窺うかがう。

　思っている以上に自分は緊きん張ちようしているのかもしれない──そう思い始めた矢先、部室のドアが開いてセーラー服姿の女子部員が出てきた。長い髪かみをポニーテールに結ゆった、すらりとした長身の美人──

（うっ……御剣!?）

　いきなり本命の登場である。

　デイパックと竹刀袋を肩かたにかけた涼子は、ぴんと背せ筋すじを伸のばして足早に歩いてくる。颯さつ爽そうという言葉が似に合あう足取りだった。

　涼子は達哉の前をそのまま素す通どおりしようとしたが、不意に足を止めて振ふり向いた。切れ長の目がまっすぐ達哉を見る。さりげなく見る、というよりは見み据すえるといった感じの視し線せんである。

　達哉は声をかけようとしたが、適てき当とうな言葉が見付からず口ごもった。ことさら敵てき意いがこもっているわけではないが、さりとて親しみがあるわけでもない冷ややかな視線を浴びて身体からだがすくんだのだ。

「涼子ちゃ～～ん！」

　校舎の方から現あらわれた眼鏡めがねの女生徒が、涼子の姿を認みとめて手を振った。涼子は同級生らしいその少女を一いち瞥べつしてから、

「──失礼します。先せん輩ぱい」

　達哉に軽く頭を下げて背を向ける。涼子と友人の後ろ姿が見えなくなるまで、達哉はその場に立ち尽つくしていた。

「あら、獅子倉君。何してるの？」

　女子部員数人と一いつ緒しよに部室から出てきた女子剣けん道どう部主しゆ将しようの日ひ高だかが声をかけてきた。

「いや、その……何というほどのこともないんだけど……」

　我われに返った達哉は慌あわてて弁べん解かいめいたことを口にしたが、瞬しゆん時じに今が好機だと悟さとって気を取り直した。神しん妙みような顔つきで日高に訊たずねる。

「一年の御剣のことで、ちょっと話を聞きたいんだが……いいかな？」

「御剣さん？　彼女に興きよう味みがあるの？」

「興味があるのは俺じゃないんだ。人に頼たのまれてね」

「ふう～～ん」

　日高は達哉の顔をジロジロと眺ながめた。人ひと懐なつこそうなクリッとした目が好こう奇き心しんで輝かがやいている。その目を細め、悪わる巧だくみを思いついたような笑えみを浮うかべると、

「獅子倉君の心がけ次し第だいによっては、話してあげないこともないけど」

「心がけ……？」

「そうそう。運動した後は喉のどが渇かわいて舌したが回らないのよね～」

「分かったよ。それくらいの情じよう報ほう料は出す」

　達哉が了りよう承しようすると、日高は後ろにいる女子部員たちに言った。

「みんな喜べ！　獅子倉主将がオゴってくれるって！」

「なぬっ!?」

　俺はそんなことは言っていない──達哉がそう弁解する間もなく、女子部員たちは歓かん声せいを上げて大喜びした。




　　　　☆




「そういえばさっき側そばにいたのって、剣道部の主将の人でしょ？　何か話してたの？」

「別に……」

　親友の結城ひとみの問いに、涼子は気のない返事を返した。

　信号が青に変わったのを見ると、肩かたにかけた竹刀しない袋ぶくろを担かつぎ直して横おう断だん歩道を歩き出す。二人は首都高の高こう架か下を渡わたり、赤あか塚つか方面へ続く急な坂を上っていく。コンパスに差があるため、涼子は一人で歩く時よりも少しペースを落とし、ひとみは少しペースを上げて歩調を合わせている。

「そうだ涼子ちゃん。今度の日曜のことなんだけど──」

　ひとみはポンと手を打ち、その手を顔の前で合わせたまま涼子に謝あやまった。

「急にお父さんの実家に行くことになっちゃって、日曜は付き合えないの。ゴメンね」

「最終日なんだけど……」

「うん。だからこの際さい、他ほかの人を誘さそってみたら？　まだ一日あるんだし、剣けん道どう部の人とか」

「……いい。一人で行くから」

　涼子は不ふ機き嫌げんそうに言うと歩調を速める。ひとみは慌あわてて駆かけ足になった。




　　　　三




　一〇月二九日──

　劇げき場じようを出ると、渋しぶ谷やの街は冷たい雨で霞かすんでいた。

「やれやれ……」

　降こう水すい確かく率りつ二〇パーセントという天気予よ報ほうを当てにして傘かさを用意してこなかった涼子は、灰はい色いろの空を仰あおいで嘆たん息そくした。地下街までは距きよ離りがあり、走って行くには雨あま脚あしが強すぎる。Ｔシャツの上にジージャンを着ているが、それでも少し肌はだ寒ざむく感じた。

「秋あき雨さめじゃ濡ぬれて参ろう……ってわけにもいかんだろうな。この降ふりじゃ」

　横に立った少年が折り畳たたみ傘を開いて、涼子に差し掛かけた。

「────!?」

　振ふり向いた涼子はしばし固まった。その少年が獅子倉達哉だったからである。

「そんなにビックリするなよ。俺の方が驚おどろいてるんだ」

　帽ぼう子しのつばを指で押おし上げながら、達哉はバツの悪そうな顔を見せた。スポーツブランドの黒いスウェットの上下といういでたちだが、身長差があるため涼子はてっきり中学生だと思い込こんでいたのだ。

「……映えい画が、観みてたんですか？」

「ああ。二本立ての最初からな」

　この劇場にはスクリーンが一つしかなく、座ざ席せき数も一五〇ほどの小しよう規き模ぼなものだった。全国で一いつ斉せい公開されるようなメジャーな大作ではなく、ややマイナーな映画ファン向けの作品を上映している小劇場である。今日までの二週間限げん定ていで、『世界のクロサワ』こと黒くろ澤さわ明あきらの『用よう心じん棒ぼう』と『椿つばき三さん十じゆう郎ろう』を二本立てでリバイバル上映していた。

「御剣は黒澤映画のファンなのか？」

「先せん輩ぱいの方こそ」

「俺は今日初めて観たんだ。人に勧すすめられてね」

　達哉は駅の方を指さした。

「とりあえず駅まで行くんだろう？　送ってくよ」




　一〇分後──

　二人はコーヒーショップの小さなテーブルを挟はさんで差し向かいに座すわっていた。

　映画の感想を聞きたいという達哉の申し出に、当初は渋しぶっていた涼子だったが、「昼飯まだだろ？　おごるから付き合えよ」の一言が殺し文もん句くとなったのだ。
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　しかしいざ席に着いてみると、涼子はひどく緊きん張ちようして落ち着かない気分になった。同年代の男子と二人きりで喫きつ茶さ店てんに入ること自体、涼子にとって初めての経けい験けんである。それに獅子倉達哉は同じ剣道部所しよ属ぞくとはいえ、ほとんど会話らしい会話も交かわしたことがない。

　対する達哉はやけに上じよう機き嫌げんだった。涼子は組んだ足をテーブルの横に出し、やや身を引くようにして椅い子すの背せにもたれているが、達哉の方は逆に身を乗り出していた。リバイバル上映のために新たに刷られたパンフレットを見ながら、興こう奮ふん気味の口調で言う。

「黒澤映画は昔テレビでやってた『七人の侍さむらい』を観たっきりだったんだが、用心棒シリーズも抜ばつ群ぐんに面おも白しろいなあ。クリント・イーストウッドの『荒こう野やの用心棒』もいいけど、オリジナルの方が数すう段だん上だね。さすが、リメイク嫌ぎらいの黒澤明の唯ゆい一いつの例外ってだけのことはあるな」

「……初めて観たわりに詳くわしいんですね」

「ただの受け売りだよ。観ろ観ろってうるさいやつがいてね」

　達哉は軽く肩かたをすくめた。愛あい嬌きようを見せても決して軽けい薄はくにならないところは涼子から見ても好感が持てる。部活では主しゆ将しようとして毅き然ぜんとした態たい度どを取っているが、こうして向き合ってみると、達哉の顔の造ぞう作さくそのものはどちらかといえば女顔だった。

「しかし奇き遇ぐうってのはあるもんだな。御剣と話をしたいと思ってたんだが、こんなところで会えるとはね」

「話って……？」

「それは食ってからにしよう。四時間も座りっぱなしで、もう目が回りそうだ」

　二人はボリュームのあるサンドイッチとコーヒーのセットを注文した。達哉に勧すすめられて涼子はホットドッグを一つ追加したが、空くう腹ふくも手て伝つだってあっという間に平らげてしまった。

　ようやく人ひと心ごこ地ちがつき、少々がっつきすぎたかも──と涼子が後こう悔かいしはじめた頃ころ、見計らったように達哉は切り出した。

「ところで先に確かく認にんしておきたいんだが……御剣は映画ファンなのか？　それとも時代劇のファンか？」

「……チャンバラ全ぜん般ぱんです」

　ほとんど間を置かずに涼子は答える。達哉はピクリと眉まゆを動かすと、勢いきおい込んで訊たずねた。

「ＮＨＫの時代劇で一番面おも白しろかったのは？」

「役やく所しよ広こう司じ主しゆ演えんの『宮みや本もと武む蔵さし』」

「最近のヒットは？」

「村むら上かみ弘ひろ明あきの『腕うでにおぼえあり』」

「『必殺』シリーズで一番のお気に入りは？」

「『必殺必中仕事屋稼か業ぎよう』……かな。観みたのは再さい放ほう送そうですけど」

「『鬼おに平へい犯はん科か帳ちよう』は毎週チェックしてる？」

「当然」

「かぶりつきで？」

「ええ。正座して」

「一人で観てる時に電話が鳴ったら？」

「出ません」

「ビデオに録とっていても？」

「断だん固こ無む視しします」

　明めい快かいな回答に、達哉は口元をほころばせながらさらに質しつ問もんを続けた。

「『遠とお山やまの金さん』といえば？」

「杉すぎ良りよう太た郎ろう」

「黄こう門もん様は？」

「東とう野の英えい治じ郎ろう」

「高たか橋はし英ひで樹きの当たり役といえば？」

「『ぶらり信しん兵べ衛え・道場破やぶり』──」

「……渋しぶいところを突ついてくるな。じゃあ『七人の侍』で一番好きな人物は？」

「当然、菊きく千ち代よ」

「理由は？」

「三み船ふね敏とし郎ろう様が演じてるから」

「もしかして熱ねつ狂きよう的なミフネ・ファン？」

「半世紀早く生まれたかったと思うほどに」

　時じ代だい劇げきに関する一問一答を続けるうち、涼子はしだいに打ち解とけて、前に身を乗り出していた。これまで時代劇の話題で盛もり上がれる相手に恵めぐまれなかったこともあり、まるで堰せきを切ったように言葉が出てくる。互たがいに相手がどこまで深いマニアなのか探さぐり合った結果、話題はもはや一いつ般ぱん人じんには理解不ふ能のうな領りよう域いきにまで広がっていった。

「……だから、『子連れ狼おおかみ』の乳う母ば車ぐるまのギミックが『００７』シリーズのボンド・カーにヒントを得たものだというのは、仮か説せつじゃなくて原作者本人が語ってる事実なんです！」

「初耳だな。確たしかにガトリング砲ほうまで装そう備びしてたけど……水中にも潜もぐれたっけ？」

　いつの間にか達哉の方が聞き役に回っていた。涼子の熱弁に相あい槌づちを打ちながら、達哉は珍めずらしい生き物を見るような目つきになっている。

「それにしても意外だな……御剣はもっと無口で気き難むずかしいタイプかと思ってたんだが」

　達哉がふともらした言葉に、涼子はハッとして口をつぐんだ。つい夢む中ちゆうになって喋しやべりすぎた──涼子は冷水を浴びたような気分とは裏うら腹はらに熱くなっていく頰ほおを両手で隠かくした。

「……柄がらじゃないですよね、やっぱり」

「そういうことじゃないんだ。いつも不ふ機き嫌げんそうに見えたんで、いい意味で裏切られたというか……むしろ普ふ通つうっぽくていいと思うけどな」

「そうですか。不機嫌そうに見えましたか……」

　達哉のフォローはかえって逆効果だった。一転してブルーな雰ふん囲い気きに包まれる涼子を前にして、達哉もかけるべき言葉が見つからず黙だまってしまう。

「……あたし、愛あい想そよくしたり、はしゃいだりするのって苦手なんです。似に合あわないし」

　しばしの沈ちん黙もくの後──涼子はテーブルに頰ほお杖づえをつき、窓まどに映うつる自分の姿すがたを眺ながめながら言った。

「〈可愛かわいい女の子〉を演じるには、もう取り返しのつかない女なんです──」

「取り返しが……って、なんでだ？」

「だって……敏郎様を身長で追い越こしてしまったんですよ、あたし!!」

　衝しよう撃げきの告白である。それを聞いた達哉は、しかし、涼子が本気で嘆なげいているのか、それとも冗じよう談だんで言っているのか、にわかには判はん断だんしかねた。

「三船敏郎って、身長何センチだっけ？」

「一七二センチ……」

「御剣は？」

「一七四・五……です」

　涼子は五ミリさばを読んでいたが、そこを突っ込むほど達哉は無む神しん経けいではなかった。

「案外、三船敏郎って大おお柄がらじゃないんだな。まあ、御剣だって気に病やむほど背せが高いってわけでも──」

「……和わ田だアキ子より大きくても？」

「なぬっ!?」

　失言であった。達哉は咳せき込んだフリをして誤ご魔ま化かす。

「ちなみに和田アキ子って……？」

「一七三センチです」

「ふ、ふう～ん……もっとデカいと思ってたけどな。一八〇は超こえてるものと……」

　その理り屈くつだと涼子がさらに大きく見えると言っているのと同じだと気付き、達哉は言葉を切った。再ふたたび気まずい沈黙の時が流れる。

「──以前、たぶん学生の自主制せい作さくのフィルムか何かだと思うんですけど……テレビで短たん編ぺんの映えい画がを観みたんです」

　涼子は憂ゆう鬱うつな口調で話し始めた。

「それは、背の高い人と普ふ通つうの人を並ならべて比ひ較かくした記録映画でした。まったく同じスピードで動いていても、大きな人は普通の人よりスローに見えるんです。同じ作業をしていても、身体からだが大きいってだけで何だかサボってるように見えるんですよ。その映画を観て、あたしは他人の三割増しのスピードで動こうって決めたんです。〈デカくて鈍どんくさい女〉って見られるのが我が慢まんできないから──」

「コンプレックスの裏返しか……なるほどな」

　達哉は腑ふに落ちた顔でうなずいた。

　普段から背せ筋すじをピンと伸のばしているのも、動きにメリハリをつけて隙すきを見せないのも、すべては颯さつ爽そうとしたイメージを演えん出しゆつするための涼子なりの努力であった。人前では常つねに気を張はっているため、その緊きん張ちようが不ふ機き嫌げんそうな険けわしい表ひよう情じようと近ちか寄よりがたい雰ふん囲い気きとなって表に出てしまうのだ。

　浅はかな同情や慰なぐさめの言葉はかえって反感を買うだけだと承しよう知ちしている達哉は、少し考えてから口を開いた。

「可愛かわいいか可愛くないかは見るやつの主観によるけど……でもな、〈自分がこうなりたいと思うところの自分〉になるってのは悪くないと思うぜ。無理して可愛い子ぶるくらいなら、いっそハンサムな女を目指すってのも、ありなんじゃないかな」

「ハンサムって……『男前』って意味でしょ？」

「『大おお柄がらで、堂々とした魅み力りよく的な女』って意味もあるんだぜ」

「本当に？」

「ああ。辞書にだってちゃんと書いてある」

「…………」

　涼子はしばらく押おし黙だまっていたが、その顔からしだいに暗い表情が消え、頰ほおには赤みがさしてきた。何かを決意したように顔を上げた時、涼子の瞳ひとみには力強い輝かがやきが宿っていた。

「やっぱり……やっぱりそうですよね！　自分でもそうじゃないかと思ってたんです!!」

　涼子は達哉の右手を強ごう引いんに摑つかんで握にぎりしめた。剣けん道どうをやっているだけあって並なみの女の握あく力りよくではない。指も砕くだけよという激げき痛つうが走ったが、達哉は頰を引きつらせながら耐たえた。

「最近ちょっと自信をなくしかけてたんですが、おかげで吹ふっ切れました！　ありがとうございます、獅子倉先せん輩ぱい!!」

「お、おう……」

　ようやく解かい放ほうされた右手は紫むらさき色いろに変色して痺しびれていた。テーブルの下でその手を振ふりながら、達哉は少し先輩ぶった口調で言う。

「しかし、ただカッコイイ女を目指すだけじゃ不十分だ。御剣が何を目指してるのか、周りの人間にも理解されないとな」

「……そんなこと、できるんですか？」

「できないこともない」

「どうするんです？」

　身を乗り出してくる涼子に、達哉は苦く笑しようを浮うかべる。

「実はこれが本題なんだが……今度の学園祭で、演えん劇げき部が時代劇を上演することになったんだ。それが『用心棒』を下した敷じきにしたシナリオでね、そこにどうしても女の侍を出したいんだと」

「学園祭って、来週じゃないですか」

「だから急きゆう遽きよその侍さむらい役やくを募ぼ集しゆうしてるんだよ。そこの部長の指名で、御剣を口説くように頼たのまれてね。どうだ、出てみないか？」

「侍役……ですか」

「衣い裳しようもチャンバラもけっこう本格的にやるらしいぜ。ちなみに俺おれも出る予定だ」

「う～ん……」




　しばらく迷まよった末、涼子は思いきってこの依い頼らいを受けることにした。

　しかし、『女の侍』がそのシナリオの主役であることを、この時の涼子はまだ知らされてはいなかった──










　第三話　ボーイ・ミーツ・サムライガールⅢ







ふううんじ【風雲児】龍りゆうが風と雲を得て天に舞まうがごとく、世の中が大きく動き出す気運に乗じて活かつ躍やくする快かい男だん児じ。
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　一〇月三〇日──昼休み。

　獅し子し倉くら達たつ哉やに案内されて涼りよう子こがやってきたのは、文ぶん化か系けいサークル棟とうにある演劇部の部室だった。達哉に促うながされて部室に入ると、すらりとした長身の女子が涼子の前に歩み寄り、握あく手しゆを求めてきた。

「一年の御み剣つるぎさんね。私が部長の後ご藤とう史し織おりです。よろしく」

　史織のハキハキとした物言いに気け圧おされ、涼子は反はん射しや的に握手に応おうじていた。

　演劇部部長の二年生・後藤史織は、身長一七〇センチ近い長身とハッキリした目鼻だちが特とく徴ちようの美人であった。髪かみはボーイッシュすぎない程てい度どのショートで、フレームレスの薄うすい眼鏡めがねが軽かろやかで聡そう明めいな印象を与あたえている。

「よく来てくれたわね。まさか引き受けてくれるとは思わなかったわ。達哉、あんたも意外とやるじゃない」

「意外は余よ計けいだろ。もっと感かん謝しやしてくれ」

　達哉は不服そうに肩かたをすくめた。

　涼子が来ることを聞いてか、部室には他ほかにも数人の部員が集まっていた。強い視し線せんを感じた涼子は、黒くろ縁ぶち眼鏡をかけた瘦やせ型で血色の悪い男子部員に気付いた。上うわ目め遣づかいに自分の方をじっと凝ぎよう視ししている。

「ふむう……!?」

　その部員は血走った目で涼子の足元から頭の天てん辺ぺんまで舐なめ回すように観察すると、部長の史織を押おし退のけるようにして涼子に迫せまり、ぶしつけに顔を近付けてきた。

（──何よ、こいつ？）

　気味悪く感じながらも、涼子は怯ひるむことなく正面からその視線を受け止め、逆ににらみ返す。数秒のにらみ合いの後──不意にその男子部員は頰ほおをピクピクと痙けい攣れんさせ、喜き悦えつの笑えみを浮うかべた。鼻息を荒あららげながら半ば裏うら返がえった声で叫さけぶ。

「いい……実にいい！　やはりボクの見み込こんだ通りだ！」

「はあ？」

「君はケダモノの眼めをしている!!」

　ガッ。

　涼子はその部員の胸むなぐらを摑つかむと、首の骨ほねを折る勢いきおいで激はげしく前後に揺ゆさぶった。

「……このバカ、ちょっとお借りしていいですか？」

「うわ～待て待て待て～ッ！」

　その場にいた全員が慌あわてて止めに入り、涼子の手から部員を救出した。史織が苦く笑しようしながら涼子をなだめる。

「紹しよう介かいが遅おくれてごめんなさいね。彼は文芸部の二年生で、今回の脚きやく本ほんを担たん当とうしてもらってている伊い福ふく部べ君。御剣さんに来てもらったのも、彼のたっての指名なのよ。私じゃイメージに合わないんだって」

「いかにもその通り！」

　伊福部は拳こぶしを握にぎりしめて力説した。

「演えん技ぎ力があるだけではダメなのだ！　いや、むしろそんなものは邪じや魔まだ！　必要なのはただ一つ、平和ボケした現げん代だい日本人が過か去こに置き去りにしてきた純じゆん粋すい無む垢くなる闘とう争そう心しん──そう、精せい神しんの奥おく底そこに飢うえた野や獣じゆうの魂たましいを秘ひめた者でなければ〈人ひと斬ぎり〉の凄すご味みは表現できない！」

「飢えた野獣……」

　涼子の片かた頰ほおがピクッと引きつる。遠えん慮りよという言葉を知らない伊福部の物言いに、部員たちは気が気ではない様子で見守っている。史織が自分に注意を向けるためにパンパンと手を叩たたいた。

「せっかく来てもらったことだし、衣い裳しよう合わせしてみましょう」

「今からですか？」

「ええ。準じゆん備び期間が今日を入れても六日しかないんだから。この昼休みの時間だって惜おしいくらいよ。ほらほら、男子はさっさと出て行く！」

　達哉と伊福部ら男子部員は部室を叩たたき出された。




　再ふたたび部室のドアが開いたのは、それから二〇分近くも経たってからである。

「お・ま・た・せ～！」

　待ちぼうけていた達哉たちが史織の声に顔を上げる。その直後、いきなり視界に飛び込んできた鮮あざやかな色しき彩さいに彼らは目を奪うばわれた。

　燃もえ立つような緋ひ色いろをした牡ぼ丹たん模も様ようの小こ袖そでに藍あい色いろの袴はかま──艶あでやかな衣裳に身を包んだ涼子の姿すがたがそこにあった。

　もともと鋭するどい眼まな差ざしが舞ぶ台たい用のメイクによってさらに強調されているため、派は手でな衣裳とも相まって、見る者を圧あつ倒とうする強きよう烈れつな存そん在ざい感を放っている。涼子の周囲だけが非ひ日にち常じよう的な異い空くう間かんと化している様だった。

　涼子が一歩前に足を踏ふみ出すと、達哉たちは慌あわてて壁かべ際ぎわに避よけて道を空けた。涼子は狭せまい廊ろう下かを抜ぬけて、部室棟とう横の開けた場所に出る。通りかかった他ほかの生徒も涼子の姿に驚おどろいて立ち止まり、いつしか周囲にはちょっとした人ひと垣がきが出来上がった。

　涼子は両足を開いて軽く腰こしを落とすと、腰に帯びた太た刀ちに左手をかけた。

　カチッ……ヒュン！

　鯉こい口ぐちを切り、目にも留とまらぬ速さで太刀をすっぱ抜ぬく。目映まばゆく閃ひらめいた銀光に、生徒たちが小さくどよめいた。

「──ヤアッ！」

　涼子は脇わき構がまえから大きく踏ふみ込んで袈け裟さに斬り下ろした。その刃やいばを返して胴どう斬ぎり、さらに振ふり向きながら逆袈裟に空くうを薙なぐ。その一連の斬ざん撃げきは流水のように淀よどみなく、切っ先が風を斬る音は一振りごとに鋭するどさを増していく。

　見えない敵てきを相手に涼子の剣けん舞ぶは続いた。

　涼子の体たい捌さばきは攻こう撃げき一いつ辺ぺん倒とうではない。敵の攻撃を弾はじき返し、あるいは躱かわす。

「二人……いや、三人か？」

　達哉は涼子が想定している敵の人数を推すい察さつした。涼子の動きが出で鱈たら目めなものではなく、即そつ興きようながらも説得力のある殺た陣てとして成り立っている証しよう拠こであった。

　真昼の陽光を反はん射しやして光る刀身。

　身を翻ひるがえすたびに躍おどるポニーテール。それに合わせて躍やく動どうする緋色と藍色の衣い裳しよう──

　その剣舞の美しさに演えん劇げき部員だけでなく、見物の生徒たちも魅み了りようされていた。

「──ハアッ!!」

　鋭い踏み込みから竜たつ巻まきのごとき三連撃を放った直後、涼子はピタリと動きを止めた。

　涼子の背はい後ごで見えないはずの敵がバタバタと倒たおれる映像ヴイジヨンを、生徒たちは確たしかに見たと感じた。

　刀を一振りして血のりを払はらい、華か麗れいな動作で鞘さやに収おさめる──直後、二〇人近くにも増ふえていた見物の生徒たちから拍はく手しゆ喝かつ采さいが起こった。

「す、素す晴ばらしい！　素晴らしすぎる!!　やはりこのボクの目に狂くるいなし！」

　伊福部は頭を搔かきむしりながら感かん涙るいにむせんでいた。史織も呆あつ気けにとられて唸うなる。

「驚おどろくべき逸いつ材ざいだわ……これが本物の凄すご味みってやつ？　彼女、いったい何者？」

「時代劇オタクであることは確かだ」

　そう答える達哉の口調も興こう奮ふん気味である。

　しかし当の涼子は、いつの間にかギャラリーに囲まれていることに気付いて少々戸と惑まどっていた。自分としては剣客の衣裳が嬉うれしくてちょっとはしゃいでみただけで、見み世せ物もののつもりはなかったのだ。悦えつに入いっているところを見られて急に恥はずかしくなった涼子は、慌あわてて史織に訊たずねる。

「ちょっとこの衣裳……さすがに派手すぎませんか？」

「大だい丈じよう夫ぶ。それは最後の決戦の場面で着る衣裳だから。それぐらい派手な方が舞台映ばえしてちょうどいいのよ」

「それにしても目立ちすぎじゃ……」

「目立っていいのよ。主役なんだから」

　涼子は一いつ瞬しゆん、自分の耳を疑うたがった。

「主役？　主役って何ですか？」

「今回の主役は〈ミカヅキ〉……っても分からないわね。ちょっとシナリオ持ってきてくれる？」

　史織に指し示じされた一年生部員が部室に走っていき、すぐに戻もどってきた。涼子に手て渡わたされたのはコピー紙を製せい本ほん用のホチキスで綴とじた冊さつ子しであった。表紙にあるタイトルは『月げつ華かの用よう心じん棒ぼう』──

「一枚まい目めの裏うらにキャストの一いち覧らんがあるから」

　涼子は言われるままに表紙をめくった。そこには登場人物の一覧と、配役を書き込こむための欄らんがある。〈ミカヅキ〉の名を見つけたのはその一覧の筆頭である。

　ミカヅキ［　　　　］──主人公。男だん装そうの凄すご腕うで女おんな剣けん士し。

　名前の下に書かれた簡かん単たんな人物紹しよう介かいを目にして、涼子の顔から血の気が引いた。

「あの……このミカヅキって主人公じゃないですか!?」

「そうよ。達哉から聞いてない？」

「聞いてませんよ！」

「ありゃ、言ってなかったっけか？」

　達哉はとぼけたが、二人から冷たい目でにらまれ、頭を搔かいて苦笑いを浮うかべる。

「怒おこるなよ。言いそびれただけで騙だましたわけじゃないんだからな。だいたい、いきなり主役を頼たのんでもＯＫしてくれるわけがないだろ、普ふ通つう？」

「それもそうね。彼女を連れてこれただけでも上出来か……じゃあ、あらためてお願いするわ。御剣さん、そういうわけで今度の舞ぶ台たいの主役はあなたで決まりよ」

　史織の口調は『お願い』ではなく明らかに『決定事じ項こうの伝達』であった。

「いきなり決められても困こまります！　てっきり斬きられ役だと思ってたのに──」

「斬られ役なんてとんでもない。あなたは間ま違ちがいなく主役の器うつわよ！　舞台の隅すみになんて置いておけないほどの強きよう烈れつな存そん在ざい感かんだわ」

「でも芝しば居いなんてやったこともないし……」

「最初は誰だれだって素人しろうとよ。それに私たちだって時代劇は今回が初めての挑ちよう戦せんなんだから。チープなチャンバラごっこにしないためにも、今度の舞台には時代劇の空気を作れる人が必要不ふ可か欠けつなの。その点で御剣さん、あなた以上の適てき任にん者しやはいないわ！」

　史織の芝居がかったハイテンションな説得は、涼子に気き後おくれを起こす隙すきも与あたえなかった。

「見て、このシナリオは最後の部分がまだ未完成のままよ。伊福部君は私の演やるミカヅキじゃ続きが書けないって言ってたけど、今は私にもその理由が分かる。どんなに上手に演じたとしても、しょせん骨ほねの髄ずいまで平民の私なんかには超こえられない一線があるのよ。そう、最終的にテロリズムを許きよ容ようできる人間でなければヒーローは勤まらないんだわ！」

「……なんか勢いきおいにまかせて失礼なこと言ってません？」

「とにかくミカヅキ役はあなたしかいないってことよ。私たちも全力でフォローするから、頼まれてくれるわね？」

　正面からズバッと斬り込んでくるような頼み方である。涼子はこういったストレートな物言いに弱い。しかし安やす請うけ合いするにはあまりに畑はたけ違ちがいの依い頼らいだった。

「御剣！」

　どうやって断ことわろうか悩なやんでいる涼子に、達哉が横から声をかけた。

「サムライたる者が、一度交かわした約定を違たがえるなどということはよもやあるまいな？」

　涼子はハッと顔を上げる。達哉の時代劇口調の言葉が、曲くせ者ものに向かって投げつけられた小こ柄づかのごとく涼子の胸むねに刺ささったのだ。

「いえ、そのようなことは決して……」

「ならば何を迷まようことがある？」

「拙せつ者しやのようなずぶの素人に、かような大役が果たして勤まるものかと……」

「案ずるな。俺おれも素人という点ではお前と変わりはない。この者たちもそれを承しよう知ちで頼たのんでいるのだ。そして学園祭を目前に控ひかえた今、助すけっ人とは我われ々われしかいないときている。やってくれるな？」

　このノリで説得されては、もはや涼子に断る術すべはなかった。

「──承知」

　吹ふっ切れた顔でそう答えると、一いつ拍ぱく遅おくれて演えん劇げき部員や見物人からどよめきと拍手が起こった。

「うおおおっ！　きたきたきたぁ～～～ッ!!」

　伊福部が発はつ狂きようしたかのような雄お叫たけびをあげる。

「今、まさにボクの虹にじ色いろの脳のう細さい胞ぼうをインスピレーションという名の稲いな妻ずまが貫つらぬいた！　おお、超ちよう絶ぜつ斬ざん新しん極きわまるアイデアが次から次へと湧わき出いづるううううっ！　これは今すぐに書けとの思おぼし召めしですか？　いかにもその通り！　ええ～い、凡ぼん人じんどもよ退のくがよい！　この天才のために道を空けよ!!」

　誰だれも天才と認みとめたわけではないが、その異い様ような迫はく力りよくに恐おそれをなして生徒たちが身を退ひく。ドップラー効こう果かのかかった高笑いを残して走り去る伊福部を見送りながら、涼子はひどく不安な面おも持もちになった。




　　　　☆




「演劇部の助っ人って、主役だったの!?　ハア～それはまた思い切ったことを……」

　翌よく日じつ──登校早々涼子の口から事情を聞いたひとみは、メガネの奥おくのつぶらな瞳ひとみを真ん丸にして感かん嘆たんの溜ため息を吐ついた。

「でも台本が未完成じゃ、芝しば居いの稽けい古こもできないんじゃないの？」

「その中身は上がったのよ。昨夜ゆうべファックスされてきたわ」

　そう言って涼子はファイルに挟はさんだファックスの束を鞄かばんから取り出した。受け取ったひとみはパラパラとめくって見る。原げん稿こうは鉛えん筆ぴつ書きらしく文字がかすれて読みづらい部分もあるが、なかなかの達筆である。

「読んだの？」

「読んだわよ」

「どう？」

「まあまあってとこね。黒くろ澤さわ映えい画がには及およばないけど」

「……ってことは相当面おも白しろいのね？」

　ひとみの瞳がキラリと光った。時代小説にうるさい涼子の『まあまあ』は、ひとみにとってはＡクラスの作品に違ちがいないのだ。

　事実、伊福部の才能は涼子の想そう像ぞうを大おお幅はばに上回っていた。

　あの奇き天て烈れつなキャラクターからしてシナリオの方もさぞかし派は手ででクレイジーな出来かと思いきや、意外にも地に足が着いた渋しぶめの本ほん格かく的時代劇に仕上がっていたのである。大おお筋すじは黒澤映画『用よう心じん棒ぼう』をベースにしているが、主人公が女剣けん士しなのをはじめとして登場人物の設せつ定ていにはかなり手が加えられており、ほぼオリジナルといってよかった。

　場面転てん換かんは必要最さい小しよう限げんで、派手な斬きり合いは前半と後半の二回に絞しぼられている。その代わり動きの少ない芝居の部分は趣しゆ向こうが凝こらされていて、台詞せりふにも妙みよう味みがある。上う手まく演じればかなりの面おも白しろさが期待できた。主人公のミカヅキが女ながらにぶっきらぼうで口下手な人物として描えがかれているのは、演じる涼子に配はい慮りよしてのことだろうが、それを逆さか手てにとって魅み力りよくとなるような工く夫ふうがされている。

　涼子の『まあまあ』は時代劇としての絶ぜつ対たい評ひよう価かだったが、高校生の舞ぶ台たいのシナリオとしては『完かん璧ぺき』と評していい完成度であった。

「それでやる気になってるんだ？」

「まあね」

「そっか……そうよ！　そうなんだわ!!」

「な、何よいきなり？」

　ひとみが急に大声を出したのに驚おどろいて、涼子は椅い子すから転げ落ちそうになった。

「涼子ちゃんの趣しゆ味みと特とく技ぎがバイオレンス以外の平和的な局面で活用される時が遂ついにきたんだわ！」

　ひとみは涼子の手を取り、両手でギュッと握にぎりしめた。
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「頑がん張ばって涼子ちゃん！　私も協力するから」

「え？　うん、ありがと……」

　親友が発はつ奮ぷんしている理由が理り解かいできないまま、涼子はぎこちなく頷うなずいた。




　　　　二




　その日の昼休みにワープロで清書された完成版ばんのシナリオが出演者全員に配られ、いよいよ本格的な稽けい古こが始まった。

　涼子は演劇に関しては素人しろうとである。剣道の鍛たん錬れんで腹ふく式しき呼こ吸きゆうに慣なれていたおかげで発声については問題なかったが、それだけで芝しば居いができるほど話は簡かん単たんではない。台詞せりふをすべて覚えることはもちろん、共演者と呼こ吸きゆうを合わせたり、場面によって変わってくる芝居の間まを研究しなければならない。さらに演目が時代劇ということもあり、台詞回しや立たち居い振ふる舞まいを含ふくむ役作りだけでなく、殺た陣てについても綿めん密みつな打ち合わせが必要だった。




「じゃあ今のとこ、もう一度行くぞ」

「はい！」

　答えて、涼子は竹刀しないを正せい眼がんに構かまえた。

　体育館横の広場。袴はかま姿すがたの涼子を、同じく竹刀を持った三人の演えん劇げき部員が囲んでいる。

「用意……スタート！」

　達哉の合図で三人が順番に斬きりかかった。背はい後ごから突つきかかってきた最初の一人を軽くいなすと、間かん髪はつ入いれずに襲おそってきた二人目の上じよう段だん斬ぎりを弾はじき、吸すい寄よせられるように間合いに入ってきた三人目を振ふり向きざまに──

　ゴスッ！

　袈け裟さ斬ぎりにしようと竹刀を振った涼子の肘ひじが、三人目の肩かたの辺りにぶつかった。

「はい、カット！」

　達哉が殺陣を止めて涼子に注意する。

「御剣、アクションが大きすぎるぞ。どうしてスローだと普ふ通つうに出来るのに、ちょっと速くしただけで大振りになるんだ？」

「気合いが入るとやっぱり勢いきおいがつくから……」

「踏ふみ込こまなくていいところで前へ出るからだろ？　だいたいこのシーンはミカヅキの腕うで前まえを披ひ露ろうするのが主しゆ眼がんなんだから、そんなに気き張ばる必要はないんだ。むしろ余よ裕ゆうのあるところを見せないと」

「分かりました」

　再ふたたび一対三の立ち回りの稽けい古こが始まった。今度は涼子が申し合わせ通りの動きに徹てつして、殺陣は最後まで滞とどこおりなく進む。

「う～ん……」

　涼子は煮にえ切らない表情で首を捻ひねった。

「どうも納なつ得とくできないわね。動きにキレがないし、とにかく臨りん場じよう感かんに欠けるというか……殺陣というよりなんかお遊戯をやってる感じ」

「……悪い。俺おれも同じことを思ったよ」

　殺陣を監かん督とくしている達哉も同意した。

　頭で思い描えがく殺陣と、実じつ際さいにやってみるそれとではイメージに大きなギャップがあった。涼子も演劇部員も、殺陣については同様に素人しろうとなのだから無理もない話である。しかし立ち回りの場面が中ちゆう途と半はん端ぱな出来では、どんなにいいシナリオも台無しになってしまう。

「おいおい、今いま頃ごろそんな状じよう態たいで学園祭に間に合うのか？」

　自分たちに時代劇を演じるためのノウハウが決定的に不足していることに気付いて暗あん澹たんたる気分になっている涼子たちに、外野から追い討うちをかけるような声がかかった。

　そこに立っていたのは、濃のう紺こんの剣けん道どう着ぎを着た固太りの巨きよ漢かんである。

　歳としは四十代。大福のように真ん丸な顔の周囲をぐるりと濃こい髭ひげが囲んでいる。その印象は誰だれが見ても一〇〇パーセント『ダルマ』だった。

　常つねに笑っているような顔の作りで、上下逆さにすると怒いかりバージョンになると噂うわさされるこの男──剣道部顧こ問もんの通つう称しようヒゲダルマこと弥や永なが源げん太た郎ろうである。

「演劇部でお前らがちゃんと役に立ってるか気になってな」

　聞かれもしないのにそう答えると、弥永は巨体に似に合あわぬ滑すべるような足取りで涼子の前に歩み寄った。

「御剣、ちょっと代わってみ」

「できるんですか？　剣道とはかなり勝手が違ちがいますけど」

「まあ見てろって」

　弥永は涼子が貸かそうとした竹刀を断ことわり、首に掛かけていた手て拭ぬぐいを手に取った。

「遠えん慮りよはいらんぞ。思い切って打ってこい」

　斬られ役の三人は弥永が本気なのか遊びなのか分からず、戸と惑まどった顔で達哉を見る。

「本人がいいって言ってるんだ。構かまわんだろう」

　達哉の合図で三人が動いた。

　弥永は一人目を軽く躱かわすと、二人目の斬ざん撃げきを手拭いで横に払はらった。

　パンッ！

　鉄の棒ぼうで打ったような鋭するどい音が鳴る。二人目が竹刀を払はらわれてよろめいた時、すでに弥永は三人目に向き直っていた。竹刀しないの下に潜もぐるようにくぐり抜ぬけながら胴どう斬ぎりに仕し留とめると、体たい勢せいを崩くずしている二人の間を疾風はやてのごとく駆かけ抜ける。目にも留まらぬ速さで手拭いが二度閃ひらめき、打たれた二人はバッタリと倒たおれた。

「い、痛いってえ～～……」

「その手拭い、何か仕込んでんじゃないっすか!?」

　三人は打たれた脇わき腹ばらを手で押おさえて抗こう議ぎの声を上げた。弥永は手拭いをヒラヒラと振ふり回しながら豪ごう快かいに笑う。

「本物の達たつ人じんは手拭いの一振りで骨ほねを砕くだくそうだ。俺じゃそこまでは出来んが」

　涼子と達哉は思わず顔を見合わせた。

「今のあの動き……!?」

「少なくとも剣けん道どうの動きじゃないわ！」

「確たしかめてみるか？」

　弥永は挑ちよう戦せん的な笑えみを浮うかべて手て招まねきした。これに応おうじない二人ではない。

　今度は弥永も自前の竹刀と、打ち込こみ稽げい古こ用の短い竹刀を持ち出してきた。短い竹刀は小こ太だ刀ちか鎧よろい通どおしのつもりなのだろう。

「さあ、どこからでも自由に打ってこい。剣道じゃないから身体からだのどこを狙ねらってもいい」

「本当にいいんですか？」

「なんなら二人同時でも構かまわんぞ」

　大だい胆たん不ふ敵てきな言い様である。その言葉に剣道部主しゆ将しようの達哉は闘とう志しをかきたてられたらしく、涼子に待つように手で指図してから前に出た。

　竹刀をやや上じよう段だんに構える達哉に対し、弥永は大小の竹刀を持った腕うでをだらりと下げたままで、両足はちょうど肩かた幅はばと同じ広さに左右に開いている。剣道にはこのような構えはない。

「ほれ、どうした？　打ってこい」

　その言葉を機に、達哉は素す早ばやく間合いを詰つめた。竹刀の先せん端たんが縦じゆう横おうに十字の軌き道どうを描えがいて走る。しかし──

「届とどいてないぞ」

　達哉の竹刀は弥永の太たい鼓こ腹ばらをかすめるように空振った。防ぼう御ぎよするなり躱かわすなりの反はん応のうがあると見込んでわざと届かない間合いで仕し掛かけたのだが、弥永はピクリとも動かずそれを見送っている。

　弥永が本気だと悟さとった達哉は、今度は大きく踏ふみ込んで竹刀を大上段から打ち込んだ。フェイントを交まじえない（真しん剣けんならば）必殺の一いち撃げきである。

　カッ！

　弥永の左手の小竹刀しないが達哉の打ち込みを止めた。カウンターで反はん撃げきがくると察知した達哉は間合いの外に飛とび退のく。

　次の瞬しゆん間かん──奇き妙みような現げん象しようが起こった。

　弥永が達哉の動きに合わせて前に動いた。その弥永の持つ小竹刀が、達哉の竹刀にピタリと吸い付いたまま離はなれない。

「むっ!?」

　達哉は竹刀を引いて外そうとするが、強力な磁じ力りよくでもあるのか弥永の小竹刀にくっついて外れない。もちろん磁力などではなく、弥永が絶ぜつ妙みような力の入れ方で達哉の力を殺しているのだ。

　ヘビににらまれたカエルのごとく身動きが取れなくなった達哉の目の前に、弥永の竹刀の先がゆっくりと迫せまる。

　ピシッ！

　弥永の竹刀が弾はじかれた。横から割わって入った涼子の一撃である。

「とぅーっ！」

　涼子は踏み込みながら竹刀を打ち込む。目にも留まらぬ三連斬ぎり。完全に捉とらえているはずの間合いだが、しかし涼子の竹刀は空を斬っていた。

（──当たらない!?）

　弥永はわずかに上体を反そらせ、まさに紙かみ一ひと重えで避よけている。逆にその空振りの隙すきに合わせて竹刀を軽く突つき出すという動作だけで涼子の足を止めた。

　思わず退ひいた涼子の視し界かいに、弥永の背はい後ごに回った達哉の姿すがたが入った。二人の視し線せんが交こう錯さくする。涼子はその一いつ瞬しゆんで達哉の意図を悟さとった。

「覚かく悟ご──ッ！」

　涼子は正面から袈け裟さ懸がけに斬り込む。それと同時に達哉も低い姿し勢せいで弥永の脛すねを狙ねらって踏み込んだ。正面と背はい後ごから、それも上段と下段の同時攻こう撃げきである。

　弥永の巨きよ体たいが回転しながらふわりと浮ういた。

　涼子の袈裟斬りは弧こを描えがいて走る竹刀で弾かれ、達哉の脛を払はらう斬ざん撃げきは跳ちよう躍やくによって躱かわされる。

「なに!?」

　涼子の攻撃を弾き返した弥永の竹刀はそのまま振ふり下ろされ、体たい勢せいの崩くずれた達哉の肩かたを叩たたく。それと同時に逆手に持ちかえられた小竹刀の先せん端たんが涼子の脇わき腹ばらを突ついていた。どちらも寸すん止どめである。

　数すう瞬しゆんの静止の後、涼子と達哉は膝ひざからくずおれた。

「つ……強つええ！」

「どう見てもデブの動きじゃないぞ！」

　興こう奮ふんした演えん劇げき部員たちが口々に叫さけぶ。涼子は尻しり餅もちをついたまま弥永に尋たずねた。

「先生……今のは剣道じゃないですよね？」

「その通り。これが剣術の動きだ」弥永は自じ慢まん気げに胸むねを張はった。

「俺おれはこう見えても、かつてはとある古こ流りゆう剣けん術じゆつの門人だったのだ」

「じゃあ免めん許きよ皆かい伝でんの腕うで前まえ!?」

「ん？　いや、残念ながらそこまでは行ってない。目録程てい度どだ」

　顎あご髭ひげを撫なでながら苦笑いを浮うかべる。いわゆる『不ふ肖しようの弟で子し』だったのだろうかと涼子は勝手に想そう像ぞうした。しかしこんな身近に剣術の経けい験けん者がいたとは驚おどろきである。

「俺の口から言うのもなんだが、お前らの殺た陣ては時代劇の見み様よう見み真ま似ねってだけで基き本ほんがなってないな。実じつ際さいの剣術のイロハくらい知っておいた方がいいぞ」

「指し導どうしていただけるんですか？」

「不肖の弟子で良ければな」

「……やっぱり」

「やっぱり？」

「いえ、ありがとうございます！」

　涼子は居い住ずまいを正して深々と一礼した。
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　一一月一日──放課後。

「とりあえず殺陣については弥永先生の協力が得られたおかげで何とかなりそうね。残る問題は肝かん心じんの芝しば居いだけど……」

　講こう堂どうの舞ぶ台たい上。史織は思い思いに床ゆかに座すわっている演劇部員たちの顔を見回すと、最後に涼子に視線を移うつした。

「御剣さん。台詞せりふを覚えてもらうのはもちろんだけど、それよりまずは芝居ってものを理り解かいしてほしいわ」

「はあ……」

　正せい座ざしている涼子は恐きよう縮しゆくして肩かたをすくめた。

　初めての立ち稽げい古こで判はん明めいしたのは、涼子が自分でも絶ぜつ望ぼう的な気分になるほどに芝居が下手だという事実であった。台詞がとにかく棒読みで、ロボットが喋しやべっているように感かん情じようがこもっていない。照れがあるのはもちろんだが、まるで役になりきることができないでいるのだ。

「その役になりきるというのは、普ふ段だんの自分を脱ぬぎ捨すてて、舞台上で別の人間の人生を生きることよ。そのために必要なのは想像力！　そもそも役者というものは──」

「あいや待たれい！」

　舞台の下から声が掛かかる。待ったをかけたのは、立ち稽古の途と中ちゆうから姿すがたをくらましていた伊福部であった。

「部長、初心者の彼女にそれを求めるのは酷こくというものだろう」

「そんなことは分かってるわよ。でもやってもらうしかないでしょう？」

「わずかな時間で役作りは無理だ。この場合、別の角度からのアプローチこそが必要なのだ」

「何かアイデアでもあるって言うの？」

　史織の問いに、伊福部は喉のどの奥おくでヒキガエルが鳴くような笑い声をあげた。

「ンン～フッフッフッ……心配御ご無む用よう！」

　舞台に上がってきた伊福部は持っていた黒いファイルを前に突つき出した。その表紙には『マル秘ひ』と大きくプリントされている。

「これがそのアイデア？」

　史織が手を伸のばすと、伊福部はサッとファイルを引っ込めた。

「残念だが、これを読む権けん利りがあるのは御剣君だけだ」

　怪け訝げんな顔の史織を無む視しして、伊福部は涼子にそのファイルを手て渡わたす。恐おそる恐る不吉な表紙を開いた涼子は、そこに挟はさまれているコピー紙を見て目を瞠みはった。紙面がびっしりと活字で埋うめられている。

「これは主人公ミカヅキの裏うら設せつ定ていだ。本ほん編ぺんでは謎なぞのままで明らかにしていない素す性じようや過か去こについてまとめてある。これさえ読めば役作りのための十分な手て掛がかりになるだろう。ボクとしては作品として形になっていないものを見せるのは主しゆ義ぎに反するのだが……」

　伊福部の言葉は涼子の耳には届いていなかった。文章を追うことに夢む中ちゆうになっていたからである──
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　五日後──一一月六日。

　学園祭二日目。

　図書室の展てん示じの手伝いから解かい放ほうされたひとみは、生徒や校外からの来客でごった返す廊ろう下かをやっとのことで通り抜ぬけ、比ひ較かく的静かな文化系けいサークル棟とうにたどり着いた。演えん劇げき部の演目『月げつ華かの用よう心じん棒ぼう』の開演は午後一時──あと二時間足らずである。

　演劇部の部室周辺に人の気配はなかった。ドアを軽くノックするが返事はない。

「もう講こう堂どうに行っちゃったのかな……？」

　ノブを回してみる。カギはかかっておらず簡かん単たんに回った。ひとみは小さくドアを開けて部室の中を覗のぞき込こんだ。

　涼子はそこにいた。

　芝居の衣い裳しようである黒っぽい上衣と袴はかま姿すがたで、机つくえの上に足を組んで座ざしている。ひとみは声をかけるのを躊ちゆう躇ちよした。異い様ように張はりつめた雰ふん囲い気きを察したからである。

　涼子の手元でギラッと何かが輝かがやいた。鞘さやから抜ぬき放たれた日本刀の刃やいばが、窓まどから差し込む真昼の陽光を反はん射しやしたのだ。

　涼子は目の前に刃を立て、見分するように鍔つば元もとから剣けん尖せんまでじっくりと眺ながめた。『舐なめるように』という表ひよう現げんがぴったりくる、熱のこもった視し線せんである。

「フ……」

　涼子がかすかに吐と息いきをもらす。ひとみの背せ中なかにぞくりと悪お寒かんが走った。涼子の口元に浮うかんだ笑えみに鬼き気き迫せまるものを感じたのだ。思わず身を退ひくと、ドアの蝶ちよう番つがいが軋きしんで耳みみ障ざわりな音をたてた。

「──何なに奴やつ!?」

　涼子の反はん応のうは素す早ばやかった。部室のドアまで猛もう然ぜんと駆かけ寄よると、腰こしを抜かしているひとみの喉のど元もとにピタリと刀を突つきつける。その刃は芝しば居い用の竹たけ光みつではなく、刀身には木目のような刃は紋もんが見えている。

（ほ、本物？）

　刃から放たれる冷気に当てられたように、ひとみの身体からだは小こ刻きざみに震ふるえた。

「……見たな？」

「な、な、何を？」

「見られたからには生かして帰すわけにはいかぬ」

「な、何で!?」

「それが決まりなのでな。悪く思うな」

「だからどーして!?」

「是ぜ非ひもなし──」

　涼子の目が冷ややかに細められた。刃がゆっくりと持ち上がっていく。ひとみは逃にげなければと思ったが、背中からバッサリ斬きられるイメージが脳のう裏りに浮うかんで動けない。

「御剣、冗じよう談だんはそのくらいにしておけ。彼女が怯おびえている」

　その声に、ひとみは鼻先までメガネがずり落ちたままの顔で振ふり向いた。藍あい色いろの羽は織おりと袴はかまを着けた達哉が立っている。

「だいたいその刀は居い合あいの稽けい古こ用で刃は付いてないぞ。殴なぐれば骨ほねぐらい折れるだろうが」

「それを言わないでください。せっかく気分を出してるのに」

　涼子は興きよう醒ざめしたように言うと、模も造ぞう刀とうを腰こしの鞘さやに収おさめた。半泣きのひとみに手を貸かして立たせる。

「で、何の用？」

「もうすぐ本番だから、どうしてるかなと思って」

「精せい神しん統とう一いつしてる時に近ちか寄よると、身の安全は保ほ証しようできないわよ」

「それは分かってるけど……」

　ひとみは涼子に借りた手て拭ぬぐいで目め尻じりににじんだ涙なみだを拭ふいた。

　役者としては素人しろうとである涼子が役作りのためにとった最終手しゆ段だんは、主人公のミカヅキになりきって生活することだった。この五日間、涼子はほとんどの時間を女子高生・御剣涼子ではなく女用心棒・ミカヅキとして過すごしてきたのだ。その訓練の甲か斐いあってか、今やスイッチがＯＮ・ＯＦＦどちらに入っているのか親友のひとみですら簡かん単たんには見み抜ぬけないまでに自然に振る舞まえるようになっている。もはや演えん技ぎではなく、女剣けん士しの霊れいが憑ひよう依いしている状じよう態たいに近かった。

「開演までまだ間があるんだ。今からそんな状態じゃ後が続かないぞ。軽くメシでも食ってリラックスしておいた方がいい」

「しかし──」

「三〇分前までに戻もどってくりゃいいよ。一時間くらいブラブラしてこい」

　達哉の勧すすめに、涼子は不ふ承しよう不ぶ承しよう頷うなずいた。
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　学園祭の定番といえば喫きつ茶さ店てんやお化け屋や敷しき、古本屋に焼そばの屋台といったところだが、大だい門もん高校のそれは普ふ通つうの高校とは少しばかり様相が異ことなっていた。

　大門高校では剣道部や柔じゆう道どう部ぶなどの伝でん統とう的てき武ぶ道どう以外にも、テコンドーやカポエラなどマニアックな格かく闘とう系けいサークルや同好会が乱らん立りつしている。それらわずかな予算しか割わり当てられない零れい細さいサークルの生命線といえるのが学園祭での売り上げであった。

「──だからって商売っ気丸出しなのも考えものよね～」

　ひとみは涼子にだけ聞こえるように小声でささやいた。

　人ひと込ごみを避さけようとやってきた体育系サークル棟とうの前には怪あやしげな露ろ店てんが軒のきを連ね、強ごう引いんな客引き合戦でさながら戦場と化していた。ガラクタを売りつけるのはまだいい方で、格闘技の体験講こう座ざや演えん舞ぶなど、およそまともな商売とは呼よべないような店も多い。この場所が毎年の学園祭で『おいてけ通り』と呼よばれる暗黒地帯と化すことなど、一年生の涼子たちには知るよしもなかった。

　小道具の編あみ笠がさを深くかぶった涼子は、呼び込みの声に耳を貸かすことなく早足で歩を進めていた。ひとみは涼子の着物の袖そでを摑つかんで金魚のフンよろしくくっついている。涼子のバリヤーがなければあっという間に捕つかまって一文無しにされてしまいそうな恐きよう怖ふがあった。

「────!?」

　不意に涼子が足を止める。ひとみはその背中に顔面をぶつけた。

「痛いたぁ～い！　な、なに？」

「──悪の気配がする」

　言うなり涼子は駆かけ出した。飛ぶような速さで『おいてけ通り』を駆け抜ぬけ、体育館の角を曲がったところで足を止める。

「……だから出すもん出しゃいいんだよ！」

　喧けん噪そうの中、涼子の耳はドスのきいたその声を捉とらえていた。声のした方向に鋭するどく視し線せんを走らせる。体育館裏うらにある店の脇わきで、大おお柄がらな男子生徒が中学生らしい少年を捕まえて脅きよう迫はくしていた。仲間と思われる二人の男子が壁かべを作って周囲の目からその現げん場ばを隠いん蔽ぺいしている。店の看かん板ばんからすると『極東娑婆闘サバツト研究会』のメンバーらしい。

「……ですからいりませんって」

「チッ、分からねえガキだな……買ってくださいって頼たのんでるわけじゃねえんだよ」

「だから押おし売りでしょ？　それならお断ことわりします」

　涼子は少し驚おどろくと同時に感心した。気き丈じようにも少年の方は言葉の脅おどしに屈くつしてはいない。しかし物理的に考えれば分の悪さは明らかだった。涼子は腹ふく式しき呼こ吸きゆうでゆっくりと息を吸い込むと、舞ぶ台たい稽げい古こで鍛きたえたよく通る声で呼びかけた。

「そこまでにしておけ。大の男がみっともない」

　そのひと声で、三人の男子だけでなく近くにいるすべての人間の視線が涼子に集まった。

「外からの客に対し恐きよう喝かつまがいの押し売り行こう為い──我われ等らが大門の名に泥どろを塗ぬるつもりか？」

「んだとお!?」

　少年に絡からんでいた男子が涼子の方に向き直った。一九〇センチ近い大男である。ケツのように割れた顎あごと血走ったギョロ目の持ち主で、なかなかの強こわ面もてだ。

「他ひ人との商売にケチつけんじゃねえよ！　何様だ、てめえ!?」

「貴き様さまらごときに名乗る名はない」

「アホかてめえ？　カッコつけてっと痛い目みんぞ!!」

　仲間の二人が涼子の退たい路ろを断たつように左右に移い動どうした。

「痛い目か……見せてもらおうか。チンピラ以下の貴様らにできるものならな！」

　シャッ！

　涼子は一動作で抜ばつ刀とうした。弥永の指し導どうの賜たま物ものである。

　銀光が三度、閃ひらめく。涼子はその場で身体からだを一回転させ、最後にギョロ目男の喉のど元もとに剣けん尖せんを突つきつけた。ギョロ目が眼がん窩かからこぼれ落ちそうなほどに見開かれ、顔は土気色に変わっている。

「……失うせろ」

　三人が穿はいているトランクスのゴムが切れて、膝ひざの下までずり落ちた。模造刀とはいえその剣尖はペーパーナイフ以上に鋭するどいのだ。

「ヒッ、ヒィィィィッ!!」

　娑婆闘サバツト研究会こと悪徳商人トリオは一目散に逃にげ出した。ゴムの切れたトランクスに足を取られてこけつまろびつ、不様な姿すがたを笑われながら人込みに消えていく。

「フン、たわいもない」

　涼子が刀を収おさめると周囲から惜おしみない拍はく手しゆが巻まき起おこった。他ほかの店もあくどい商売には違ちがいないので、称しよう賛さんというよりは矛ほこ先さきが自分の方に向くのを恐おそれてのことであろう。

　絡からまれていた少年が涼子の前にやってきて、ペコリと頭を下げた。

「危あぶないところをありがとうございました。え～と……お武家様」

「なに、礼には及およばん。我わが校の生徒が無礼を働いたのだからな。詫わびるのはむしろこちらの方だ」

　その頃ころになってようやくひとみが追いついてきた。ガムテープで穴あなをふさいだボロい浮うき輪を肩かたに担かつぎ、両手には錆さびた鉄アレイと片かた方ほうだけのボクサーグローブを持っている。涼子に置き去りにされたところを客引きに捕つかまって買わされたのだ。

「あら？　涼子ちゃん、その子は？」

「悪党に絡まれていたのでな。助けてやった」

「そうじゃなくて、前にどこかで──」

「なに？」

　涼子は編あみ笠がさの縁ふちを持ち上げて、あらためて少年の顔を観察した。少女と見み紛まがうばかりの華きや奢しやな体つきをした美少年である。聡そう明めいかつ愛くるしい美び貌ぼうの持ち主で、子犬のような印象がある。

「おぬしの顔にはどこか見覚えがあるな……」

「あ、そうだ！」

　少年はポンと手を打つと、ズボンのポケットからシステム手帳を取り出して調べ始めた。

「やっぱりそうだ。ほら、先月の二五日に池いけ袋ぶくろで会ってますよ。僕ぼくからダブルチーズバーガーを巻まき上げた人ですよね」

「だ、誰だれが巻き上げたって!?」

「まあまあ、今回助けてもらったから前回の分はチャラにしときますよ」

「巻き上げてなんかないわよ！　訂てい正せいしなさい、訂正！」

　素すに戻もどって怒おこり出す涼子を、ひとみが背はい後ごから組み付いて抑おさえた。少年は涼子の剣けん幕まくも意に介かいさぬ様子でニコニコと微ほほ笑えんでいる。

「ところで僕、人を探さがしてるんですけど……静しず馬まさんを見かけませんでしたか？」

「シズマ？　誰のことよ？」

「ほら、先月のあの日に会ったでしょ？　ボサボサ頭に虎とら縞じまのバンダナを巻まいた──」

「それって『変身途と中ちゆうの狼おおかみ男おとこ』みたいな？」

　涼子の背せ中なか越ごしにひとみが聞き返す。それを聞いた涼子の脳のう裏りに、およそ二週間前の悪あく夢むが甦よみがえった。

　先月の二五日──池袋に買い物に出た涼子とひとみは、一匹ぴきの〈野や人じん〉の襲しゆう撃げきを受け、おやつのハンバーガーを略りやく奪だつされるという被ひ害がいに遭あっていた。その直後、バイパーズを名乗る変へん態たい集しゆう団だんに襲おそわれたところを助けられてもいるが、涼子の方には〈野人〉に対する感かん謝しやの気持ちは微み塵じんもない。

「あの赤ザルがどうしたって？」

「僕の勘かんでは、静馬さんは間ま違ちがいなくこの校内にいます。あの人の習しゆう性せいからして、こんなお祭り騒さわぎに引き寄よせられないはずがありませんからね」

「ここに……あのバカが!?」

　涼子とひとみは不安に満ちた顔を見合わせた。

「ここの学園祭で一番派は手でなイベントって、どこでやってるんですか？　静馬さんが現あらわれるとするとそこだと思うんですが……」

「それなら多分──」

　涼子は右手を上げて、体育館の向こうにあるグラウンドの方を指さした。
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『さあ～て、予選Ｄブロック最終戦もいよいよファイナルラウンド！　ここまでは両者とも互ご角かくの内ない容よう！　決勝トーナメントに駒こまを進めるのは、果たしてどちらのクラブなのか～～ッ!?』

　グラウンドに女子の元気なアナウンスが響ひびく。グラウンド中央に設せつ置ちされた八角形のリングの上では、二人の選手が対戦している最中であった。赤コーナーはテコンドー同好会代表、対する青コーナーは合気道研究会代表である。

　校内異い種しゆ格かく闘とう技ぎ選せん手しゆ権けん大たい会かい──

　格闘系けいサークルが一堂に会して力と技わざをぶつけ合うこの大会は、格闘技オタクとして知られる校長のたっての希望により開かい催さいされたものである。

　優ゆう勝しようサークルには校長のポケットマネーから賞金が出され、さらに正式な部へ昇しよう格かくするチャンスが与あたえられる。それぞれのサークルの代表は一人しか認みとめられないため、層そうの薄うすい弱小サークルでも十分に優勝を狙ねらうことは可能だった。しかし予選での不様な敗はい退たいはこれまでの活動を否ひ定ていされるも同じであり、サークルの存そん続ぞくに支し障しようをきたす。まさにサークルの存そん亡ぼうをかけた厳きびしい大会といえた。

『これまで御ご覧らんになっていかがですか、校長？』

　リング正面の特とく設せつ実じつ況きよう席せきに座すわっているアナウンサーの女子生徒が、隣となりの中年紳しん士しに話を振ふる。上等なスーツに身を包んだ恰かつ幅ぷくのいい中年紳士──大門高校校長・藤とう堂どう鷹たか王おは、トレードマークの濃こいサングラスの位置を直すと、渋しぶいバリトンで答えた。

「特にコメントすべきことはないな。技ぎ術じゆつはともかく、ガッツが足りんよ」

　藤堂の口調には苦いものがまじっていた。

　特設会場の空気は全体的に殺気立っていたが、また一方では澱よどんでいるともいえた。

　出場サークルの関係者にとっては必死の闘たたかいであるが、ルールの異ことなる格闘技同士の対戦ということで、一通りの格闘技の知ち識しきを持った者でなければその困こん難なんさが理り解かいできない。選手が高校生のため技術的にも未み熟じゆくであり、互たがいに自分の格闘技に有利な闘たたかいを展てん開かいしようとするのだが上う手まくいかず、試合内ない容ようはどれも一方的なものか、あるいは互たがいに手を出しかねてお見合い状態のままダラダラと長引くかのどちらかである。結局のところ一いつ般ぱんの見物客の目には下手なケンカとしか映うつらないのだ。

　テコンドー対合気道の対戦は、典型的な泥どろ仕じ合あいの様相を呈ていしていた。

「──ショッパい試合やっとんちゃうぞォ!!」

　退たい屈くつ気味の見物客の間から、ひときわ口くち汚ぎたない野や次じが飛んだ。

「どいつもこいつもビビりやがって……もっと前へ出てかんかい、ボケがァ！」

　見物客の気分を的てき確かくに表ひよう現げんしたその野次を機に、会場のあちこちから怒ど号ごうが飛び交かい、騒そう然ぜんとした雰ふん囲い気きになった。しかしリング上の選手はその声に発はつ奮ぷんするどころか逆に萎い縮しゆくしてしまい、ますます消極的な闘い方になっていく。それを見た客がさらに興こう奮ふんするという悪あく循じゆん環かんが始まっていた。

『これはいけません！　皆みなさん、どうか落ち着いてください！』

　慌あわてるアナウンサーの横で、藤堂はテーブルの上に両りよう肘ひじをつき、会場の様子を無言で観察していた。眉み間けんにシワを寄せて、声にならない独ひとり言を呟つぶやく。

（そうか……ここにはやはり何かが足りないのだ。何かが──）

　ダンッ！

　会場を包む喧けん噪そうが一いつ瞬しゆん、途と切ぎれる。

　藤堂はハッと顔を上げた。リングを囲むポストの上に、一人の男が立っている。観客席から上がってきたのだろうが、藤堂はその男が天から降ふってきたように錯さつ覚かくした。

　身長一八〇センチを超こえる大おお柄がらな男であった。ライダー用の革かわツナギの上をはだけ、逞たくましい上半身を晒さらしている。肌はだは南海の漁りよう師しを思わせる赤しやく銅どう色いろで、その皮ひ膚ふの下にうねる筋きん肉にくは野生の肉にく食しよく獣じゆうのごとく一いつ切さいの無む駄だがなく、美しい。

　伸のばし放題の蓬ほう髪はつを、額ひたいに巻まいた虎とら縞じまのバンダナでまとめている。その風ふう貌ぼうは意外にも端たん整せいだが、眉み間けんでつながった眉まゆと頰ほおまで伸びた豪ごう快かいなモミアゲが、ただでさえ野性味あふれる外見に必要以上の暑苦しさをプラスしていた。全体的な印象を一言で表現するならズバリ〈野や人じん〉である。

「やめやめ！　見てるこっちがイライラするんじゃ！」

　野人が関西弁べんで吼ほえた。さっきの野次がこの男の口から出たものだと誰だれもが悟さとった。

「お前ら、どいつもこいつもケンカのやり方がなっとらへん！　このワシが直々に教えたるわ!!」

　発達した犬歯を剝むいてそう叫さけぶと、野人はポストを蹴けって高々と跳ちよう躍やくした。

　それは、藤堂が思わず見み惚とれるほどの、美しい野性の跳躍であった──
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　グラウンドに出た途と端たん、それまで聞こえていたブーイングが一転し、沸ふつ騰とうした大歓かん声せいに変わった。涼りよう子こたちは驚おどろいて立ち止まる。

「やけに盛もり上がってるわね。何か──」

　ドカァ！

　特とく設せつリングの方から何かが打ち上げられ、凄すさまじい勢いきおいで回転しながら、高々と放物線を描えがいて落ちてくる。

「危あぶない！」

　涼子は反はん射しや的にひとみと少年を突つき飛ばした。しかし、その物体ははるか手前にある金かな網あみのフェンスに引っかかり、そのまま地面に落っこちる。

「何が危ないんですか？」

「涼子ちゃん、ひどい……」

　二人の文もん句くに耳も貸さず落下物に駆かけ寄よった涼子は、その正体を確かく認にんして言葉を失った。

　一見して特大サイズのボロ雑ぞう巾きんを思わせるそれは、しかし確たしかに人間であった。リング上で対戦していた合気道研究会代表の変わり果てた姿すがただとは、涼子には知るよしもない。だが尋じん常じようならざる事じ態たいが起きていることは推すい測そくするまでもなかった。

「……行くぞ！」

　涼子は特とく設せつリングへ向かって駆かけだした。総そう立だちの観客の間を抜ぬけて最前列に出る。リング上では二人の男が対たい峙じしていた。一人はテコンドー使い、相対するは全身から野や獣じゆうの精せい気きを放ほう射しやする怪かい人じん──否いな、〈野や人じん〉であった。

「オラオラ、どうしたァ？　蹴けってこんかい！」

　野人は大だい胆たんにもツナギのポケットに両手を突つっ込んだまま、無む造ぞう作さに間合いを詰つめていく。テコンドー同好会代表は迫せまってくる相手と同じ速度で後退し、すぐにロープ際ぎわに追い詰められた。

「ビビんなや～。ホレ、蹴ってみ？　蹴ってみ？」

　野人がこれ見よがしに顔を前に突き出し、舌したを出して挑ちよう発はつする。それを見たテコンドー代表は野人の延えん髄ずいを狙ねらって右足を跳はね上げた。

　ビシッ！

　野人の左足が相手の延髄蹴りよりも速く、高く跳はね上がって防ぼう御ぎよする。相手が動いたのを見てからではない。気配を先読みして反はん応のうしたのだ。

「シャアッ！」

　野人はその体たい勢せいから軸じく足あしである右足でキャンバスを蹴り、逆にテコンドー代表の顔面に跳とび蹴りを食くらわせた。吹ふっ飛んだ身体からだがロープで跳ね返ってくるところへ二発目、三発目の蹴りを叩たたき込む。舞まうように華か麗れいな連続回し蹴りである。

「ハイ～、ヤァ!!」

　最後は自分から仰あお向むけに倒たおれ込みながらのオーバーヘッドキック。巴ともえ投なげの要よう領りようで蹴り飛ばされたテコンドー代表はリングの逆サイドを越こえてすっ飛んでいき──星になった。

　野人はヘッドスプリングで起き上がると、両手をポケットから出し、天に向かって拳こぶしを突き上げた。

『ウィ～～～～ッ!!』

　それに応こたえて観客たちも拳を突き上げながら歓かん声せいを上げる。わけの分からない一体感に包まれる特設会場に、ようやくひとみと少年が到とう着ちやくした。少年は何の迷まよいもなくリングサイドに駆かけ寄り、野人に声をかけた。

「静しず馬まさ～ん、何やってるんですか～？」

「おう、大だい作さくやんけ！　何っちゅうほど大したことやあれへん。ちょっとここのボンクラどもに、ケンカのやり方をレクチャーしとったとこや」

「そうですか。ところでヤキソバ買ってきたんですけど……」

「なんやと!?　アホ、そういうもんはさっさとよこさんかい！」

〈野人〉こと静馬は大作と呼ばれた少年が差し出した包みを奪うばい取ると、コーナーポストの上に胡座あぐらをかいて座すわり、周囲の目も気にせず堂々とヤキソバを食べ始めた。容よう器きからこぼれんばかりの大盛りヤキソバである。

「ソースたっぷりの辛からめの味付けにしときましたからね」

「よう分かっとるやないか大作。でもどうせやったら飲みもんも一いつ緒しよに買こうてこいや」

「言われなくてもちゃんと用意してますよ」

　大作が五〇〇cc入りのコーラのペットボトルを放ほうり投げる。静馬はそれを片かた手てで受け取ると、キャップに嚙かみつきねじるようにして外し、喉のどを鳴らしてラッパ飲みした。

（こいつらは、いったい……!?）

　真に常じよう識しき外れの存そん在ざいと遭そう遇ぐうしたとき、人は絶ぜつ句くするものなのだと涼子は実感した。傍ぼう若じやく無ぶ人じんを絵に描かいたような静馬の振ふる舞まいはもとより、大作という少年がそれを当然のものとして受け止めている様が理り解かいできなかった。

　当然ながら会場にいるのは静馬の乱らん入にゆうを無む責せき任にんに面おも白しろがる観客や、涼子のようにただ呆ぼう然ぜんと見守っている者たちばかりではない。校内異い種しゆ格かく闘とう技ぎ選せん手しゆ権けんの出場者やその関係者十数人がリングに押おし寄せ、静馬を取り囲んだ。

「何や？　人がメシ食うとんのがそんなに珍めずらしいんか？」

　ぬけぬけと人を食った台詞せりふを吐はく静馬に、代表選手たちが詰つめ寄る。

「食ってんじゃねえぞ、この野や郎ろう！」

「いきなり横から割わり込こみやがって……どこのサークルだ!?」

「サークル……？　何の話や」

「ふざけんな！　とにかくそこから降おりろ！」

　コーナーポストから静馬を引きずり降ろそうと選手たちが飛びかかる。その瞬しゆん間かん、静馬の身体からだは座すわった姿し勢せいから何の予よ備び動作もなく跳ちよう躍やくした。リングにいる人間の頭を飛び石のように踏ふんづけて反対側のコーナーポストまで渡わたり、その上にまたどっかと腰こしを下ろす。

「食い終わったら降りよ思てたけど、降りろ言われたら逆に降りたなくなったわ」

「なにィ～～ッ!?」

「降ろせるもんなら降ろしてみいや。まあ、お前らにこのワシがどうにかできるとは思えへんけどな」

　静馬のその挑ちよう発はつから、リング上で壮そう絶ぜつな鬼おにごっこが始まった。

　不用意に近付く者は顔面に蹴けりを食くらって吹ふっ飛ばされ、包囲して同時に襲おそいかかってもロープ伝いに逃にげるか、再ふたたび人を飛び石代わりにして別のコーナーポストに移い動どうしてしまうため一向に捕つかまらない。プロレスやボクシングのリングのような正方形ではなく、柱の数の多い八角形であることも静馬に有利に働いていた。

　野生の猿さるさながらの俊しゆん敏びんかつトリッキーな動きで逃げ回る静馬と、それに翻ほん弄ろうされる選手たちの図は非ひ常じように滑こつ稽けいで、観客の笑いを誘さそった。調子に乗った静馬は、相手が手を出しかねていると見るや平気な顔でヤキソバを食べ始めるという始末である。

　鬼ごっこに参加していない他ほかの選手は大会委員長である藤とう堂どう校長のいる特とく設せつ実じつ況きよう席せきへ殺さつ到とうした。

「あの乱らん入にゆう野や郎ろうをつまみ出してください！」

「こういった事じ態たいになったからには、このブロックの予選は無む効こうですよね!?　あらためて再さい試し合あいを……」

「ドサクサに紛まぎれて勝手なこと言ってんじゃねえ！　予選の最終戦だけ代表者を替かえてやり直すってのがスジだろうが」

「バカ、お前のとこには他に強い奴やつなんていねえだろ？　無む駄だなんだよ」

「んだとテメ～～ッ!!」

　参加サークル同士の口こう論ろんが場外乱らん闘とうに発はつ展てんしそうになったその時、それまで事態を静観していた藤堂が立ち上がった。

「落ち着きたまえ！」

　凄すご味みのある声で一いつ喝かつすると、リング内外の選手たち全員が縮ちぢみ上がって硬こう直ちよくした。藤堂は小型の拡かく声せい器きを取り出し、リング上の静馬に呼よびかける。

『いったい君は何者なのかね？　クラスと所しよ属ぞくサークルを明らかにしたまえ』

　静馬は口一いつ杯ぱいにヤキソバを頰ほお張ばったままで振ふり向いた。

「もご？　むごがんごごがもがもげ……」

『食べるかしゃべるかどちらかにしたまえ』

　そう言ってからすぐに藤堂は後こう悔かいした。静馬が食べる方に専せん念ねんし始めたからである。相手がいい大人でも平気で無む視しするところはやはり野や人じんだった。

（マズいわね。この事態を収しゆう拾しゆうするには──）

　涼子はリングサイドまで歩いて行くと、大作のシャツの襟えり首くびをむんずと摑つかんだ。そのまま猫ねこを運ぶ要よう領りようで藤堂の前まで引きずっていく。大作は自分の役やく割わりをすぐに吞のみ込こんだらしく、抵てい抗こうもせず大人しく従したがった。

「何かね、君は？」

　訝いぶかしむ藤堂に、大作は愛あい嬌きようたっぷりの笑えみを浮うかべる。

「え～と……僕ぼくはあの珍獣の生態を観察する使命を帯びた者です」

「すると君は彼の正体を知っているのか？」

「ええ。一いち応おう人類だということは分かっています」

　スカーン！

　大作の後頭部に、矢のような勢いきおいで飛んできた割り箸ばしが命中した。

「誰だれが類るい人じん猿えんやねん!?」

　ヤキソバを平らげた静馬がリングポストの上に立ち上がって抗こう議ぎした。しかしその内ない容ようは聞き違ちがい及および言いがかりである。

「おい、そこのグラサン！　人にモノを尋たずねる時はまず自分から名乗らんかい！」

　グラサン呼ばわりされた藤堂はわずかに頰ほおを引きつらせたが、すぐに余よ裕ゆうの笑えみに切り替かえた。静馬の台詞せりふはこの高校の関係者ではないという事実を語っていたからだ。

『フッ……よかろう。私が大だい門もん高校校長・藤堂鷹たか王おである!!』

「ワシの名前は草くさ[image: ]なぎ静馬じゃ！　よう覚えとけ！」

『君は我わが校の生徒ではないな!?』

「それがなんや？」

『君の目的は何かね？』

「目的？　そんなもん別にないわい。見てられへんかっただけや」

『どういうことかね？』

「お前ら東京の人間はケンカのやり方がなってへんのじゃ！　それでちょっと教えたったまでや」

『ほう……』

　藤堂は興きよう味みを惹ひかれたように顎あごに手を当てた。

『ところで君はこのイベントが何なのか理り解かいしているのかね!?』

「んなもん知らんがな」
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『このリングは校内異い種しゆ格かく闘とう技ぎ選せん手しゆ権けんの舞ぶ台たいだ。この大会の優ゆう勝しようサークルには私のポケットマネーから賞金が出る』

「賞金やと!?」

『その他にもいくつかの特典が与あたえられる』

「とくてん……？」

「オマケのことですよ」

「それくらい言われんでも分かっとるわい！」

　すかさず横から助言した大作をギロリとにらみつけると、静馬は地上三メートル近いリングポストから跳ちよう躍やくした。体たい操そう選手さながらの伸しん身しん宙ちゆう返がえりから、地面に突つき刺ささるような見事な着地を見せる。着地点は藤堂の目の前だった。

「つまり一番強い奴やつが賞金とオマケをもらえるわけや。そうやな？」

「その通りだ」

「ちゅーことはその賞金はワシのもんやな!?」

　ザワッ。

　成り行きを見守る選手たちの間に緊きん張ちようが走る。

「そう簡かん単たんな話ではないな」

「何でじゃい？」

「君が倒たおした二人は予選Ｄブロックの代表にすぎん。決勝トーナメントは午後からだ」

「それに勝ったら同じことやろ」

「フフ……それはどうかな。君は部外者であるし、勝手に乱らん入にゆうしてきただけのいわば招まねかれざる客だ。仮かりに私が主しゆ催さい者しやの権けん限げんで君の参加を認みとめたとして──果たして彼らが納なつ得とくするかな？」

　藤堂は特とく設せつリング周辺に視し線せんを走らせた。静馬の乱入をよしとしない予選Ｄブロック参加選手たちが険けん悪あくな目つきでにらんでいる。

　藤堂がこの事じ態たいを楽しんでいることは誰だれの目にも明らかだった。校長という立場にありながら、混こん乱らんを収しゆう拾しゆうするどころか逆ぎやくに賞金をエサに静馬を本ほん格かく的に参入させるつもりなのだ。

　選手たちを見回しながら、静馬は口元に獰どう猛もうな笑えみを浮うかべた。その瞳ひとみの輝かがやきはまぎれもなく＄ドルマークである。

「フン……納得するもせんもあれへん。要はこいつら全員ブチのめしたらええんやろ？」

　何の気負いもなくあっさりと言ってのける。静馬を押おし包む殺気が圧あつ力りよくを増ますが、当の本人はそよ風ほどにも感じていないようだ。

　静馬は藤堂に背せを向け、大おお股また歩きでリングの方に向かった。目の前を通り過すぎる静馬を、涼子は編あみ笠がさの奥おくから鋭するどく睨ねめ付ける──と、不意に突とつ風ぷうのような風圧が襲おそってきた。

「────!!」

　涼子は反はん射しや的に飛び退のいた。一・五メートルほど後方に離はなれて着地した時には、腰こしを落とし、模も造ぞう刀とうの鯉こい口ぐちを切っている。

　静馬は右足を蹴けり上げた姿し勢せいのまま静止していた。涼子が感じた風圧は、静馬の放った上じよう段だん蹴げりによって巻まき起こされたものだった。この野や人じんは涼子の視し線せんを感じ、ほとんど本ほん能のう的に蹴りを出したのだ。

　爪つま先さきで蹴り飛ばされた編み笠が、客席の最前列にいるひとみの目の前に落ちた。

（くっ……抜ぬき付けられない！）

　涼子は静馬と視線を合わせたまま瞬まばたき一つできなかった。静馬の全身から放ほう射しやされる野や獣じゆうの闘とう気きともいうべき圧あつ迫ぱく感に四し肢しが硬こう直ちよくし、金かな縛しばりにあったように動けない。首くび筋すじのうぶ毛がちりちりと焼けつくような感覚があった。

　にらみ合うこと数秒──

「……あん？　女？」

　静馬は急に拍ひよう子し抜ぬけした顔になって足を降おろした。静馬の気き迫はくが薄うすれたのを察知し、涼子も身体からだの緊きん張ちようを解といて息を吐はく。対たい峙じしていたのはわずかな時間ながら、背せ中なかに冷や汗あせをかいていた。

　二人の間に張はりつめていた空気が緩ゆるんだのを見て、大作が静馬に駆かけ寄よる。

「このお姉さんは静馬さんも会ったことありますよ。ほら、池いけ袋ぶくろでエサをくれた人です」

「おーおー、あの木刀女か！　前に会うた時よりごっつ男オツトコ前マエになっとるやないか。気ィつかんかったわ」

「ちょっと待ちなさいよ」

　急きゆう激げきに馴なれ馴れしさを醸かもし出し始める静馬に、涼子は慌あわてて抗こう議ぎした。

「あたしはエサなんかやってないわよ。あんたが盗ぬすんだんでしょうが！」

「盗んだやなんて人聞き悪いなあ。あれはどっちかゆうたらギブ・アンド・テイクやったやろ」

「言葉の意味が分かって言ってんの!?」

「まーまー、ええがなええがな」

「良かあないわよ！　訂てい正せいしなさいよ」

「細かいこと気にするやっちゃなあ。そんなしょーもないこと、いちいち覚えとったら脳のうミソ腐くさってまうぞ？」

　開き直りもいいところである。涼子は歯がみしたが、野人相手にこれ以上は何を言っても無む駄だだと悟さとっていた。涼子が抗こう議ぎをあきらめたのを察してか、静馬は勝ち誇ほこった笑えみを浮うかべた。

「ガタガタ言うとらんと、そこでこのワシの華か麗れいなる活かつ躍やくでも見物しとれ！」

　トップロープを飛び越こえてリング内に降おり立つと、予選Ｄブロック参加選手たちをぐるりと見回し、挑ちよう発はつ的に口元を歪ゆがめる。

「よっしゃポンコツども、お前ら団だん体たいでかかってこい！　一人ずつ相手すんのも邪じや魔まくさいわ」

　カ──ン！

　藤堂がゴングを鳴らす。それと同時に飛び出したのは静馬の右手にいたムエタイ同好会代表だった。一気に距きよ離りを詰つめ、奇き襲しゆうの飛び膝ひざ蹴げりを見み舞まう。

「ホァチャァァッ!!」

　ドゴッ！

　怪け鳥ちようのごとき甲かん高だかい咆ほう吼こうとともに、分ぶ厚あつい肉を叩たたく鈍にぶい音が響ひびいた。

　ムエタイ代表はリング上から忽こつ然ぜんと姿すがたを消した。静馬は腰こしを落とし、視線は正面を向いたままで右の拳こぶしを真横に突つき出していた。はち切れんばかりの気合いに満ちた腕うでがプルプルと震ふるえている。

　すぐに客席から悲鳴が上がった。カウンターの裏うら拳けんで吹ふっ飛ばされたムエタイ代表の身体からだが降ふってきたのだ。

『おお～っと！　い、一いち撃げき、たった一撃です！　ムエタイ同好会代表、一撃で星になりました～～ッ!!』

　勢いきおいを取り戻もどした実じつ況きようアナの女子生徒が叫さけぶ。場内の空気が再ふたたび沸ふつ騰とうする中、ひとみが編あみ笠がさを拾って涼子の傍そばまでやってきた。

「いったいどうなるのかしら……ねえ、涼子ちゃん？」

「あの赤ザルが勝つわ」リング上から目を離はなさずに涼子は断だん言げんした。

「ただの人間が、素す手でで野や獣じゆうに勝てる道理がないじゃない」

　再ふたたび怪鳥の叫さけびが空を裂さき、悲鳴とともにまた誰だれかが宙ちゆうに舞まう。

　そして数分後──狂きよう乱らんのバトルロイヤルは涼子の予よ測そくした通りの結果になった。




　　　　二




　開かい演えん五分前を告げるベルが鳴った。

「一ベルきたわよ！　涼子、用意はいい？」

　控ひかえ室に部長の後ご藤とう史し織おりの張はり切った声が響ひびく。壁かべを背せに座すわり一人黙もく想そうしていた涼子は、瞼まぶたを開き、速すみやかに立った。

「刻こく限げんか──」

　拵こしらえだけは本格的な芝しば居い用の太た刀ちを腰こしに差し、編み笠を被かぶる。編み笠は静馬の蹴りを受けて一部が破やぶれていたが、むしろ雰ふん囲い気きが出て良いという伊い福ふく部べの意見でそのまま使うことになった。

　控え室を出て舞ぶ台たい裏うらに向かう。すべての準じゆん備びを整えた部員たちが期待に満ちた眼まな差ざしで、演出を担たん当とうする伊福部と若わか侍ざむらい姿すがたの達たつ哉やは緊きん張ちようの面おも持もちで涼子を迎むかえた。

「いよいよだが……いけるな？」

「無論」

　涼子の発散する白はく刃じんのごとき鋭えい利りな空気を感じて、達哉は頼たのもしげに微ほほ笑えむ。実じつ際さい、涼子のコンディションは最高の状じよう態たいになっていた。野や人じんとの思わぬ遭そう遇ぐうでは平へい常じよう心しんを乱みだされたものの、野や獣じゆうの闘とう気きに当てられた時に覚えた戦せん慄りつに比くらべれば、芝居における緊張感などぬるいものだと思えた。

「ボクの見み込こみに間ま違ちがいはない。問題は客のレベルだけだ……」

　伊福部は尊そん大だいな口調とは裏うら腹はらに神しん経けいの高ぶりを抑おさえられないようで、しきりにメガネの位置を直したりレンズを拭ふいたりしている。涼子は伊福部に近ちか寄よると、丹たん田でんに軽く当て身を食くらわせた。
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「落ち着け」

「お、おう……」

　身体からだをくの字に折ってうめく伊福部を捨すて置いて、涼子は舞台袖そでに上がった。

『月げつ華かの用よう心じん棒ぼう』の舞台装そう置ちは非常に簡かん素そなもので、冒ぼう頭とうのシーンのために用意された大道具は背はい景けいの空に掛かかった三日月と雲だけである。本格的な時代劇げきらしさを出そうとすると大がかりなセットが必要になるが、伊福部は書き割りの背景や大道具を極力使わず、衣い裳しようをはじめとする象しよう徴ちよう的てきなアイテムとライティングの工く夫ふうで場面ごとの雰ふん囲い気きを出そうとしていた。それだけに役者の表ひよう現げん力りよくと観客の想そう像ぞう力に負うところが大きい舞台といえる。

「みんな、準備はいいわね？　始めるわよ」

　史織が音おん響きよう担たん当とうに指し示じを送ると、映えい画が『用心棒』のメインテーマをアレンジした曲が会場に流された。開かい幕まくの合図である。この曲を聴きくと、涼子の精せい神しんはほとんど条じよう件けん反はん射しや的に芝しば居いの空間へ入り込んでいく。

　涼子たち役者がスタンバイしたのを確かく認にんして舞ぶ台たいの照明が落とされた。大門高校の講こう堂どうはすべての窓まどに電動式のブラインドがあり、ブラインドを降おろして暗あん幕まくを引けばほぼ完全に遮しや光こうされて場内は真っ暗になる。この暗くら闇やみと大音量の音楽は観客を現げん実じつから引き離はなし、芝居空間という異い世せ界かいへと誘さそう入口だった。そして暗闇の中で涼子自身も流る浪ろうの女剣けん士しへと変へん貌ぼうを遂とげる。

　静かに幕が上がった。音楽がフェードアウトするのと同調して照明が明るくなり、舞台がゆっくりと溶よう明めいしていく。そこで初めて観客は幕が上がっていることに気付くのだ。

　編あみ笠がさを目ま深ぶかにかぶった涼子は上かみ手て（客席から見て舞台の右側）から舞台中央に歩み出た。それを追って現あらわれた三人のヤクザ者が前に回り込んで行く手をふさぐ。涼子が足を止めると、三人はそれぞれの武ぶ器きである匕首あいくちや脇わき差ざしを抜ぬいた。

　涼子は無言のまま編み笠の顎あご紐ひもを解ほどき、鯉こい口ぐちを切る。

　にらみ合うこと数秒──ヤクザの一人が突つっかかってくる気配を見せた瞬しゆん間かん、涼子が編み笠を投げつけた。

　ヤクザの顔に当たった編み笠が地面に落ちるよりも速く涼子は踏ふみ込み、一人を抜き打ちに切り捨てる。返す刃やいばで一人を袈け裟さ斬ぎりに、最後の一人が遅おくれて斬りかかってくるところを見切って躱かわし、すれ違ちがいざまに身を低く沈しずめながらの胴どう斬ぎりで仕し留とめる。

（決まった……！）

　女剣士としては憮ぶ然ぜんとした表情を見せながらも、涼子は心の裡うちで会心の笑えみを浮うかべていた。冒頭のシーンということで入念にリハーサルを繰くり返した甲か斐いあって、殺た陣ては完かん璧ぺきな出来であった。幸さい先さきの良い出だしに、涼子はこの芝居の成功を確かく信しんした。

　その確信を裏うら付づけるように観客の間から拍はく手しゆが起こった。涼子は思わず緩ゆるみそうになる頰ほおを引き締しめる。しかし──涼子が得意の絶ぜつ頂ちようでいられたのは、その瞬しゆん間かんが最後だった。

「おお～ごっつカッコええ～～！　しびれちゃう～～!!」

　客席から聞こえてきたその下品な声を耳にしたとたん、涼子の心しん臓ぞうが音をたててでんぐり返った。その声の主が何者なのかは振ふり向いて確かく認にんするまでもなく分かった。

（や、奴やつが何な故ぜここに……!?）

　頭から冷水を浴びせられたような悪お寒かんが走る。

　さっきまで異い種しゆ格かく闘とう技ぎ大会のリングで大おお暴あばれしていた野や人じん──草[image: ]静馬は、観客席の最前列、しかもど真ん中に堂々と居い座すわっていた。

　静馬が予選Ｄブロックの勝者となったのを見届けた直後、涼子は逃にげるように特とく設せつリングを後にした。開演の時間が迫せまっていたこともあるが、何よりこれから自分が芝しば居いに出ることを静馬に知られたくなかったのである。

　涼子の直感は、この草[image: ]静馬という男が天てん性せいのトラブルメーカーであると警けい告こくしていた。みずからの好こう奇き心しんで招まねいたトラブルに周囲の人間を巻まき込み翻ほん弄ろうしながら、自分だけは被ひ害がいを受けずにそのトラブルを心底楽しんでしまうといった、迷めい惑わく千せん万ばんにして厄やつ介かい極きわまる要注意人物なのだ。今日を含ふくめてもたった二回会っただけだが、すでに涼子は野人の本ほん性しようを見み抜ぬいていた。

（完全にまいたはずなのに──）

　客席を直ちよく視しできる位置にない涼子にはこの時知るよしもなかったが、静馬のひとつ席を飛ばして右みぎ隣どなりには大作少年が座っており、その二人の間に挟はさまれて肩かた身みの狭せまそうな顔をしている女生徒がいた。ひとみである。涼子と別れた後、講こう堂どうに入ろうとしていたところを二人に見つかり、涼子が主演する芝居のことを白はく状じようさせられたのだった。

　旅支じ度たくの若わか侍ざむらい姿すがたの達哉が上かみ手てから駆かけ込んでくる。硬こう直ちよく状じよう態たいから脱だつした涼子は、血ち振ぶりをして刀を鞘さやに収おさめた。達哉は倒たおれている三人に気付くと、慌あわてて立ち止まった。

「ややっ、これは……三人とも一ひと太た刀ちで斬きり伏ふせられている。いや、お見事！」

　涼子が訝いぶかしげににらむと、達哉は腰こしを引いて愛あい想そ笑わらいを浮うかべた。

「拙せつ者しや、柘つ植げ真しん之の介すけと申す。この者たちと直ちよく接せつの関かかわりはござらん。貴き殿でんが尾つけられているのを見て少々気になったので追ってきたのだ。この者たちをご存ぞんじか？」

「さあな……おおかた前の宿場で斬った博打ばくち打ちの仲間といったところであろう」

　編あみ笠がさを拾って立ち去ろうとする涼子を、達哉──真之介が呼よび止める。

「なかなかの使い手とお見受けする。名を教えてはもらえまいか」

　涼子は少し逡しゆん巡じゆんする素そ振ぶりを見せると、かぶった編み笠の縁ふちを持ち上げて、背はい景けいの三日月を一いち瞥べつした。

「──ミカヅキ」

　そうぞんざいに答えると、涼子──ミカヅキは足早に立ち去った。

　まだ芝しば居いは始まったばかりである。だが涼子は前ぜん途とに暗雲が立ちこめるのを感じ、早くも暗あん澹たんたる気分になっていた。




　　　　三




『月げつ華かの用よう心じん棒ぼう』は、主人公が宿場にはびこる博ばく徒と一家を一いつ掃そうするため奮ふん闘とうする──という大おお筋すじでは元になった映えい画がと同じだが、登場人物についてはやや趣おもむきが異ことなる。

　女剣けん士しミカヅキに次ぐ主要人物として登場するのが、八はつ州しゆう廻まわりの柘植真之介である。

　八州廻りとは関東取とり締しまり出しゆつ役やくの俗ぞく称しようで、関かん八州を巡じゆん回かいし博徒や犯はん罪ざい者を捕ほ縛ばくする任にんを帯びた移い動どう警けい察さつのことである。真之介は強大な組そ織しき力りよくを有する博徒一家の内情を探さぐる密みつ偵てい役という設せつ定ていだ。

　真之介は当初は八州廻りの身分を隠かくしたままミカヅキに協力し、ミカヅキの正体が女だと知ってからは互たがいに惹ひかれ合うようになっていくが、後半、救きゆう援えんに来たはずの捕とり方が博徒一家と内通していたため逆に危き機きを招まねいてしまう。

　博徒を束ねる首しゆ魁かいを突つき止めたものの、待ち伏ぶせしていた敵てきに包囲される二人。ピストルで撃うたれ崖がけ下したに転落するミカヅキ。真之介も手て傷きずを負い捕とらえられる──ここまでが中ちゆう盤ばんの山場にあたる第四幕まくのエピソードである。




　第四幕が終わり、舞ぶ台たい裏に戻もどってくるなり涼子は伊福部に摑つかみかかった。

「スナイパーライフルはないの？　ライフルがなければ吹き矢でいいわ。矢の先にゾウもバッタリの強きよう烈れつな猛もう毒どくを仕し込こんであるやつ」

「そんな小道具は用意していない！」

　無む意い識しきに首を絞しめてくる涼子の手を振ふりほどきながら、伊福部は押おし殺した声で言った。しかし涼子は狂きよう気きじみた目つきでなおも訴うつたえる。

「何としても奴やつの息の根を止めるのよ！　それしか……」

「落ち着け、御み剣つるぎ」

　達哉が涼子の肩かたを摑つかんで伊福部から引き離はなした。

「そう案ずるな。芝居はちゃんと続いているじゃないか。あと二幕だ。それだけ耐たえれば我われ々われの勝ちだ」

「し、しかしこのままでは──」

「自分を信じろ。君ならやれる」

　達哉はそう断だん言げんしたが、涼子の鬼き気き迫せまる顔つきが和やわらぐことはなかった。史織をはじめとする他ほかの役者たちの顔ものきなみ青ざめている。たった一人の観客のために、舞台の空気はいまや一いつ触しよく即そく発はつの危き機きに陥おちいっていた。その問題の観客とは他ならぬ草[image: ]静馬である。

　①突とつ然ぜん奇き声せいを発する。

　②芝居にいちいち合いの手もしくは突つっ込みをいれる。（※例「涼子、後ろ！　後ろ！」）

　③知らない時代劇げき用語が出てくるとすぐに質しつ問もんする（※例「八州廻まわりって何？」）。

　──等の行こう為いにより、芝居の流れは寸すん断だんされてガタガタになっていた。そしてそれらはおよそ八〇パーセントの割合で涼子の台詞せりふの前後にかぶさってくるのである。

　しかも厄やつ介かいなことに静馬は芝居を妨ぼう害がいする目的で野次を飛ばしているのではなく、本人はむしろノリノリで楽しんでいた。ただナチュラルに反はん応のうしているだけなのだが、それが迷めい惑わくになっていることに気付いていないのだ。

「しかし彼も悪気があってやってるわけじゃなさそうだ」

「だから問題なのよ！」

　涼子の忍にん耐たい力りよくはもはや限げん界かいを超こえようとしていた。それが結果として演えん技ぎに異い様ようなテンションを与あたえているのだが、それがさらに静馬を面おも白しろがらせてしまうという悪あく循じゆん環かんが出来上がりつつある。

「ところで妙みようなことに気付いたんだが──」

　伊福部が独ひとり言のように呟つぶやいた。

「幕が上がるたびに何な故ぜか客が増ふえている……最初は空席があったのに、今は立ち見で一いつ杯ぱいだ。それも演劇なんぞ興きよう味みのなさそうなごつい連中ばかりのような気がするが──」

「本当に？」

　涼子は思わず聞き返した。静馬の突っ込みに耐たえながら必死で演技をしている涼子に客席の様子を気にする余よ裕ゆうはなく、当然気付くはずもない。しかし伊福部にそんな話を聞かされたところで、次のシーンのための台詞で一杯になっている涼子の脳のうには、その理由について考えられるほどの容よう量りようは残っていなかった。

　第五幕の準じゆん備びが整ったとの知らせを受け、涼子は急いで舞ぶ台たいへ向かった。
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「長いのう～、まだ始まらへんのかな～」

　幕まく間あいの客席──静馬は待ちきれない様子で座すわったまま足を踏ふみ鳴らした。

「きっと背はい景けいを取り替かえるのに手間取ってるんですよ。アメでも舐なめますか？」

　大作少年から受け取ったミルキーを口に放ほうり込んだ静馬は、しばらく大人しくしていたが、すぐにまた口を開いた。

「ところで大作、この芝しば居いの続き、どうなると思う？　ワシの勘かんやと涼子のやっとる用よう心じん棒ぼう……あれは生きとるな。間ま違ちがいないで。どや？」

　静馬の大だい胆たん予よ測そくに虚きよをつかれたのか、大作の返事には数秒の間があった。

「どうもこうも……誰だれも死んだなんて思ってませんよ。あれで主人公が死んだまま終わっちゃうなんてストーリー、それはそれで斬ざん新しんですけど大ヒンシュクものじゃないですか」

「アホ！　そういう問題ちゃうやろ」

　静馬のチョップが大作の脳天を叩たたいた。

「こういう場合は『高いとこから落ちた奴やつは生きている』の法ほう則そくが適てき用ようされるんや！」

「少年マンガとかのお約束じゃないんですか、そういうの？」

「他ほかにも記き憶おく喪そう失しつになったり、覆ふく面めんした謎なぞの助すけっ人ととして再さい登とう場じようっちゅうパターンもありやな」

「この期ごに及およんでそんな複ふく雑ざつな展てん開かいはしないと思いますよ」

　大作はそう言うと、静馬の方へ身を乗り出して耳打ちした。

「ラストが気になるのはやまやまなんですけどね……そろそろ出ませんか？」

「あ～ん？　なに言うとんねん!?」

「ボクの勘だと、もうすぐ大変なことが起こりそうなんですよ」

「大変なことて、何や？」

「大おお雑ざつ把ぱに言うと大だい乱らん闘とう的な何かです」

「そらまあラストは大乱闘になるやろ。敵てきもまだ仰ぎよう山さん残っとるし」

「芝居の話じゃないんですが……」

「ほな何の話やねん！　お前、時々ワケ分からんこと言いよるなあ」

　静馬は苛いら立だたしげに口を尖とがらせると、中指を弾はじいて大作の額ひたいをピシッと叩たたいた。

「何があってもワシは最後まで観みるんじゃ！　見み逃のがしたら一生後こう悔かいするわ」

「このままだと観れなくなる公算が大きいんですけどねえ……」

　大作は赤くなった額をさすりながら小声で呟つぶやいた。そして今度は、二人の間に挟はさまれて窮きゆう屈くつそうにしているひとみの耳元にささやく。

「逃にげる用意をしておいた方がいいですよ。とばっちりを食わないように」

　芝居の間中ずっと神しん経けいをすり減へらし続けていたひとみは、その不吉な予言を聞いて泣きそうな気分になった。

（か、帰りたい……）

　そんなひとみの心情にはお構かまいなく、幕間の音楽がフェードアウトし、第五幕の幕が上がった──
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　第五幕は廃はい寺じに身を隠かくしたミカヅキが傷きずを癒いやしている場面から始まる。登場人物はミカヅキと史織演じる飯屋の女主人である。

　下しも手てから女主人が現あらわれた直後、異変は起こった。三人の男がエアガンを乱らん射しやしながら客席から舞ぶ台たいへ上がってきたのである。涼子はすぐにその三人が娑婆闘サバツト研究会だと気付いた。涼子が演えん劇げき部の芝居に出演していることをどこかで聞きつけて仕返しにきたのだ。

（これは、終わった──）

　事じ態たいを理り解かいした涼子は、怒おこるより先に絶ぜつ望ぼう感で頭の中が真っ白になった。静馬の妨ぼう害がいさえ堪たえ忍しのべば何とかなるという希望に支ささえられて芝居を続けてきたのだが、この乱入は完全に予想外だった。しかもこれは自分が招まねいたハプニングなのだ。

　エアガンの銃じゆう口こうが涼子に向けられた──その時、頭上から降ふってきた何者かが三人の前に立ちはだかった。

「あたァァッ！」

　静馬の旋せん風ぷう脚きやくの一いつ閃せんが、三挺ちようのエアガンを娑婆闘サバツト研究会の手から叩たたき落とした。続いての突つき蹴げりが正面にいた男の鳩みぞ尾おちを撃うち、舞台の下まで吹ふっ飛ばす。

「ハイィッ！　ホァチャァァッ!!」

　残った二人は裏うら拳けんと跳とび蹴り、それぞれ一いち撃げきで彼方かなたへすっ飛んでいった。身体からだの中心を確かく実じつに捉とらえる正確さと凄すさまじい威い力りよくが伴ともなわなければ、こうも見事に人間が飛んでいくわけはない。

「ほな、気にせんと続けてや」

　静馬は涼子と史織に軽く手を振ふると、現れた時にも見せた異い常じような跳ちよう躍やく力りよくで舞台から飛び降おりた。空中で器用に身体をひねり、自分の席にすっぽりと収おさまるように着席する。

　娑婆闘サバツト研究会の乱入から退場までわずか一〇秒足らず──目の前で展てん開かいされた信じ難がたい光景に、舞台上の涼子も含ふくめて会場全体がキツネにつままれたような呆ぼう然ぜんとした空気に包まれた。

　史織の役者根こん性じようが発はつ揮きされたのはその時だった。

「──傷きずの具合はどう？」

　まるで何事もなかったかのような、一いつ切さいの動どう揺ようを感じさせない力強い台詞せりふだった。この一言がどこかへ彷徨さまよっていた観客の心を捉え、芝しば居いの世界に引き戻もどした。

（やる気なのね……部長!?）

　史織に役者としての意地を見せつけられ、涼子は胸むねが熱くなった。一度は萎なえかけた意気が甦よみがえってくる。

（そうよ！　主役のあたしがここで芝居を投げてどうする!?）

　覚かく醒せいした涼子は雑ざつ念ねんを振り払はらって芝居に没ぼつ頭とうした。集中力を取り戻した様子の涼子を見て安あん堵どのため息をついたひとみは、小声で大作に訊たずねる。

「さっきのが例の『大変なこと』だったの？」

「いえ、あれは予想外でした。本命はまだ動いてませんよ。今のを見て考え直してくれると助かるんですけどね」

　そう言って、大作は背はい後ごを一いち瞥べつする。暗いため顔までは判はん別べつできないが、客席の後列付近にいるのは明らかに体育会系けいと思おぼしき大おお柄がらな生徒たちだった。伊福部が指し摘てきしたその場ば違ちがいな観客たちは、静馬の実力を目まの当たりにして動どう揺ようしていた。

『──見たか？』

『ああ……ありゃあ化け物だな』

『どうする？』

『どうもこうもねえ。あんな奴やつが決勝トーナメントに出てきたら俺おれたちに勝ち目はないぞ』

『ここでやるか』

『だがまともにやり合うのは無理だ。全員で一いつ斉せいに襲おそうしかない』

『奴がいるのは最前列だぞ。舞台の方に逃にげられたら……』

『──待て。アイデアを思いついた』

　リーダーらしき男が仲間に何事かを耳打ちする。それから間もなく、仲間の半数が連れ立って講こう堂どうを出て行った。

　その後、第五幕まくの芝居はつつがなく進行し、『月げつ華かの用よう心じん棒ぼう』はいよいよ最後の山場を迎むかえようとしていた──
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　終しゆう幕まくとなる第六幕で描えがかれるのは、復ふつ活かつしたミカヅキと博ばく徒と一家との最後の決戦である。

　決戦に際さいしてミカヅキの衣い裳しようはそれまでのくたびれた黒っぽい着物から、艶あでやかな牡ぼ丹たん模も様ようの小こ袖そでと紫むらさきの袴はかまに切り替かわる。この〈最終決戦仕様〉は真之介がミカヅキのために用意していたものという設せつ定ていで、この衣裳に着替えることはミカヅキが『男だん装そうの女剣けん士し』から本来の自分に戻もどるという意味合いが込こめられている。

　第六幕の幕が上がった。

　舞ぶ台たい上で待ち受ける博徒集しゆう団だんの前に、メインテーマとともにミカヅキが姿すがたを現あらわす。とたんに客席から拍はく手しゆと喝かつ采さいが起こった。全体的にモノトーンの印象が強い舞台に、突とつ如じよとして鮮あざやかな色しき彩さいが飛び込んできたのである。凜り々りしくも華はなやかな涼子の女ぶりに誰だれもが目を奪うばわれた。

「──悪党どもが勢せい揃ぞろいか」

　ミカヅキの台詞せりふが涼すずやかに響ひびいた。

「死にたい奴からかかってこい。念ねん仏ぶつを唱える暇ひまならくれてやる！」

　啖たん呵かと一いつ緒しよに鯉こい口ぐちを切る。それを合図に最後の大立ち回りが始まる段だん取どりであった。

　一いつ斉せいに武ぶ器きを抜ぬいた博徒たちがミカヅキに殺さつ到とうせんとした──その時である。舞台裏うらが急に騒さわがしくなったかと思うと、袖から角かく材ざいや鉄パイプを手にした一〇人近い男たちが乱入してきた。それと呼こ応おうして客席の後列にいた一団だんが動き出し、二手に分かれて左右から舞台の方に向かってくる。合わせてその総そう勢ぜい二〇名余あまり。

「な、なに!?」

　涼子は娑婆闘サバツト研究会の仲間かと思って身み構がまえたが、舞台に現れた男たちはその横を素す通どおりして客席へ飛び降おりた。彼らの狙ねらいはただ一人──草[image: ]静馬であった。

「アチャァァッ!!」

　悲鳴と怒ど号ごうに混まじって怪け鳥ちようの雄お叫たけびが響ひびき渡わたった。最初に静馬にたどり着いた襲しゆう撃げき者がカウンターの一撃でぶっ飛ばされて宙ちゆうに舞まった。続けざまに三人を蹴け倒たおすと、静馬は空中を歩くような跳ちよう躍やくで舞台に跳とび上がった。

「おんどれら、このワシに何の用じゃ！」

　壇だん上じようから闖ちん入にゆう者しやたちを見下ろして吼ほえる。

　有う無むをいわさず袋ふくろ叩だたきにするはずが、易やす々やすと包囲を抜ぬけられたことに動どう揺ようしながらも、二〇余名の刺し客かく──マイナー格かく闘とう技ぎサークル連合の面々に挫くじけた様子はなかった。

「うるせえ！　てめえはここで叩き潰つぶす!!」

「余よ所そ者ものに優ゆう勝しようを横取りされちゃたまんねえからなァ！」

　それを聞いた静馬は、口元を歪ゆがめて発達した犬歯を剝むき出しにした。恐おそろしく獰どう猛もうで不ふ敵てき極きわまる笑えみであった。

「はは～ん、そういうことか……ほんだら望み通り相手したるわい！」

　静馬は刺客の群むれの中へ飛び込み、まさしく大作が予言した通りの大だい乱らん闘とうが始まった。

　しかしいかに静馬が並なみはずれた格闘センスの持ち主とはいえ、相手は大人数であり、中にはリーチのある得え物もので武ぶ装そうした者もいる。娑婆闘サバツト研究会のように秒殺で片かたづけられるわけもなく、闘たたかいはにわかにもみくちゃの乱戦の様相を呈ていした。

　──ぶちっ。

　乱闘を見つめていた涼子の中で、何かが音を立てて切れた。

　涼子は身を翻ひるがえして舞台裏に向かった。その一角にまとめて置いてある小道具の中から、居い合あいの稽けい古こ用の模も造ぞう刀とうを選んで摑つかみ出す。

「待て、御剣」

　いつの間に追ってきたのか、達哉が涼子の肩かたを摑んだ。涼子は逆上して血走った目を達哉に向ける。

「止めないでください！」

「いや、止めはしないが……せめてこっちにしておけ。それでぶっ叩くと死人が出る」

　達哉が目の前に差し出したのは、涼子の竹刀しない袋ぶくろであった。




　バキッ！

　静馬の後頭部を叩いた角材が半ばから折れて吹ふっ飛んだ。

「痛いたいやんけ！」

　角材で攻こう撃げきしてきた相手を、振ふり向きざまに蹴けり飛ばす。角材のダメージが効きいたのか、静馬の足元がわずかにふらついたのを敵は見み逃のがさなかった。パイプ椅い子すを盾たて代わりに使い、左右から挟はさみ込むようにして静馬の動きを封ふうじる作戦に出た。これでは静馬は自由に相手との間合いを調整できなくなる。

　再ふたたび背はい後ごから攻こう撃げきを受け、静馬は肩かたに重い痛みを感じた。今度は鉄パイプの攻撃である。続いて向こう脛すねを打たれ、これにはさすがの野や人じんも痛みに飛び上がった。

「今だ、袋ふくろ叩だたきにしろ！」

　片足でピョンピョン跳とびはねている静馬に、ここぞとばかりに男たちが殺さつ到とうする──しかし、悲鳴をあげて倒たおれたのは襲おそいかかった連中の方であった。格かく闘とうサークル連合の面々は、目の前に忽こつ然ぜんと現れた派は手でな衣い裳しようの人物に驚おどろき、目を瞠みはった。

　愛用の赤あか樫かしの木刀を手にした涼子が、幽ゆう鬼きのごとく立っていた。顔色は怒いかりのため蒼そう白はくになり、目め尻じりはつり上がっている。涼子は鷹たかのような鋭するどい眼がん光こうで不ふ埒らちな闖ちん入にゆう者しやたちを睥へい睨げいした。

「てめえら、せっかくの晴れの舞ぶ台たいを土足で踏ふみにじりやがって……五体無事で帰れると思うなよ！」

　涼子の動きは電光石火であった。鉄パイプを持った男に挑いどみかかると、峻しゆん烈れつな籠こ手て打ちで一いつ瞬しゆんのうちに戦せん闘とう能のう力りよくを奪うばい、鳩みぞ尾おちへの突つきで吹っ飛ばす。

「ひとぉつ！」

　そう数え上げた時にはすでに次の相手に襲おそいかかっていた。パイプ椅子を持った男は大上じよう段だんに振り上げられた木刀に恐おそれをなして頭上をガードするが、涼子は即そく座ざに身体からだを沈しずめてガラ空きの脛を打った。男が声にならない悲鳴をあげて膝ひざを折ったところへ、あらためて脳のう天てんへの一撃を見み舞まう。

「ふたぁつ！」

　三人目の角材を持った男は、先の二人とは違ちがって涼子を迎むかえ撃うつ時間的余よ裕ゆうがあった。涼子の正面からの打ち込みを、水平に構かまえた角材で受け止める。

　バギィン！

　木刀が角材を真っ二つに砕くだき、男の肩口にめり込んだ。涼子はさらに踏み込んですれ違いざまに胴どうを打つ。男の身体はきりもみしながら吹ふっ飛んだ。

「みっつ！」

　さながら竜たつ巻まきのごとき勢いきおいで闖ちん入にゆう者しやたちを蹴け散ちらしていく涼子を、史織たち演えん劇げき部員は呆ぼう然ぜんの体ていで見守っていた。

「ほ、本当に闘たたかってるわ……それに、もの凄すごく強い……」

「そうだな」

　冷静に相あい槌づちを打つ達哉に、史織は信じられないという目を向けた。

「知ってたの!?」

「噂うわさには聞いていたが、実じつ際さい見るのは俺おれも初めてだ。しかし、さすが本物は違うなあ。殴なぐり方に躊ちゆう躇ちよがない」

『カキィン！　ズバッ！』

　涼子の攻こう撃げきに合わせて剣けん戟げきの効果音が鳴った。伊福部がパソコンにつながった鍵盤キーボードをタイミングよく叩たたいて合わせているのだ。さらに最終決戦のために用意されていた勇ゆう壮そうなＢＧＭが流れ出す。史織たちは伊福部の大だい胆たんな目もく論ろ見みに気付いた。このハプニングを芝しば居いの一部に仕立て上げようという肚はらなのだ。

「うわははははっ！　俄が然ぜんオモロなってきたでぇ！　最高じゃ!!」

　勢いきおいを取り戻もどした静馬は、敵てきから奪うばったヌンチャクを振ふり回して大おお暴あばれする。武ぶ器きを持った敵てきは涼子、それ以外は静馬が優ゆう先せん的に相手をするという分ぶん担たんに自然となっていた。二人に決まった型や申し合わせた動きなどはないが、その野や性せい的な美しさと力強さでは不思議と似に通かよっていた。静馬の拳こぶしが野や獣じゆうの拳なら、涼子の剣けんもまた野獣の剣であった。

　後方に退たい避ひして不安そうに成り行きを見守っていた観客たちも、圧あつ倒とう的な強さを見せる二人の立ち回りにしだいに魅み了りようされ、熱ねつ狂きよう的な声せい援えんを送り始めた。伊福部の臨りん機き応おう変へんな演出も功を奏そうしたらしい。やがて講こう堂どう内は異い様ような熱気に包まれた。

　そして数分後──修しゆ羅ら場ばと化した客席前列で立っているのは、涼子と静馬二人きりになっていた。格かく闘とうサークル連合の刺し客かくはことごとく打ち倒たおされ、床ゆかに伸のびている。

　静馬は少しひん曲がったパイプ椅い子すを拾うと、自分の特等席だった舞ぶ台たい正面まで運んで、どっかと腰こしを下ろした。涼子は倒した男の上着で木刀を拭ぬぐうと、舞台に上がった。

「──あばよ」

　そう短く別れを告げてミカヅキが背せを向ける。静馬は椅子を蹴け倒たおして立ち上がり、頭の上で手を叩たたいた。

「ブラボー！　おお、ブラボー!!」

　それを機に観客全員から万ばん雷らいの拍はく手しゆが送られた。幕まくが降おりてしばらく後まで、スタンディングオベーションが止やむことはなかった──




　　　　五




　およそ四時間後──板いた橋ばし区某ぼう所しよのカラオケボックスにて。

「──それでは、学園祭公演の一応の成功を祝して！」







[image: ]







　史織の音おん頭どで部員たちが一いつ斉せいにグラスを持ち上げた。

『カ～～ンパァ────イ!!』

　喉のどが潰つぶれそうな大声で叫さけぶと、全員が先を争うようにして涼子のグラスに自分のグラスを合わせにきた。ひたすら恐きよう縮しゆくしている涼子に、達哉が声をかける。

「お疲つかれさん。主役を演じた感想はどうだい？」

「はあ……果たしてあれで良かったのかどうか──」

　涼子は他ほかの部員のように打ち上げを楽しめる気分ではなかった。

「大ウケだったんだからいいじゃないか」

「そうでしょうか？」

「あのまま中止になったって不思議じゃなかったんだ。とりあえず最後までやれただけでもよしとしないとな」

「でもストーリーが変わってしまいましたよ？　結局、敵の首しゆ魁かいは倒していないし」

「俺おれも死ななかったしな」

　達哉はそう言って笑った。シナリオでは、達哉演じる柘植真之介はクライマックスで壮そう絶ぜつな最さい期ごを遂とげるはずだったのだ。

「おかげで続ぞく編へんにも再さい登とう場じようできるぞ。なあ、伊福部？」

「いずれにせよ死んでもらうがね」

　伊福部はそう応こたえると、クリームソーダのアイスをストローでつつきながら、心ここにあらずといった口調でつぶやいた。

「あの虎とら縞じまバンダナの男──草[image: ]静馬といったか。あのデタラメなまでの強さ……あれはいい。外見に比くらべて格かつ好こう良すぎる名前がアンバランスだが、そこがまた面おも白しろい」

「面白いもんですか。騒そう動どうの半分以上はあの赤ザルが原げん因いんなんですよ!?」

「しかしあいつは校内格かく闘とう大会でも優ゆう勝しようしたからなあ。あの腕うで前まえは本物だな。どんな格闘技をやってんだろうなあ」

　静馬に対する二人の能のう天てん気きそのものの評ひよう価かを聞いて、涼子は頭が痛いたくなった。しかし、学園祭の最後を飾かざるイベントとして開かれた校内異種格闘技大会決勝トーナメント戦において、静馬が演えん劇げき部公演での大乱闘を帳ちよう消けしにして余あまりある大だい活かつ躍やくを見せたのは間ま違ちがいのない事実である。

　静馬の話が出たのを機に、他の部員たちの間でも格闘大会の話題が盛もり上がった。

「アメリカンプロレス同好会との対戦は面白かったよなあ。ルチャ・リブレばりの空中殺法が炸さく裂れつしてたもんな」

「それより武ぶ打だ星せい愛好会とのイス取りカンフー対決だろ？」

「いや、俺は忍にん術じゆつ忍法部戦の方が──」

　格闘大会の話題といっても静馬の闘たたかった試合のことばかりだった。涼子にしてみても同様で、それ以外の試合のことなどまるで記き憶おくに残っていない。それだけ印象が強きよう烈れつで内ない容ようの濃こい試合だったといえる。

　トーナメント戦という性質上、他ほかの選手が次の試合のことを見み越こして体力を温おん存ぞんしながら闘たたかっていたのに対し、目の前の闘いに集中して全力を傾かたむけるのが静馬のスタイルだった。しかもただ正面からぶつかっていくだけではない。対戦相手に実力を出させ、持ち味を引き出したうえで、それを正面から打ち破やぶることで自分の強さを相手にも観客にも知らしめる──相手がプロレス技わざでくるなら自分もプロレス、カンフーならカンフーという風に、相手の得意分野にあえて付き合ってみせるのだ。

　闘いの基き本ほんは相手の好きにさせないことである。相手の能力を封ふうじ、自分のペースに持ち込こんで勝利することが理想だ。そういった意味では静馬の闘い方は破格のものであった。よほどの自信とこだわりがなければできないやり方である。

　静馬と闘ううちに相手の方もしだいに熱くなり、やがては全力を出さざるを得なくなる。それが他の試合にはない面白さとなるのだ。一試合ごとに完全燃ねん焼しようするような闘い方のため、トータルの運動量は相当なものになっているはずだが、最後まで静馬に疲つかれた様子は見えなかった。

「思うに、彼は天性のエンターテイナーなのだな。ただ勝つだけでは物足りない、自分自身が楽しむだけでなく観客をも楽しませる──それが彼のポリシーなのだろう」

「それにしては変な試合もあったじゃないか」

　達哉が異い論ろんを唱えたのは、静馬が唯ゆい一いつ積極的に闘わなかった対戦についてである。

　空手部代表の二年生を相手にした静馬は奇き妙みような行動に出た。いきなりリング上にゴロ寝ねすると、大作の持ってきたマンガ雑誌を読みはじめたのである。そのまま静馬は立ち上がることなく、ギャグマンガで大笑いしながら尻しりをポリポリと搔かき、焦じれた相手が攻せめてきたところへ絶ぜつ妙みようなタイミングでカウンターの蹴けりを出すだけ、という見た目には極きわめてグウタラな戦法で勝利を収おさめている。

　静馬があえてそんな戦法をとった理由について、涼子には思いあたるところがあった。相手の選手は決して自分からは手を出さず、ガチガチにガードを固めて徹てつ底てい的にカウンターのみを狙ねらうといったタイプだった。大おお柄がらで体格もよく、普ふ通つうに闘っても十分に強い選手のはずだが、その露ろ骨こつな消極戦法のおかげで静馬とは逆の意味で印象に残っている。『図ずう体たいのわりにみみっちい闘い方しかしないチキン野や郎ろう』として。

（要するに趣味に合わなかった……それだけのことよ）

　涼子がそう断だん定ていするのは、決勝戦で同じ空手部代表（層そうの厚あつい部は各学年ごとに代表を出せる）の選手と対戦した時はノリノリだったという事実を考え合わせてのことである。

「決勝戦の相手って、一年生じゃなかった？」

「そうそう、古賀だろ。次期主しゆ将しようって噂うわさの。そういやあの試合だけじゃねえの？　あの虎とら男おとこが真ま面じ目めに闘たたかってたの」

　決勝戦は、それまで相手に合わせて闘い方を変えていた静馬が初めて自分本来の格かく闘とうスタイルに戻もどって闘った──誰だれの目にもそう映うつった──対戦だった。古賀が静馬の手て加か減げんなしの攻こう撃げきに耐たえられるだけの実力の持ち主だったからだが、それにしたところで最終ラウンドまでは保もたなかったのだ。古賀の攻撃は一発も静馬にヒットせず、逆に静馬の攻撃はすべて古賀を捉とらえていた。防ぼう御ぎよの技ぎ術じゆつに優すぐれていたおかげでダメージを多少抑おさえられたというだけのことである。涼子から見ても、古賀の空手の型通りの動きは次にどんな攻撃を繰くり出すのか予よ備び動作の段だん階かいで分かってしまう。突つきや蹴りそのものがいかに鋭するどくても、予告してから打っていたのでは、ケンカ慣なれした静馬にかすりもしないのは当然であった。

「それにしても学校の関係者じゃない奴やつが優ゆう勝しようして、賞金はどうなったんだろうなあ。やっぱりあいつが持ってったのか？」

「さあ～？　そこまでは見届けなかったからな……」

　史織を急せかせて格闘大会の会場から部員を撤てつ収しゆうさせたのは涼子の機転だった。静馬が演劇部の打ち上げのことをどこからか聞きつけて勝手についてくるのではという強きよう迫はく観念に襲おそわれてのことである。常じよう識しきで考えればありえない話だが、相手が非ひ常じよう識しきの化け身しんだけに油断は出来ない。

「彼の闘いからは熱いスピリットが感じられる！　そして何より素す晴ばらしいのはあの眼めだ！」

　テンションの上がった伊福部が椅い子すから立ち上がった。

「そう、あのケダモノの眼が──」

「…………」

　無言で伊福部の首を絞しめはじめた涼子を見て、部員全員が慌あわてて止めに入った。




　その後、涼子は達哉とデュエットで時代劇げきの主題歌を熱唱して機き嫌げんを直し、盛もり上がった打ち上げパーティもお開きの時じ刻こくとなった。

　勇者の血でも流れているのか、それとも単に懲こりるということを知らないのか、伊福部が史織を差し置いて最後の締めを買って出た。

「さあ皆みなさん、お手を拝はい借しやく～！」

　伊福部は前方に右手を差し出すと、人差し指と親指を除のぞく三本の指を握にぎった。

『よよよい、よよよい……』

　掛かけ声に合わせて、上に向けた二本の指を素す早ばやく合わせる。

『……よよよい、よい！　よっ、めでてえなあ』

　カラオケボックス内が水を打ったように静まり返った。

　何の説明もなしに伊福部の意図を察して合わせたのは涼子と達哉だけで、普ふ通つうの三本締じめだと思っていた他ほかの部員たちは手て拍びよう子しの用意をしたまま固まっている。

「きっ、貴き様さまら……『よよよい』も知らずに時代劇をやろうとしていたのか!?」

　キョトンとしている部員たちを見回すと、伊福部は肩かたを震ふるわせて逆上した。

「ええい、お前たち全員そこに並ならべ！　一人ずつ往おう復ふくビンタをくれてやるわ！　そして朝までみっちり反省会だ!!　時代劇の何たるかを一から……」

　再ふたたび涼子が伊福部の首根っこを押おさえて大人しくさせたが、今度は誰も止めなかった。




　　　　六




　それから三日後──学園祭の清せい掃そう日と振ふり替かえ休日を挟はさんでの登校日の朝。

　校門をくぐったその直後から、涼子は自分を取り巻まく奇き妙みような雰ふん囲い気きを肌はだで感じていた。出会う男子生徒たちの多くが、涼子の姿すがたを見るなり何な故ぜかたじろいだように避よけて道を譲ゆずるのである。女子の場合は少し離はなれた場所から涼子の方をチラチラと覗のぞき見ては、はしゃいだ声こわ色いろで何事か噂うわさをしている。

（何なのよ、いったい……）

　怪け訝げんに思いながらも、不ふ審しんな動きをする男子生徒を強ごう引いんに捕つかまえて問いつめたり、気軽に女子の輪の中に入っていって噂話の中身について訊たずねたりするのは涼子の柄がらではなかった。校内では控ひかえ目なキャラクターで通しているのでなおのことである。

　新校こう舎しやへ続く渡わたり廊ろう下かにさしかかった時、涼子は掲けい示じ板ばんの前の人だかりの中に史織の姿を発見した。史織の方もすぐに涼子に気付いて歩み寄よってくる。

「おはようございます」

　涼子が一礼すると、史織は挨あい拶さつもそこそこに、右手の親指を立てて掲示板の方を指した。

「学園祭のリポートが貼はり出されてるわ。涼子、あんたもう有名人よ」

「ええっ!?」

　涼子は人だかりを搔かき分けて掲示板の前に出た。コメント付きの写真パネルが掲示スペースいっぱいにずらりと並んでいるが、そのうちの半分近くが演劇部公演と校内異い種しゆ格かく闘とう技ぎ大会のものであった。しかも演劇部公演の写真に芝しば居いの場面はなく、乱闘中の涼子を捉とらえたものばかりである。やたら静馬の活かつ躍やくしている写真ばかりの異種格闘技大会と合わせ、何者かの作さく為いが働いているとしか思えない展てん示じ内ない容ようだった。

「それにしても、ここぞというシーンを見事に捉えたものね。このカメラマンの腕うではなかなかのものだわ」

　史織が涼子の乱闘写真を見て感心した。木刀を横よこ薙なぎに払はらう涼子と、その一いち撃げきで吹ふき飛ばされる格闘サークル連合の刺し客かく──その決定的瞬しゆん間かんが絶好のアングルでフレームに収おさめられている。モノクロ写真ということもあって、古い時代劇映えい画がのスチルのような雰ふん囲い気きがあった。

「あの乱闘の中で、よくこんな写真を撮とれるだけの余よ裕ゆうがあったもんだわ。誰だれが撮ってたのかしら……」

　涼子が撮さつ影えい者しやの名前を確かく認にんしようとパネルに顔を近付けた直後、背はい後ごから誰かに腕うでを摑つかまれた。驚おどろいて振ふり向くと、青ざめた顔のひとみが涼子の腕に取りすがっている。

「た……大変……大変よ、涼子ちゃん……」

　ひとみは全力で駆かけてきたらしく息も絶たえ絶だえに訴うつたえた。

「大変!?　何が？」

　涼子が問い質ただそうとするより先に、野や獣じゆうの咆ほう吼こうのような爆ばく音おんが校内に轟とどろいた。

　グォォォン！

　植え込こみを飛び越こえて、一台のバイクが躍おどり出た。真しん紅くのカラーの中型バイクは派は手でに横よこ滑すべりし、タイヤをコンクリートの床ゆかに擦こすりつけながら涼子たちの目前で停止する。相乗りしていた少年がタンデムシートから放ほうり出されて床に尻しり餅もちをついた。

「痛いててて……」

　少年はお尻をさすりながら起き上がると、華きや奢しやな体たい格かくに比くらべて少々大きく見えるヘルメットを取った。少年は呆ぼう然ぜんとしている涼子に気付くと、愛あい嬌きようたっぷりの笑えみを浮うかべて挨あい拶さつした。

「涼子さん、おはようございま～す！」

「あ、あんたは……!!」

　涼子はその少年が大作だと気付いて驚おどろいたが、さらに大作の格好を見て目を疑うたがった。

「なんで大門高校うちの制せい服ふくを着てるのよ!?」

「それはですね、今日からこの高校の生徒になったからですよ」

「あんた中学生じゃ……」

「やだなあ。こう見えても高一ですよ。僕ぼくは」

「おっ……同い年!?」

　驚くべき事実に衝しよう撃げきを禁きんじ得ない涼子だったが、ひとみに袖そでを引かれて、他ほかにもっと警けい戒かいすべき人物が目の前にいることを思い出した。バイクを運転しているライダーである。

　異様な風ふう体ていをした大おお柄がらな男だった。

　詰つめ襟えりが高く、コートのように丈たけが膝ひざまである学ラン（通つう称しよう・長ラン）に、異様に太い学生ズボン（通称・ボンタン）、そして足元は地じ下か足た袋びという出いで立たちである。肘ひじまで捲めくり上げた袖から覗のぞく腕うでは逞たくましく、南海の漁りよう師しのような赤しやく銅どう色いろの肌はだをしている。

　涼子は本能的に竹刀しない袋ぶくろの紐ひもを解ほどき、木刀を取り出す用意をした。男の全身から汗あせばむほどの熱を帯びた野や獣じゆうの精せい気きが感じられたからである。

「──何や、そう怖こわい顔すんなや。ワシや、ワシ」

　男がそう言ってヘルメットを取ると、周囲からどよめきが起こった。その下から現あらわれたのが、学園祭で嵐あらしを巻まき起こした野や人じん──草[image: ]静馬の不ふ敵てきな顔だったからだ。

「あんたが何でここにいるのよ!!」

「アホ、ワシも今日からこのガッコの生徒じゃ！」

「なぬっ!?」

「しかもただの生徒やあらへんぞ。大作！」

　静馬が指を鳴らすと、大作が鞄かばんからキラキラ光る布ぬののようなものを取り出して投げてよこした。静馬はそれを肩かたから斜はすに掛かける。パーティグッズにあるような毒々しい金色の襷たすきであった。

「これを何と読む!?」

　襷にでかでかとプリントされているのは信じ難がたい三つの漢字だった。涼子はその文字を三度も確かく認にんしたが、どう読んだところで一種類の読み方しか思いつかない。

「と……〈特待生〉!?　そんなバカな！」

「ワシが優ゆう勝しようしたことを知らんのか？　特典で学費も何もかんもタダっちゅうことにしてもろたんや。話の分かる校長やで！　ガハハハハハッ!!」

　日本の教育史上おそらく類を見ないであろう〈ケンカ特待生〉となった静馬は、絶ぜつ句くする涼子をよそに豪ごう快かいに笑った。

「あっ！　この写真、僕が撮とったんですよ。光量が足りなくて使える画えが少なかったんですけどね。これなんか、けっこうよく撮れてるでしょ？」

　大作がパネルを指さして自じ慢まんしたが、涼子の耳には届いていなかった。

（するってえと何？　これからは毎日この疫やく病びよう神がみと一いつ緒しよってこと……!?）

　涼子は軽い眩暈めまいを覚えて、ひとみの肩に寄よりかかった。

「終わった……」

「え？　何が？」

「あたしたちの平へい穏おんな日々が──」

　涼子の呟つぶやきは、深い絶ぜつ望ぼう感かんに満ち満ちていた。







　学園祭を機に表舞ぶ台たいに現あらわれた二つの新星。

　この日を境さかいに、大門高校は波乱の時代を迎むかえることとなる──










　第五話　炎ほのおの特待生
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　一年Ｂ組の教室──その教きよう壇だん側のドアの外から、唐とう突とつにだみ声が聞こえてきた。

『──ごめんください！』

　一時じ限げん目の授じゆ業ぎよう中ちゆうだった教室中はその一声で静まり返った。教きよう諭ゆが応おう対たいに出ようとするが、その前に次の声がした。

『──どなたですか？』

　明らかに同一人物の声だった。自問自答である。謎なぞの問答はさらに続いた。

『転校生が挨あい拶さつに参りました』

『お入りください』

『ありがとう』

　声の主は自前で勝手に応対すると、ドアを開けて教室に入ってきた。教室のあちこちからアッと声が上がる。すでに三分の一近くの生徒が見知っている顔だったからである。

　招まねかれざる来らい訪ほう者しやの正体は、暑苦しいまでに野や性せい味みあふれる──というより『天然野性味一〇〇パーセント＆添てん加か物ぶつは一いつ切さい使用しておりません』的な印象の〈野や人じん〉であった。

　身長一八〇センチを超こえる大おお柄がらな体たい格かく。マグマを連想させる赤しやく銅どう色いろの肌はだ。伸のび放ほう題だいの蓬ほう髪はつ。注意深く観察すれば意外と細ほそ面おもてで端たん整せいな容よう貌ぼうの持ち主だが、豪ごう快かいなモミアゲとつながり気味の眉まゆ、そして唇くちびるの端はしから覗のぞく牙きばのような犬歯が野性の証あかしであった。

　身なりの方もその風ふう貌ぼうに負けない異い様ようさだった。長ランにボンタン、地じ下か足た袋び、頭に巻まいているのは捻ねじり鉢はち巻まきならぬ虎とら縞じまのバンダナ。これだけなら往おう年ねんのツッパリ・ファッションだが、それに追加されているのが安っぽい金色にピカピカ光る『特待生』の襷たすきである。

　異い様ような風ふう体ていに似に合あわぬ爽さわやかな笑えみを浮うかべながら登場した転校生は、しかし、呆ぼう然ぜんとしている生徒たちの顔を見ると、何が気に入らないのかとたんに険けわしい表ひよう情じようになった。

「……やり直しや！」

　そう言い捨すてて廊ろう下かに戻もどり、ドアを閉しめる。

『──ごめんください！』

　最初とまったく同じ台詞せりふである。教室にいる全員が途と方ほうに暮くれているうちに、謎の自問自答は終わりまで続いた。

『お入りください』

『ありがとう』

　再ふたたびドアが開いた。

　ドカァッ！

　教室の後ろの方で派は手でな音がした。一人の生徒が椅い子すから転げ落ちたのである。それに気付いた転校生は、不満そうに鼻を鳴らして言った。

「よっしゃ……お前らにもう一回だけチャンスをやる！　次にできんかったら全員往おう復ふくビンタじゃ！　分かったな!?」

　獲え物ものを狙ねらう野や獣じゆうの目つきで教室中をギロリとにらみつけると、廊下に出てぴしゃりとドアを閉じた。生徒たちの頭の上に『？』マークが浮かぶ。

「何なに故ゆえに往復ビンタ……？」

「てゆーか、彼はそもそも何を求めているのか？」

「でもあの目つきはマジっぽかったぞ!?」

　ざわめく教室の中で、さっき椅子から転げ落ちた生徒が立ち上がって発言した。

「〈吉よし本もと新しん喜き劇げき〉です！」

「はい？」

　教諭は何一つ理り解かいできないという顔で聞き返した。

「僕ぼくは中一まで関かん西さいにいたので分かります。あれは大おお阪さか名物、吉本新喜劇でお馴な染じみのギャグです！　新喜劇ではギャグに対するリアクションとして全員で一いつ斉せいにコケるのが常じよう識しきなんです」

「すると彼は我々にもそれを求めているということですか？　しかし何な故ぜ？」

「さあ、それは……でも次に全員でリアクションが取れないと往復ビンタってのは、たぶん本気なんじゃないかと──」

「どうしてそんなことを？」

　誰だれもが抱いだかずにいられない疑ぎ問もんだったが、同時に誰にも答えようのない疑問であった。

『──ごめんください！』

　三み度たび、転校生の声が響ひびいた。前回に比べてそこはかとない怒ど気きを含ふくんだその声に、生徒たちは浮うき足立ち、互たがいに顔を見合わせる。

「……ど、どうする!?」

「どうするって……どうすんだよ？」

「我われ々われの運命はコケるかビンタか二に者しや択たく一いつなのか!?」

「何という不ふ条じよう理り！　かつてこれほど傲ごう慢まんな要求があっただろうか!!」

「とりあえずドアのカギ閉めちゃうってのは？」

「それだ！」

「いやダメだ。この教室のドアにカギは付いていない……」

「ならば棒ぼうだ！　つっかい棒を探さがせ!!」

「そんなものが都合よくあるか！」

　騒そう然ぜんとなる教室にはお構かまいなく、ドアの外ではお約束の問答が繰くり返される。

『お入りください──ありがとう』

　勢いきおいよくドアが開く。その直後、教室中がひっくり返ったような騒そう音おんが鳴り響ひびいた。




　その隣となり──一年Ａ組の教室。

　無む視しするにはいささか騒そう々ぞうしすぎる物音に、涼りよう子こは顔を上げて廊ろう下かの方に目を向けた。

（やかましいわね……いったい何？）

　騒音は悲鳴や怒ど号ごうをまじえて二分間ほど続き、急に途と絶だえた。自習中に生徒が騒さわいでいるところへ通りかかった教きよう諭ゆが注意して静まった──そんなところだろうと思っていると、廊下を走るドタドタという足音が聞こえてきた。

　ドバァン！

　教きよう壇だん側がわのドアが開いて、二人の男子生徒が教室に飛び込こんできた。やけにワイルドな風ふう体ていの大男と、対照的に小こ柄がらで華きや奢しやな印象の少年である。二人は教壇に立っているヒゲダルマこと弥や永なが教諭の両りよう脇わきに立つと、手を挙げて自じ己こ紹しよう介かいした。

「大だい作さくで～す！」

「静しず馬まで～す！」

　底そこ抜ぬけに元気のいい挨あい拶さつ。そして──沈ちん黙もく。

「…………？」

　間に挟はさまれた弥永が何をどうすべきか分からずまごまごしているうちに、満面の笑えみだった静馬の顔つきはみるみる不ふ機き嫌げんなものに変わった。静馬の手が素す早ばやく伸のびると、弥永の尻しりの肉をわし摑づかみにして強きよう烈れつにつねりあげる。

「痛いたい、痛い！」

「もっかいだけチャンスをやる。次も外しよったらその時は……分かっとるやろな!?」

　静馬はそう言って凄すごむと、大作とともに廊下に出て行った。教壇側のドアが閉まるのとほぼ同時に教室の後ろ側のドアが開き、一人の男子生徒が顔を覗のぞかせる。両りよう頰ほおを赤く腫はらしたその男子は、一年Ｂ組の生徒であった。

「今のは『レツゴー三匹びき』の自己紹介ネタです！　この場合間ま違ちがえてはいけないのは『レツゴー』であって決して『レッツゴー』ではないという──」

　背はい後ごから伸のびてきた手が男子生徒の頭をガッキと摑つかんだ。

「おのれは自分の教室へ帰れ！」

「うわぁぁぁ──っ!!」

　悲鳴が遠ざかっていく。それから間もなく、教壇側のドアから二人の転校生がさっきとまったく同じパターンで入ってきた。

「大作で～す！」

「静馬で～す！」

　教室内の緊きん張ちようが高まった。果たして弥永教諭は二人に付き合ってオチを言うのか、それとも──？

　生徒たちの注目を一身に浴びた弥永は、しかし意外にも臆おくした様子を見せなかった。それどころか、脇わきの二人に負けない愛あい嬌きようたっぷりの笑みを浮うかべながら一歩前に出ると──一言。

「──水みず野の晴郎はるおでございます！」

　スパァン!!

　静馬と大作が、上着の中に隠かくし持っていたハリセンで弥永の頭を左右から引っぱたいた。そして弥永や生徒たちが何かリアクションを起こす前に、二人は風のように教室を飛び出していく。去り際ぎわに静馬はドアから顔だけ覗かせて、

「九十二点！」

　それだけを言い残していった。

　たっぷり十秒近くもの間、一年Ａ組の教室は真っ白な沈ちん黙もくに支し配はいされた。

「……採点か？」

　生徒の一人がポツリと呟つぶやいたのを機に、教室のあちこちから不満の声が噴ふき出した。

「結局何だったんだ、今のは？　いったい何の意味が!?」

「分からん……さっぱり分からん……」

「それより先生のオチが九十二点ってのは？」

「高たか！」

「甘あま！」

「さっきのは『三み波なみ春はる夫お』と言うべきところを単に間ま違ちがえただけじゃないのか？」
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「絶ぜつ妙みようなアレンジによる高得点ということか……」

「否いな！　断だんじて否！　あえて言おう、フロックであると!!」

「本当のところはどうなんだ!?」

　生徒たちの視し線せんが壇だん上じようの教きよう師しに集中する。弥永は丸い顔の下半分を覆おおっている髭ひげを撫なでながら、二人の出て行ったドアを凝ぎよう視ししていたが、その空気に気付いて生徒たちの方に向き直った。そして──無言のまま、握にぎった両手を顔の高さに持ち上げた。

「ガッツポーズかよ!!」

「その『してやったり』って顔は何だ！」

　見方によっては不作法な転校生に迎げい合ごうしているようにも見える弥永の態たい度どにブーイングが起きた。しかし、この出来事によって後々まで『草くさ[image: ]なぎ静馬から九十二点の評ひよう価かを得た教師』として教きよう職しよく員いんの間から一目置かれることになろうとは、生徒たちはもとより当の弥永ですら知るよしもなかった。

　机つくえに突つっ伏ぷして前の席の生徒の陰かげに隠かくれていた涼りよう子こは、ようやく顔を上げた。

「あいつらまさか、あの調子で全部のクラスに乱入するつもりじゃあ──」

　その危き惧ぐは間もなく現げん実じつとなった。上の階から悲鳴が聞こえてきたのだ。二階には二年生の教室がある。

「だいたい、あの二人はどこのクラスに転入してきたわけ？」

「Ｃ組らしいわよ。一年の」

　斜ななめ前の席のひとみが答えた。

「Ｃ組っていうと担たん任にんは──」

「ミサティーよ」

「……誰だれ？」

「ほら、音楽の──」

「ああ、青あお木き先生ね」

　涼子は音楽の授じゆ業ぎようは選せん択たくしていなかったが、青木という教師のことは知っていた。大だい門もん高校の教きよう諭ゆ陣じんの中でもある意味で個性的といえる人物だったからだ。

「可哀かわい想そうに……」

　静馬の担たん任にんとなる教師が背せ負おうことになるであろう理り不ふ尽じんな苦労を思うと、涼子は同情を禁きんじ得なかった。




　　　　二




「どうして遅ち刻こくしたんですか？」

「はい、え～っと、その……」

　強こわ面もてで知られる学年主しゆ任にんに鋭するどい口調で問い質ただされ、青木美み沙さ緒おは返答に詰つまった。ゴクリと唾つばを飲み込こむと、しどろもどろになりながら弁べん解かいする。

「ス、スクーターに乗ってるところを警けい官かんに呼よび止められまして……免めん許きよ証しようを見せようとしたんですけど、その、免許証の入ったお財さい布ふを忘わすれてきちゃいまして……説明したんですけど信じてもらえず……そのまま署しよまで連れて行かれ……」

「以前にも同じようなことがあったと思いますが？　これで何度目ですか」

「えっと、三回目……でしょうか」

「前回も免許証は常じよう時じ携けい帯たいするようにと注意したはずです。それに学園祭はもう終わりました。いつまでも浮うわついた気分のままでは困こまりますよ」

「はあ……」

　肩かたをすくめて縮ちぢこまる美沙緒を見かねて、藤とう堂どう校長が口を開いた。

「早さ乙女おとめ君、その辺でもういいだろう。青木君を校長室ここに呼んだのは遅刻を注意するためではない。それに、これ以上縮んでもらっては仕事に差し支つかえる」

　鬼おにの学年主任早乙女の訊じん問もんは逃のがれたものの、藤堂の皮肉に美沙緒は耳まで赤くなった。

　大門高校音楽担当教諭・青木美沙緒。

　身長が一四四センチ（公こう称しよう）と小こ柄がらなうえに童顔のため、二十五歳さいになった今でも中学生に間ま違ちがえられるのが悩なやみの種であった。

　校内で履はく靴くつはハイヒール。仕事着には大人っぽいスーツを選んでいるものの、たいていサイズが合わないので仕立て直しが必要になる。幼おさなく見られないようにアップにした髪かみを後頭部でシニヨンに結ゆっているのだが、生徒からプレゼントされたリボン付きのシニヨンネットが逆ぎやくに子こ供どもっぽい可愛かわいらしさを強調してしまっていた。

「青木君、君に来てもらったのは他ほかでもない──」

　藤堂はマホガニーのデスクの上で両手を組み、何が楽しいのか嬉うれしくてたまらないといった笑えみを浮うかべた。

「君のクラスに二人の転入生が入ることになった」

「一度に二人もですか？」

「うむ。この二人はコンビなのでな……別々にしておくと面めん倒どうなことになるという話だ。詳くわしくはプロフィールを読んでくれたまえ」

　藤堂は用意しておいたファイルを美沙緒に渡わたした。しかしそれに目を通す間もなく、校長室に慌あわただしいノックの音が響ひびく。

「大変です、校長！」

　血相を変えて飛び込んできたのは、三年生のクラスを受け持っている教きよう諭ゆだった。

「転校生とうちのクラスの生徒が──」

「乱らん闘とうでも始めたのかね？」

「そっ……その通りです！」

　それを聞いた美沙緒の顔から血の気が引いた。

「その転校生というのは──うちのクラスに来た子とは別の生徒ですよね？　ね!?」

　精せい一いつ杯ぱいの笑顔を作って訊たずねるが、三人の男たち──中でも早乙女の態たい度どは冷ややかだった。

「もちろん青木先生の生徒です」

「ええ～～～っ!!」

　頭を抱かかえる美沙緒をよそに、藤堂は落ち着いて指し示じを出した。

「校内放送で二人に校長室に来るように言ってくれたまえ」

「ケンカはどうするんですか？」

「止めるまでもあるまい。今から行ったところで勝負はもうついているだろう。君は教室に戻もどって、必要ならば怪け我が人にんを保ほ健けん室に運びたまえ」

　藤堂は椅い子すの背せに身体からだを預けると、パイプを燻くゆらせながら低く笑った。

「転入初日からやってくれる。フフ……実に頼たのもしいじゃないか」




　　　　☆




　数分後、校内放送で呼ばれた二人の転入生が校長室に現あらわれた。

「失礼しま～す」

　元気な挨あい拶さつとともに入ってきた少年の姿すがたを見て、ガチガチに緊きん張ちようしていた美沙緒は思わず頰ほおを弛ゆるめた。一見して美少女と見み紛まがうばかりの美少年だったからである。身長もヒールを履はいた美沙緒とあまり変わらない。一年生とはいえ男子としてはかなり小こ柄がらといえた。

　美少年といっても取っつきにくい感じはなく、温おん厚こうで人ひと懐なつこそうな笑えみを口元に浮うかべている。見ている側もつられて笑顔になってしまいそうな無む邪じや気きな笑みだった。

（ラブリ～～……）

　しかし、少年の背はい後ごから現れた二人目の転入生を見て、美沙緒の一時の安心は粉々に打ち砕くだかれた。それは美少年とはまったく対照的に、全身から野や獣じゆうの精せい気きをみなぎらせた野や人じんさながらの風ふう貌ぼうの持ち主であった。一八〇センチを超こえる大柄で筋きん肉にく質しつの体たい軀くからして、体重は美沙緒の倍はありそうだ。

　美沙緒は慌あわててファイルを確かく認にんした。美少年の方は神かみ矢や大作、野人の方が草[image: ]静馬──それがこの二人の名前だった。

（すごい凸でこ凹ぼこコンビ……）

　二人でワンセットだと聞かされても、にわかには信じがたいほどミスマッチな組み合わせに思えた。

「草[image: ]君、神矢君。紹しよう介かいしよう。こちらが君たちの担たん任にんとなる青木教きよう諭ゆだ。授じゆ業ぎようでは音楽を担当している」

　藤堂が美沙緒を紹介すると、大作がペコリと頭を下げた。

「神矢です。よろしくお願いします」

「え、ええ。こちらこそ」

　美沙緒は笑顔で答えたが、その顔はすぐに強こわ張ばった。自分を凝ぎよう視ししている静馬の視線に気付いたからだった。

「あんたがワシらの先生か。下の名前は？」

「み……美沙緒です」

「ほう～～」

　静馬は両手をポケットに突つっ込こんだまま、美沙緒の頭の天てつ辺ぺんから足の先までしげしげと観察した。美沙緒の周囲をぐるりと一回りしてから正面に立ち、腰こしを屈かがめて顔を覗のぞき込む。

（ひええ～～～……）

　荒あらい鼻息が美沙緒の顔にかかる。金かな網あみなしで野生の虎とらと向き合っているような恐きよう怖ふ感に全身がすくみ上がった。静馬の手が伸のびる──と、

「可愛かわいいのぉ～～～～～」

　静馬は破顔して、美沙緒の頭をグリグリと撫なで始めた。さらにもう片かた方ほうの手で美沙緒の喉のどをくすぐる。猫ねこ撫なで声＆猫可愛がり──完全に愛あい玩がん動物扱あつかいである。

「よっしゃ大作！　写真じゃ、写真!!」

「はいはい」

　大作がカメラを取り出して、静馬と美沙緒のツーショットを撮とり始めた。腕うでを組まされたり、肩かたに腕を回されたり、抱だっこされたりと静馬にされるがままの美沙緒だったが、肩車をされそうになったところで我われに返った。

「ちょ、ちょ、ちょ～～っと待ちなさい、草[image: ]君！」

「何やねん？」

　悪びれた様子のまったくない静馬の鼻先に、美沙緒は人差し指を突つきつけた。

「いい？　草[image: ]君！　先生はね、先生はね……先生なのよ!?」

「そらもう聞いたがな」

「あのね、だからね、その……」

「だから何やっちゅうねん。要よう領りようを得んのう」

　静馬は指でこめかみの辺りを搔かきながら、大作に訊たずねた。

「美沙緒ちゃんは何でご機き嫌げんナナメなんや？」

「静馬さんの過か激げきな愛情表ひよう現げんに戸と惑まどってるんですよ。きっと」

　大作の指し摘てきはある意味で正せい鵠こくを射いていた。それが分かっているなら止めに入ってもよさそうなものだが、こういった場面では断だんじて傍ぼう観かんを決め込むのがこの大作という少年である。だからこそ静馬とのコンビが成立しているのだという事実に、美沙緒を含ふくむ周囲の人間が気付くのはまだ先の事だった。

「ところで神矢君。三年生のクラスで乱らん闘とう騒さわぎがあったようだが？」

「ああ、あれですか。正当防ぼう衛えいでしたよ。向こうから先に手を出してきましたからね」

　藤堂の問いに、大作はにこやかに答えた。

「どうせ学園祭の格闘大会でやられた連中でしょう。後でレポートでも出しておきましょうか？」

「そうだな。頼たのむ」

　その乱闘の当事者である静馬は、その会話にはまったく関心を示しめさなかった。静馬にとってはおよそ取るに足らない出来事だったからである。

「……まあええわ。とりあえず美沙緒ちゃんに校内の案内でもしてもらおか。そや！　家庭訪ほう問もんはいつにする？」

「そんな、急に言われても──」

「そしたらワシが先に美沙緒ちゃんの家に家庭訪問やな」

「ダメダメ、絶ぜつ対たいダメ～～ッ！」

「かまへんかまへん」

　美沙緒は静馬に背せ中なかを押おされて校長室から廊ろう下かへ出された。大作がそれに続き、校長に一礼してドアを閉とじた。




「──あんな調子で大だい丈じよう夫ぶなのですか？」

　三人が退たい出しゆつするなり早乙女は口を開いた。それまで我が慢まんしていたのは藤堂から口出しを禁じられていたからに他ほかならない。

「あの草[image: ]という生徒は、教師を教師と思っていません！　青木君が担任では舐なめられるだけです」

「それは違ちがうな」

　藤堂は自信に満ちた口調で断だん言げんした。

「草[image: ]君は青木君に対して十分に敬けい意いを払はらっているよ。彼なりのやり方でな。他の教きよう師しではああはいかん」

「敬意という言葉の意味をご存ぞんじですか？」

「黙だまって見ていたまえ。私の人選が間違っていないことは遠からず証しよう明めいされるだろう」

　苦い顔の早乙女を笑い飛ばすと、藤堂はあらかじめ大作によって提てい出しゆつされていたレポートに視し線せんを落とした。草[image: ]静馬のプロフィールである。その項こう目もくの一つにはこう記されていた。

『趣しゆ味み・嗜し好こう──小動物全ぜん般ぱんに対してほぼ無む条じよう件けんに親愛の情じようを示しめす』




　　　　三




「──おい、御み剣つるぎ」

　旧きゆう道場の外にある水道で顔を洗あらっていた涼子は、その声に振ふり向いた。声の主は剣けん道どう着ぎ姿すがたの獅し子し倉くら達たつ哉やだった。垂たれと胴どうを着けたままなのは、部活の合間の休きゆう憩けいだからである。

「何でしょう？」

　涼子が手て拭ぬぐいで顔を拭ふきながら訊たずねると、達哉は軽く肩かたをすくめた。

「用ってほどのことじゃないんだがな……ほら、例の『菊きく千ち代よ』のことだ」

「菊千代……？」

「隣となりのクラスなんだろ？」

　涼子は怪け訝げんな顔つきになったが、すぐに達哉の言わんとしていることを理り解かいし──たちまち血相を変えた。

「菊千代!?　菊千代とおっしゃいましたか？」

「似にてるだろ？　雰ふん囲い気きが」

「似てません！　絶ぜつ対たいに似てません！　あんなバカを菊千代なんて呼よばないでください!!」

　周囲にいた他ほかの部員や見学の生徒たちには、涼子が興こう奮ふんしている理由はまったく理り解かいされなかった。『菊千代』という名前が共通言語になりうるのは、時代劇げきマニアという共通点を持った二人であればこそであった。

『菊千代』とは黒くろ澤さわ明あきらの映えい画が『七人の侍』の中で三み船ふね敏とし郎ろうが演えんじた登場人物の名前である。色黒で粗そ野やな外見は確たしかに静馬と似ていなくもない。豪ごう快かいなモミアゲの部分だけを見ればかなり似ている。しかし三船敏郎の熱ねつ狂きよう的なファンであるところの涼子にとって、静馬とイメージをダブらせるなどという行こう為いは許ゆるしがたい暴ぼう挙きよといえた。

「分かった分かった。もう菊千代とは呼ばないよ。だから落ち着け」

　涼子の逆ぎやく上じようぶりに鼻白んだ達哉は、慌あわてて発言を取り消した。今にも摑つかみかかりそうな勢いきおいだった涼子も怒いかりの矛ほこを収おさめる。

「……それで、あのバカがどうかしましたか？」

「俺おれの方が聞きたいんだよ。朝からあの調子だったろ？　その後どうなったのか知りたくてな」

「獅子倉先せん輩ぱいのクラスにも乱入したんですか？」

「ああ。なかなか面おも白しろい自じ己こ紹しよう介かいだったが」

「面白いもんですか」

　静馬の奇き行こうは達哉にとっては珍めずらしい見世物だが、涼子にとっては身近な厄やつ介かい事ごとでしかなかった。自分を見つけるなり馴なれ馴れしく近ちか寄よってくる静馬を避さけるため、涼子は休み時間中ずっと逃にげ回らねばならなかったのだ。

「御剣はずいぶんとあいつのことを毛け嫌ぎらいしているようだな」

「あれは生まれつきの疫やく病びよう神がみです！　みんなはそれにまだ気付いていないだけなんです。今にきっと大変なことが──」

　涼子の言葉を遮さえぎるように、頭上から楽器の音が聞こえてきた。誰だれかがハーモニカを吹ふいているらしいが、やけに距きよ離りが近い。不ふ審しんに思った涼子は頭上を振ふり仰あおいだ。

「あ、どうも」

　旧きゆう道場の屋根の上から大作が手を振った。その隣となりで一心不乱にハーモニカを吹き鳴らしているのは静馬である。涼子と目が合うと、静馬はニヤリと笑って屋根を蹴けった。涼子と達哉の頭上を越こえ、空中で一回転半ひねりを加えて地面に着地する。猫ねこ科かの大型肉にく食しよく獣じゆうを思わせる身のこなしであった。

「ワシの噂うわさでもしとったんか？」

　神しん出しゆつ鬼き没ぼつにして自じ意い識しき過か剰じような野や人じんの推すい参さんである。涼子は心理的に身み構がまえた。

「するわけがないでしょ。それよりそのハーモニカは何よ？」

「アホやな。これはブルースハープじゃ」

「同じじゃない！」

「フン……モノを知らんっちゅうのは悲しいのう」

　静馬から憐あわれむような視し線せんを向けられ思わず激げつ高こうしそうになったが、涼子は辛かろうじて耐たえた。

「ところでお前のその格かつ好こうは何や？」

　そう言って静馬が指さしたのは、涼子の着ている白い剣けん道どう着ぎだった。

「何って……ただの袴はかまよ。それが？」

「あの派は手で派は手での着物はどうしたんや？　何で普ふ段だんからあの格かつ好こうをせえへんのじゃ！」

「するわけがないでしょ!?　あれは舞ぶ台たいの衣い裳しよう！　こっちは剣道の部活用で──」

「するとワシの立場はどうなる!?　あの派手さに負けんように一いつ張ちよう羅ら着てきたのに」

「あたしの知ったこっちゃないわよ」

　涼子は冷たく言い捨すてて立ち去ろうとするが、静馬の次の言葉に足を止めた。

「──おっ、真之介やんか～」

　達哉が涼子の共演者だと気付いた静馬は、歩み寄って握あく手しゆを求めた。

「悪党に捕つかまった後どうなったか心配しとったんや。助かってよかったわ」

「そいつはどうも」

　達哉は曖あい昧まいな笑えみを浮うかべて握手に応おうじる。屋根の上の大作が演えん劇げき部ぶ公演のチラシを手に言った。

「柘つ植げ真しん之の介すけ役は……えっと、二年生の獅子倉達哉さんですね」

「ししくらたつや？　役者の方がカッコええ名前やな」

　静馬は顎あごに手を当てて思案顔になったかと思うと、ポンと手を打った。

「よっしゃ！　ほな『タッちゃん』でいこか」

「なぬっ!?」

　涼子は慌あわてて取って返し、達哉と静馬の間に割り込こんだ。

「先せん輩ぱいに対してその口の利きき方は何よ!?」

「ほんなら『タッちゃん先輩』で」

「同じよ、同じ！」

「気に入らんのやったら、お前も同じように呼よんだらええがな」

「タッ、タッ、タッ、タッ…………て呼べるわけないでしょ！」

「難なん儀ぎなやっちゃのう」

「あんたに言われたかないわよ」

　そう言い返しながら、涼子は視し界かいの隅すみに黒い人ひと影かげを認みとめてそちらに目を向けた。

　揃そろいの黒いスウェットを着た三人の少年が、まっすぐ涼子たちの方へ向かって歩いてくる。ダブついたスーツのおかげで体格はよく分からないが、爬は虫ちゆう類るいじみた目つきと尖とがった雰ふん囲い気きからして、どこかの格かく闘とう系けいサークルの部員だろうと見当がついた。

「おい、草[image: ]──」

　代表らしい少年が口を開いた。上目づかいに静馬を睨ねめ付け、顎をしゃくってみせる。

「てめえ、ちょっと顔貸かせや」

　メキッ！

　台詞せりふを言い終えると同時に、少年の顔面に地じ下か足た袋びの踵かかとがめり込んだ。いきなりの跳とび蹴げりである。モロに食くらった少年は派手に吹ふっ飛ばされて転がっていった。

「それが人にモノを頼たのむ態たい度どか！」

　静馬に一いつ喝かつされて、残された二人の顔にはっきりと怯おびえの色が浮うかんだ。

　彼らと静馬はまったくの初対面である。少々威い圧あつ的な態たい度どで臨のぞんだとはいえ、ひと声かけただけで顔面に跳び蹴りが飛んでくるとは誰も思わない。しかもその反はん応のうに要した時間がゼロコンマ何秒という世界である。およそまともな人間の所業ではなかった。

（バカな連中……）

　涼子は少年たちの青ちょびた面つらを冷ややかな目で眺ながめた。

　普ふ通つう、精せい神しん的な意味において人間が野獣ケダモノに変身するにはそれなりの手続きを要するものだが、草[image: ]静馬にはそれがない。もともと野人だからだ。

　──この男はヤバい。

　彼らがそう悟さとった時はすでに遅おそかった。

　パゴッ！

　ガツッ！

　さらに続けて二つの異い音おんが響ひびいた。

　静馬が二人に無む造ぞう作さに近ちか寄より、強きよう烈れつなフックと頭ず突つきを一発ずつお見み舞まいしたのだ。膝ひざから崩くずれ落ちる二人の間を抜ぬけてそのまま歩を進めると、先に跳び蹴りを食らわせた少年の髪かみの毛をわし摑づかみにして、強ごう引いんに顔を上向かせる。

「おう、お前、誰だれの使いじゃ？」

「……あ……う……」

「ああ!?　聞こえんなぁ～！　はっきり喋しやべらんかい！」

　静馬はまともに話す余よ裕ゆうすら与あたえず蹴りを入れる。現げん代だいの高校生が時代錯さく誤ごのバンカラ男に折せつ檻かんされている様は、ムゴいというよりむしろシュールな光景で、ひどく現実感を欠いていた。

「静馬さ～ん！　こっちお願いします」

　大作の呼びかけに応おうじて、静馬は少年を旧きゆう道場の屋根の下まで引きずってきた。他ほかの二人と合わせて三人をうつ伏ぶせに積み上げる。

「よ～いしょっと！」

　何のつもりかと考える間もなく、大作が屋根から飛び降おり、折り重なった三人の上に尻しりから着地した。踏ふんづけられたヒキガエルのような苦く悶もんの声が漏もれる。

「木の枝えだづたいに登ったまでは良かったんですけど、どうにも降おりられなくて困ってたんですよね～」

　あくまで無む邪じや気きな大作の物言いに、涼子は一言のコメントもなかった。

「で、この人たちですけど、どうしましょうか？　誰かの使いみたいですけど」

「放ほっといたらええねん。ワシに用があんのやったら、そのうち向こうから来るやろ。それより運動したら腹はら減へったわ。何か食いに行こ」

　長ランを翻ひるがえして立ち去る静馬と、涼子たちに挨あい拶さつしてからその後を追う大作。二人を見送りながら、感かん慨がい深げに達哉が呟つぶやいた。

「自由だなあ……」




　　　　四




「──青木先生、大変です!!」

　音楽室に飛び込んできた教きよう諭ゆの第一声に、美沙緒は思わず両手を鍵けん盤ばんに叩たたきつけた。奏そう者しやの心しん境きようを表ひよう現げんするかのように不協和音が響ひびく。

　生徒たちが不安げに見守る中、美沙緒はピアノの前から立ち上がった。

「また草[image: ]君が……何か？」

「暴あばれています！」

　予想通りとはいえあまりにシンプルな報ほう告こくに、美沙緒は軽い立ちくらみを覚えた。

「それで相手は……？」

「クラスは分かりませんが三人です」

「……分かりました。それじゃあ皆みなさん、先生が戻もどるまで自習していてください」

　ざわめきに包まれる音楽室を後に、美沙緒は現場に向かった。




　草[image: ]静馬と神矢大作が大門高校の生徒になってからちょうど一週間──その間、乱らん闘とう騒さわぎが起きない日は日曜を除くと一日としてなかった。しかも静馬が起こす事じ件けんは一日に一回とは限かぎらず、たいていは昼休みと放課後の二回、あるいはそれ以上に及およぶ。そして静馬が事件を起こす度たびに、担たん任にんである美沙緒はこうして呼よびつけられるのだ。

　今日の現げん場ばは一年Ｃ組の前の廊ろう下かだった。人だかりを搔かき分けて前に出ると、床ゆかに大の字に伸のびている男子生徒の姿すがたが目に入った。

「あ～らミサッチ。遅おそかったわね～」

　床にしゃがんで生徒の具合を診みていた白衣の女じよ性せいが、立ち上がって美沙緒に笑いかけた。

　大門高校校医──菱ひし沼ぬま奈な々な子こである。

　奈々子は一七〇センチ近いすらりとした長ちよう身しんで、並ならぶと美沙緒より頭一つ分以上も背せが高い。白衣の下はボディコン風ワンピースという教員としては少々問題のある服ふく装そうだが、自じ慢まんするほどメリハリのあるプロポーションではなく、どちらかといえば控ひかえ目な細身の身体からだつきのため扇せん情じよう的てきというにはほど遠い。

　どこか少女っぽさの残る、いかにも和風で柔にゆう和わな風ふう貌ぼう。いまひとつピントの合っていない眠ねむそうな目つき──その間ま延のびした喋しやべり方と同様に、いかにも吞のん気きそうな印象の持ち主である。

「もう勝負はついちゃってるわよ～」

　奈々子の言う通り、静馬と乱闘騒ぎを起こした三人の生徒はすでにＫＯされていた。これもほぼお決まりのパターンである。静馬と勝負して一分以上持ちこたえられる生徒がいないため、美沙緒が駆かけつける頃ころにはすべてが終わっているのだ。おかげで美沙緒は静馬がケンカしている姿をまだ一度も目にしていない。

「ねえミサッチ、ボールペン持ってる～？」

「何に使うの？」

「いいから貸かして～」

　美沙緒からボールペンを受け取った奈々子は、倒たおれている生徒の傍そばにしゃがみ込こんだ。生徒の顔面には靴くつの跡あとがくっきりと残り、鼻はひしゃげて真横に曲がっている。奈々子はボールペンを生徒の鼻の穴に無造作に突つっ込むと、グッと捻ひねるように上に持ち上げ、軟なん骨こつの位置を元に戻もどした。







[image: ]







「はい、ありがと～」

　奈々子が返したボールペンには、血と鼻水がベットリと付着していた。

（これだから……もう～！）

　美沙緒は叫さけび出したくなるのをどうにか我が慢まんした。

　菱沼奈々子はお嬢じよう様さま育ちということもあってか、極きわめて自じ己こ中心的でマイペースな性格の持ち主である。藤堂校長の姪めいでもあるため、それについて誰だれも注意しないこともその性格を助長していた。これで生徒からの評ひよう判ばんはすこぶる良いのだから不思議だ。

「それにしても、草[image: ]君の手て際ぎわの良さには感心させられるわ～」

「どういうこと？」

「だって～、これだけ派は手でに暴れてるのに誰にも大おお怪け我がさせてないんだもの～。打だ撲ぼく傷しようはあっても骨こつ折せつした子はいないのよ～」

　軟骨を修しゆう正せいした時と同じく怪我人を手て荒あらに扱あつかいながら、奈々子はコメントした。奈々子は外見に似に合あわず整せい体たい術じゆつの達人であり、人体についての知ち識しきは校医という肩かた書がき以上に豊ほう富ふである。

「草[image: ]君はプロだわ～。ケンカのプロよ～」

「プロ……」

　その言葉は美沙緒にとっては慰なぐさめのようでもあり、またその逆のようにも思えた。




「ケンカのプロ!?　そんなものが何の役に立つというんですか！」

　昼休み──校長室で美沙緒を待っていたのは、鬼おにの学年主しゆ任にん・早乙女の説教だった。

「この一週間で彼が起こした騒そう動どうはいったい何件けんだとお思いですか？　十五件ですよ!?これは担たん任にんであるあなたの監かん督とく責せき任にんが……」

「待ちたまえ、早乙女君」

　資し料りように目を通していた藤堂が制せい止しした。

「この際さい、数は問題ではない。肝かん心じんなのはその内ない容ようだよ」

「すべての乱らん闘とう事件の中心にいるのは草[image: ]静馬です。内容がどうであれ──」

「君の言いたいことは分かる。だが少し黙だまって聞きたまえ」

　藤堂はパイプの灰はいを捨すてると、新しい煙草たばこを詰つめて専せん用ようのライターで火を着けた。紫むらさき色いろの煙けむりとともに独どく特とくの濃のう厚こうな香かおりが校こう長ちよう室しつに広がる。

「この一週間の草[image: ]君の動向について、私は詳くわしい報ほう告こくを受けている。それで分かっているのは、これらの騒動は彼が自分から起こしたものではないということだ。ほとんどの騒動は、学園祭で彼に敗れ、部費を獲かく得とくできなかった格かく闘とう系けいサークルによる報ほう復ふく攻こう撃げきだ。彼はそれを迎むかえ撃うったにすぎない」

「では正当防ぼう衛えいだと？」

「そういうことになるな」

「バカな！」

　興こう奮ふんする早乙女を、藤堂は手で制した。

「これは私も予想していた事じ態たいだ。驚おどろくには値しない。草[image: ]静馬は非ひ常じように目立つ新参者であり、その実力は脅きよう威いだ。校内に彼を排はい除じよしようとする動きが現あらわれるのは当然のことだろう」

「では何が問題だと？」

「その手口だよ」

　校長は報告書の紙面を手の甲こうで叩たたいた。

「草[image: ]君に対する彼らの攻こう撃げきは散発的だ。一度に攻撃に出る人数は二人から四人。当初は草[image: ]君が人目につかない場所にいるところを狙ねらっていたが、今週に入ってからは明らかに隙すきを窺うかがっている。今日に至いたっては体育の授業のための着き替がえ中に襲おそっている。これをどう思うかね？」

「……おっしゃる意味がよく分かりませんが」

「セコいと言っているのだよ！」

　その言葉に、美沙緒と早乙女はともに面めん食くらった。藤堂の目線は普ふ通つうの教きよう職しよく者しやとはまるで違ちがう方向を向いている。

「彼らの目的は何だ？　草[image: ]君を倒たおすことだろう。しかしこれではただの嫌いやがらせ以下ではないか。勝つための戦せん略りやくもなければ美学もない！　嘆なげかわしいことだと思わんかね!?」

「校長はどちらの味方なのですか？」

「どちらでもない。この高校の生徒全員が私の教え子だ。だからこそこの事態を憂うれえている。部活動としての格かく闘とう技ぎを奨しよう励れいしてきたが、期待した効こう果かがまるで上がっていないことが証しよう明めいされたようなものだからな。技ぎ術じゆつは教えることができる……問題は『闘たたかう精せい神しん』を教える者がいないということだ！」

　藤堂はいったん言葉を切った。みずから興こう奮ふんを静めるようにしばらく沈ちん黙もくした後、明るい口調に戻もどって言う。

「私の不満はもう一つある。草[image: ]君が闘っている現げん場ばをこの目で見られないことだ。なにしろ簡かん単たんに決着がついてしまうからな」

　現場に居合わせたら教師としては止めるべきじゃないのかしら──美沙緒はそう思ったが口には出さなかった。




　　　　☆




「あ～退たい屈くつや～オモロない～～」

　コンクリートの床ゆかに仰あお向むけに寝ね転ころんだ静馬は、流れる雲を眺ながめながら不平をもらした。

　静馬がいるのは屋上のさらに上にある給水塔とうの横である。昼休みだというのにヒマを持て余しているのは、校内をウロウロしているとまたぞろ格闘サークル連合の挑ちよう戦せんを受けるハメになるからである。別に受けてもいいのだが、相手が弱すぎて物足りないにもほどがあった。

「スライムはもうええねん。もうちょいレベルの高い奴やつの相手したいわ～」

「ああ、その例えはナイスですね」

　梯はし子ごを登ってきた大作が相あい槌づちを打った。静馬の傍かたわらに胡座あぐらをかいて座すわると、学食で買ってきたオニギリを食べ始める。

「学園祭で格闘大会が開かれるくらいだから、もう少しマシな挑戦者がいてもいいと思うんですけどね。どうしてこんな事になっちゃったんだか……」

「強い奴はいてへんわけやない。けど、ただ様子見とるだけでワシとやり合う気はないみたいやな」

「いっそ道場破やぶりでもします？」

「それもええかも知れんな～」

　口ぶりとは裏うら腹はらに、静馬が今ひとつ乗り気でないのは明らかだった。本当にいいアイデアだと思えば即そく座ざに行動に移うつすタイプなのだ。

　昼食を食べ終えた大作は、静馬の隣となりに並ならんで寝転がった。

「結局、みんな厄やつ介かい事ごとを避さけたいんですよね。静馬さんと勝負してもメリットがないと思ってるんですよ。最近は涼子さんも構かまってくれないし……」

　しばしの沈ちん黙もく。

「でもよく考えたら、校長先生は静馬さんのケンカを黙もく認にんしてるんですよね。これだけ乱らん闘とう騒さわぎを起こしても停学どころか注意もされないし」

「黙認やのうて、いっそ公認してくれたらええねん。ショッパいケンカはもう願い下げや」

「学校公認のケンカですか？　あはは、そりゃいいや」

　大作は気のない返事をして笑ったが、数秒経たってからガバッと身体からだを起こした。

「静馬さん……それ、結けつ構こう面おも白しろいアイデアかも知れませんよ。冗じよう談だんじゃなくて！」




「ハハハ……冗談にしては面白すぎるな、神矢君」

　放課後の校長室──大作の話を聞いた藤堂は声を上げて笑った。

「ケンカ御ご免めんか……フフ、確たしかに面白い。面白い話だが──」

「ダメでしょうか？」

　大作の問いに、藤堂はすぐには答えず、指先でマホガニーのデスクをトントンと叩たたいた。校長の頭の中でさまざまな思おも惑わくや計算が飛び交かっていることは容よう易いに見て取れる。常じよう識しき的な人間なら答えはＮＯと決まっている問いに、藤堂は一分という時間を費やして答えた。

「……草案をまとめるのにどれくらいかかる？」

「遅おそくとも今週中には」

　大作は力強く言い切った。藤堂の口元に笑えみが浮うかぶ。

「そのアイデアを実現するには君一人の力では無理だ。有能なスタッフが必要だろう」

「スカウトしましょう」

「当てはあるのかね？」

「足で探さがしますよ」

「人選は任まかせよう。準じゆん備びが整うまで草[image: ]君を大人しくさせておけるかね？」

「それについては僕ぼくに考えがあります」

「よろしい！　この件けんに関してはすべて君に一任にんする。ただちに行動に移りたまえ」

「はい。ありがとうございます！」

　一礼して退出しようとする大作を、藤堂が呼よび止めた。

「待ちたまえ。計画の名前を決めておこう」

「名前……ですか？」

　キョトンとしている大作に、藤堂は悪戯いたずらっ子のような笑みを浮かべて言った。

「極ごく秘ひの計画にはそれらしい名前が必要だ。そう──〈プロジェクトＫ〉というのはどうかね？」










　第六話　ケンカ買います







げこくじょう【下剋上】地位の低い者の勢せい力りよくが上位の者を圧あつ倒とうすること。臣下が君主を凌しのぐこと。
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　早乙女さおとめ巌いわお、四十一歳さい。

　職しよく業ぎよう・高校教きよう師し。

　担たん当とう教科は体育。

　空手四段だん、柔じゆう道どう三段、剣けん道どう二段、珠しゆ算ざん一級の腕うでを誇ほこる、大だい門もん高校の教員随ずい一いちの猛も者さと呼よばれた男。

　鬼おにの学年主任として生徒はもとより同どう僚りようの教職員からも恐おそれられる彼の目下の懸けん案あんは、前代未み聞もんのケンカ特待生──草くさ[image: ]なぎ静しず馬まの処しよ置ちであった。

　早乙女から見た草[image: ]静馬は、学園に侵しん入にゆうしてきた『異い物ぶつ』に他ほかならない。

　静馬の行くところ必ず騒そう動どうが起こり、平へい穏おんであるべき日にち常じようは混こん乱らんと喧けん噪そうに取って代わられる。学園祭を機にやってきた静馬は、それ自身が『祭』の非日常性を体たい現げんしているような存そん在ざいといえた。

　異物はその存在を日常化して受け入れるか、さもなくば排はい斥せきするかである。早乙女の考えでは、静馬を現状のままで受け入れることなどあり得なかった。静馬の勝手気ままな行動を許ゆるしていては、学園全体の秩ちつ序じよが瓦が解かいしかねない。

　厄やつ介かいなのは静馬の行動を止められる人間が学園内にいないことだった。藤とう堂どう校長は静馬の転入を許きよ可かした張ちよう本ほん人にんであり、静馬の起こす騒動を明らかに楽しんでいる。何らかの口実を見つけて処分しようにも、乱らん闘とう騒さわぎに関して言えば静馬の立場はいわば被ひ害がい者であり、当人には何の落ち度もなかった。静馬を処しよ罰ばつしようとすればケンカを仕し掛かけた側の生徒も同様に罰することになるが、その数は今や二〇名近くに及およんでいる。演えん劇げき部の学園祭公演での乱闘事件の関係者を含ふくめればその数はさらに倍。校長が静馬のケンカを黙もく認にんしているからこそお咎とがめなしで済すんでいるが、表おもて沙ざ汰たになれば大変な不ふ祥しよう事じである。

　このままでは済むまい──済むはずがない。

　早乙女はそう確かく信しんしていた。

　静馬が転入してからというもの、校内は不穏な空気に包まれている。静馬と生徒たちの摩ま擦さつが決定的な事じ件けんを引き起こすのもそう遠い先の話ではないだろう。

　そして何より、藤堂校長の専せん横おうをこれ以上許ゆるすわけにはいかない。考えようによっては静馬の起こす騒動は藤堂校長の勢力を殺そぐまたとないチャンスともなる。早乙女はその機会を最さい大だい限げんに利用する心づもりだった。

　そう秘ひそかに決意している早乙女だが、藤堂に対して個人的に思うところがあるわけではない。彼の〈教育愛〉が一いつ刻こくも早く事じ態たいを収しゆう拾しゆうせよと彼自身に命じているのだ。

　──このままで済ませてなるものか。

　仏ぶつ頂ちよう面づらに静かなる闘志を隠かくし、授業中の人気のない廊ろう下かを歩いていた早乙女は、職員室前掲けい示じ板ばんの脇わきを行き過すぎたところで足を止めた。そのまま数歩後あと戻もどりし、身体からだごと九〇度左を向く。早乙女の目に留まったのは見み慣なれない貼はり紙だった。

「……何だ、これは？」

　早乙女は貼り紙の見出しにまず驚おどろき、そこに書かれている文面をまじまじと凝ぎよう視ししてから、もう一度うなった。

「何だ、これは!?」

　早乙女のこめかみに太い血管の筋すじが浮うかぶ。

『ケンカ買います』──その貼り紙の見出しにはでかでかとそう書かれていた。




　一時じ限げん目めの始業前に最初の一枚まいが掲示板に貼り出された『ケンカ買います』の貼り紙は、昼休みには全校の至いたるところで見られるようになった。その数およそ百枚。モノクロコピーで刷すられた貼り紙の文面はすべて同じ内ない容ようだった。

　告知の主は草[image: ]静馬。

　対戦相手を募ぼ集しゆうする文面だが、その要よう項こうとして一方的な条じよう件けんが並ならべられていた。

『一つ、対戦希望者はその旨むねを口頭にて草[image: ]静馬本人に申し入れること』

『一つ、対戦は自由格かく闘とうによる個人戦を原則とする』

『一つ、対戦の場所と時じ刻こくは草[image: ]静馬が自由に指定できる』

『一つ、対戦の一部始終は全校生徒に公開されるものとする』

『一つ、対戦の結果は後日掲示板にて公表され、その記録は大門高校が存続する限かぎり保ほ存ぞんされる』

　この五箇か条じように加え、特記事じ項こうとして以下の一文が添そえられていた。

『なお、以上の条件に同意することなく推すい参さんした者はケチョンケチョンにブチのめした後、全ぜん裸ら逆さかさ磔はりつけの刑けいに処すものとする』

　凄すさまじいまでの自信に満ちた挑ちよう戦せん状じようである。

　誰だれが相手でも絶ぜつ対たいに勝てるという確信がなければこんな宣せん言げんはできない。

　静馬を単たん純じゆんにひょうきんな男としか思っていない一いつ般ぱんの生徒には笑える紙切れでしかないが、わずかにでも対たい抗こう意い識しきを持つ者にとって、その文面から匂におってくる天てん井じよう知らずの傲ごう慢まんさは鼻持ちならないものだった。

「フン……赤ザルのくせに生意気な」

　図書館前の廊ろう下か──掲けい示じ板ばんに貼はり出された問題の貼り紙を前に、仁に王おう立だち＆腕うで組ぐみの涼りよう子こは苦々しげに鼻を鳴らした。

　貼り紙の噂うわさを聞いても無視を決め込こんでいた涼子だったが、目に付く場所に堂々と貼られていたのでは見ざるを得ない。涼子は貼り紙のふざけた内ない容ようはもとより、見たくもないものをつい見てしまった自分に対しても腹はらを立てていた。

「涼子さ～ん！」

　潑はつ剌らつとした少年の声が近付いてくる。涼子は駆かけ寄よってくる気配をギリギリまで引きつけてから、剣けん道どうで鍛きたえた足さばきでサッと身を躱かわした。

　びたぁん！

　駆けてきた少年が涼子の目の前ですっ転び、床ゆかに張はり付くようにうつ伏ぶせに倒たおれた。

「よ、避よけるなんて……」

「いきなり抱だきついてくりゃ当然避けるわよ。避けないと思っているあんたの頭の方がどうかしてるわ」

「そんなぁ……僕ぼくと涼子さんの仲じゃないですか」

　その少年──大だい作さくは身を起こすと、潤うるんだ瞳ひとみで涼子を見上げた。何な故ぜか横よこ座ずわりになってしなを作っている。子犬のような目で見つめられると、涼子は自分の中で急きゆう激げきに気き勢せいが萎なえていくのを感じた。

　静馬と大作の転校生コンビは涼子に対して馴なれ馴れしいという点で共通しているが、無む神しん経けいに図ずう々ずうしく迫せまってくる静馬と違ちがい、大作の場合は美少年然とした外見と愛あい嬌きようで人の警けい戒かい心しんを解とき、懐ふところにするりと潜もぐり込んでくる。それがこの少年の恐おそろしいところだった。

「可愛かわいい子ぶったって無む駄だよ。赤ザルの手下のくせに」

「手下だなんて心外だなあ。あえて言うなら腰こし巾ぎん着ちやくですよ」

「要するに金魚のフンでしょ!?」

「フンじゃないですよ。静馬さんがアンコウなら、ちょうちんの部分が僕です」

「自分で言ってりゃ世話ないわ」

　涼子は大作の襟えり首くびを摑つかんで強ごう引いんに立ち上がらせると、鼻先を貼はり紙に押おし付けた。

「これはいったい何よ？」

「僕が作成したんですよ。なかなかいいでしょ？　静馬さんの希望をこうして明文化できるのは僕だけですからね」

「こんなもの貼り出して、いったいどうなると思ってんの!?」

「どうなると思います？」

　大作に逆に聞き返されて、涼子は返答に詰つまった。この挑ちよう戦せん状じようの意図するところが当初思っていたほど単純なものではないと気付いたからだった。

「誰も……誰も挑戦してこなくなるわ」

「ご名答。さすがは涼子さんですね」

　大作はそう言ってニッコリと微ほほ笑えんだ。

　考えてみれば簡かん単たんな話だった。貼り紙に書かれた条じよう件けんは非ひ常じように厳きびしい。静馬と正面切って勝負して勝てるという自信がなければ挑戦は出来ない。負ければその不様な姿すがたを全校生徒の前にさらすことになるからだ。また腕うでに覚えがある者でも、貼り紙を見てすぐに挑戦してくるはずはなかった。真しん剣けん勝負に臨のぞむにはそれなりの準じゆん備び期間が必要なのだ。

「この貼り紙はザコ除よけのためもありますが、真の目的は時間稼ぎなんですよ」

「時間稼ぎ……？　いったい何を企たくらんでるの？」

「それは秘ひ密みつです。まあ、おおよそのところは貼り紙に書いてありますけどね」

「書いてある!?」

　驚おどろく涼子の手から抜ぬけ出した大作は、それ以上の追つい及きゆうを避さけるように距きよ離りを置いた。

「僕は忙いそがしい身なのでこれで失礼しますよ。それじゃ」

「あ、こら！」

　呼よび止める隙すきさえ与あたえずに、大作の姿は校こう舎しやの方へ消えていく。この逃にげ足の速さもまた大作の持つ侮あなどりがたい得ス意キ技ルの一つであった。




　　　　二




「ヒマやの～……あ～退たい屈くつじゃ～」

　放課後の廊ろう下かをブラブラと歩きながら、静馬は今にも死にそうな口ぶりで文もん句くをたれた。

『ケンカ買います』の貼はり紙を出して二日──静馬をつけ狙ねらっていた格かく闘とうサークル連合は鳴りをひそめ、かといってまともな挑戦者が現あらわれることもなく、静馬の周囲は完全に無風状じよう態たいになっていた。ただし静馬の場合、ケンカをしていない時はいつでも退屈しているので、このコメントは当てにならない。

「のう大作、あの貼り紙はホンマに役に立っとるんやろなあ？　だ～れも挑ちよう戦せんしてけえへんやんけ」

「ザコの相手はもう嫌いやだって言うから手を打ったんじゃないですか」

「脅おどしが効ききすぎとるんとちゃうか？」

「それを狙ねらってたんですから当然の結果じゃないですか」

「それにしても誰だれも相手にしてくれへんっちゅうのは問題やぞ。学園祭のあのノリはどこへ行ってしもたんや？」

「年がら年中お祭り騒さわぎの学校なんてあるわけがないじゃないですか」

「つまらんのう」

「ほんとワガママなんだから……」

　肩かたをすくめながら、大作も内心ではこの静けさは予想外だと感じていた。

　貼り紙は露ろ骨こつな挑戦状だった。転入生がこんな行動に出れば、それに反発する者たちがすぐに報ほう復ふくにやってくるのが普ふ通つうの反はん応のうである。ザコが尻しり込ごみして寄よりつかなくなったのは計算通りだが、それ以外の腕うでに覚えのある上級生にも目立った動きが見られないのは肩すかしという他ほかはない。静馬との勝負にメリットを見いだしていないのか、あるいは静馬の実力を量りかねているのか──どちらにしても消極的すぎる反はん応のうだった。

「──おっ？」

　静馬が何かに興きよう味みを惹ひかれたらしく、手すりから外に身を乗り出した。二人がいるのは特別教室のある棟とうの二階である。大作も静馬の横に並ならんでその視し線せんの先を追ったが、静馬が見つけたものを特定するまでに十秒近くかかった。中庭を挟はさんださらに向こう側、図書館へ続く通路の脇わきの辺りに人ひと影かげがある。大作の裸ら眼がん視力では顔の判はん別べつもつきかねる距きよ離りだった。

　大作は常じよう時じ携けい帯たいしている小型カメラを取り出すと、ファインダーを覗のぞき込こんだ。ズーム機き能のうを使って静馬の注目している人物を捉とらえる。

　人影は二人だった。教きよう師しと生徒である。教師の方は学年主任の早乙女巌、生徒の方は男子というだけで学年までは分からない。早乙女は男子生徒の襟えり首くびを摑つかんで壁かべに押おし付けるようにして立たせ、何事か説教している様子だった。

　背せ筋すじを伸のばし胸むねを張はって直立している早乙女に比くらべ、生徒の方は明らかにふて腐くされた態たい度どで、早乙女が手を放せばそのまま地面にへたり込みそうなほど身体からだに力が入っていない。

　パン、という高い音が二人のいるところまで聞こえてきた。口答えした生徒に早乙女が平手打ちを食くらわせたのである。

「──それが目上の者に対する態度か！」

　中庭に野太い怒ど声せいが響ひびく。早乙女は平手打ち一発で倒たおれた生徒の髪かみをわし摑づかみにして立たせると、直立不動の姿し勢せいを取らせて説教を続けた。

　手すりに片かた足あしをかけた静馬は、掌てのひらを目の上にかざし、笑いの形に口をアングリ開けてその様子を眺ながめている。

「ほほ～う、このガッコにも気合いの入った先公がいてるやんか」

「そうですか？」

　肯こう定てい的な静馬のコメントに、大作は軽い驚おどろきを感じた。

「僕ぼくの経けい験けん上、あの手の教師にロクなのはいないんですけどねえ……」

　怪け訝げんな面おも持もちになりながら、大作はカメラのシャッターを切った。




　　　　☆




　その翌よく日じつ──

　昼休みのＤＪ番組が終わったのを見計らい、大作は放送室のドアをノックした。顔を出した一年生の女子に取り次ぎを頼たのむと、すぐに返事があって中に通される。

「お邪じや魔ましま～す」

　愛あい嬌きようたっぷりの笑えみを振ふりまきつつ入っていくと、さほど広くないブースの奥おくに腰こし掛かけている二年生が顔を上げた。

「また来たの、神かみ矢や君？」

　張りと丸みのあるよく通る声。さっぱりとしたショートシャギーの髪かみと小作りの顔に特とく徴ちようがあるその女子生徒は、直前までＭＣを務つとめていた放送部の部長──藤ふじ島しま夏なつ美みである。

　ここ数日、大作は文化系けいの各サークルを一通り見学して顔を売っていた。夏美とは放送部の部室で一度顔を合わせている。

「藤島先せん輩ぱいにちょっと伺うかがいたいことがありまして……」

「入部希望ってわけじゃなさそうね。何？」

「学園祭の異い種しゆ格かく闘とう技ぎ大会で実じつ況きようアナウンスをやったのって、藤島先輩でしたよね？」

　夏美は自分専せん用ように持ち込んだらしいマグカップの紅こう茶ちやで喉のどを潤うるおしてから、答えた。

「そうだけど？」

「格闘技に興味がおありなんですか？」

「どうしてそんなこと聞くの？」

「やっぱりアナウンサーだってある程てい度どの予よ備び知ち識しきを持ってないと、実況ってできないと思うんですよ。異種格闘技戦だと出てくる技わざも様々だし、勝負の機き微びだって理り解かいしてないと適てき当とうなことは語れないでしょう？　だから藤島先輩はもともとそっち方面に詳くわしい人なのかなって」

　大作の問いに、夏美は首を横に振ふった。

「格闘技の知識なんて持ってなかったわ。勉強したのよ。ビデオだけで一〇本以上観みたかしら。それ系の本なんて二〇冊じゃきかないわね。校長先生がその手の資し料りようをいっぱい貸かしてくれたから集める苦労はなかったけど」

「全部頭に入ってます？」

「まさか。でも本番になるとけっこうスラスラ出てくるもんよ。不思議なことに」

「さすがですね。やっぱり才能のある人は違ちがうなあ」

　大作が素す直なおに感心すると、夏美は小首を傾かしげてこめかみの辺りを指先で搔かいた。それが照れ隠かくしの癖くせであることを大作は見み抜ぬいている。

　昼休みの終しゆう了りようを告げるチャイムが鳴った。放送スタッフを担たん当とうしている一年生がＣＤや資料を慌あわてて片づけ始める。大作は滑すべるような足取りで夏美に触ふれんばかりに接せつ近きんし、素す速ばやく彼女の左手を取って一枚のカードを握にぎらせた。

『──放課後、お待ちしています』

　そう耳打ちするとすぐに離はなれ、出口のドアに向かう。

「お邪じや魔ましました～」

　入ってきた時と同じように元気に挨あい拶さつすると、大作はキョトンとしている夏美を残して放送室から退たい散さんした。




　その日の午後の授じゆ業ぎようを、藤島夏美はまったくの上の空の状じよう態たいで過すごしていた。大作の残した謎なぞのメッセージのためである。

　──放課後、視し聴ちよう覚かく室にて。

　大作から渡わたされたカードにはそう走り書きされていた。そのメッセージが何を意図したものなのか、考えれば考えるほど夏美は落ち着かない気分になった。

　学園祭を機にやってきた二人の転入生のうち、夏美はむさくるしい野や人じんの方にはほとんど興きよう味みを惹ひかれていなかった。女子として気になるのは当然ながら愛くるしい美少年の方である。その大作が自分だけにこのメッセージをよこしたのだ。これで落ち着けという方が無理な話である。

　授業中、夏美の顔色は赤くなったり青くなったりを繰くり返していた。

　放課後の視聴覚室で美少年と二人きり──そのシチュエーションを想そう像ぞうするだけであらぬ妄もう想そうがふくらみ、胸むねは高鳴り、思わず頰ほおも緩ゆるみがちになる。

　しかしその一方、大作はバンカラ怪かい人じんの相方でもある。

　もし大作が単なる連れん絡らく役やくで、このメッセージも自分を誘おびき出すための罠わなだとしたら──そう考えると、人気のない放課後の視聴覚室のイメージはとたんに不ふ吉きつなものに変わった。想像は悪い方向へふくらみ、すきま風のためではない寒気が背せ筋すじに走り、頰も強こわ張ばる。

　六時じ限げん目の終しゆう了りようを告げるチャイムを聞く頃ころには、夏美の頭の中は期待と不安が混こん濁だくしたマーブル模も様ようになっていた。

（あれこれ考えるだけ無む駄だだわ。どうせ行けば分かることだし）

　夏美はそう思い切って雑ざつ念ねんを振ふり払はらうと、教室を出て放送部の部室へ向かった。部室のロッカーに鞄かばんを置き、部員に用事があるから後でまた来ると言こと付づけてから、視聴覚室のある棟とうに足を運ぶ。

　階かい段だんを上がり、目的の場所に近付くにつれ、夏美は身体からだがギクシャクする感覚に襲おそわれた。足元がおぼつかなくなり、階かい段だんを踏ふみ外しそうになって思わず手すりに摑つかまる。自分が極度に緊きん張ちようしていることに気付き、夏美は失しつ笑しようした。

「何やってんの、あたしは!?」

　深しん呼こ吸きゆうして緊張をほぐすと、今度はしっかりした足取りで廊ろう下かを奥おくへと進む。

　視聴覚室は三階の隅すみにあった。ドアの前に立った夏美はしばし逡しゆん巡じゆんした。ドアにはまっている大きな磨すりガラスは暗く、遮しや光こう幕まくが降おろされているらしいと分かる。一いち抹まつの不安が頭をもたげたが、やがて好こう奇き心しんの方がそれを上回った。

　夏美が取っ手に手をかけると、力を加えていないのにドアがスライドして開いた。自動ドアではない。内側から開かれたのだ。

「やあ、来てくれたんですね。どうぞ中へ」

　顔を出した大作に腕うでを摑まれ、夏美は抵てい抗こうする間もなく視聴覚室に引き込こまれた。背はい後ごで大作が素す速ばやくドアを閉め、錠じようをおろす。

「皆さんもう来てますよ。先せん輩ぱいが最後の一人です」

「え？　みんなって……!?」

　思いもよらぬ大作の言葉に、夏美は慌あわてて教室内に目を向けた。教室には大作以外にも五人の人間がいた。全員が男子生徒で、それぞれ思い思いの席に座すわっている。

「藤島君じゃないか。君も呼よばれていたのか」

　黒くろ縁ぶち眼鏡めがねをかけた生徒が夏美に声を掛かけた。瘦やせぎすで血色の悪いその顔には見覚えがあった。夏美と同じクラスの伊い福ふく部べ吉よし光みつである。

「どうして伊福部君がいるの？」

「神矢君に呼ばれたからだよ。君と同じにね。ここにいる四人もそうだ」

「何の理由で？」

「それは我われ々われも知りたいことさ」

　そう答えた生徒も含ふくめ、伊福部以外の四人は夏美とは面めん識しきがなかった。大作に誘さそわれて集まった六人のうち、事じ情じようを知らされている生徒は一人もいないらしい。だからといって騒さわぎ立てる様子が見られないのは、体育会系けいの生徒がいないためだろう。

「これで全員集まったということだな？　なら、そろそろ事情を話してもらおうか」

「そうですね。藤島先輩も適てき当とうな席に座ってください」

　大作に言われるまま、夏美は伊福部の後ろの席についた。

「ふうむ、七人か……まさか野の武ぶ士しと戦うわけでもあるまいに」

　人数を数えた伊福部がそう言って笑ったが、『七人の侍さむらい』を観みていない夏美には何のことやら分からなかった。

　大作が教室の灯あかりを消すと、遮しや光こう幕まくの降ろされている視し聴ちよう覚かく室は暗くら闇やみに包まれた。すぐにプロジェクターの電でん源げんが入り、正面にあるスクリーンが白く照らされる。天地逆ぎやくの数字でカウントダウンが始まり、やがてカラーの映えい像ぞうが映うつし出された。

『──よくぞ集まってくれた。我わが精せい鋭えいたちよ』

　スピーカーから渋しぶ味みのある男の声が聞こえてくる。続いてスクリーンに現あらわれた人物を見て、夏美はアングリと口を開けた。

『私が大門高校校長、藤堂鷹たか王おである！』

　サングラスをかけた怪あやしげな中年紳しん士しはそう名乗った。

　どうやら悪い方の予感が当たったらしい──夏美はそう直感した。




　　　　三




「こら～～、草[image: ]く～ん！」

　朝の大門高校──一年生の教室の並ならぶ廊ろう下かに教きよう師しの怒ど鳴なり声が響ひびいた。

　怒鳴り声といっても声質が幼おさないので迫はく力りよくに欠けているうえ、当人を知っていなければそもそも教師の声だとは思われないだろう。たまたま近くを通りかかってその声を耳にした早乙女巌は、教師として致ち命めい的な要素だとつくづく思った。

「廊下を走っちゃダメ～～！」

　注意している教師は青あお木き美み沙さ緒お、そして注意を受けている生徒は草[image: ]静馬だった。何が楽しいのか高笑いしながら廊下を爆ばく走そうしていた静馬は、美沙緒の注意でピタリと足を止めた。大人しく注意に従したがったように見えた静馬は、立ち止まったまましばし思案した後、名案を思いついたようにポンと手を打った。

「確たしかに廊下は走ったらあかん。人にぶつかったら危あぶないもんな……せやけど、空中やったらええやろ？」

　言うなり、静馬は床ゆかを蹴けって壁かべを駆かけ上がった。勢いきおいにまかせて壁から天てん井じようへ、螺ら旋せんを描えがくように走り抜ぬける。異い常じような身体能のう力りよくを見せつけられて呆ぼう然ぜんとなる美沙緒だったが、生徒たちがパニックに陥おちいっているのに気付いて我に返った。

「壁も天井も走っちゃダメ～～～!!」

　それを聞いた静馬は壁と天井の角に張り付くようにして停止した。

「何や、つまらんのう」

　唇くちびるを尖とがらせて文もん句くを言いつつ、猫ねこのような身軽さで床に降おり立つ。

　廊下の隅すみに立ったまま一部始終を観察していた早乙女は、静馬の視し線せんが自分の方に向けられたのに気付いてわずかに眉まゆをひそめた。

「おっ！　早乙女のとっつぁんやんけ～～」

　早乙女を見つけた静馬が目を輝かがやかせる。早乙女は戸と惑まどった。藤堂から釘くぎを刺さされていることもあり、早乙女は静馬の行動をそれとなく観察することはあっても、あえて接せつ触しよくは避さけてきたのだ。静馬の方から近ちか寄よってくるとは予想外の事じ態たいである。

　ここは速すみやかにこの場を離はなれるべきか──早乙女が対たい処しよ法ほうを決めかねていると、静馬は一直線に向かってきた。

「おっはようさ～ん！」







[image: ]







　静馬が挨あい拶さつとともに床を蹴って跳ちよう躍やくする。

　その直後──早乙女の視界いっぱいに靴くつ底ぞこが迫せまってきた。




「ずいぶんと面おも白しろい顔になっているじゃないか。ええ？　早乙女君」

　そう言うと、藤堂校長は肩かたを震ふるわせて笑った。

「笑い事ではありません！」

　早乙女はマホガニーのデスクに両手を叩たたきつける。校長室に抗こう議ぎにやってきた早乙女の顔には、静馬の靴跡あとがくっきりと赤く残っていた。

「私はいきなり跳とび蹴げりを食くらったんですよ!?　しかも顔面にです！」

「それは見れば分かるよ。うん。ドーランで隠かくした方がいいな。見せびらかすものでもないだろう」

「これがどういう事じ態たいか理り解かいされているんですか、校長！」

　笑いをこらえて頰ほおを引きつらせている藤堂に、早乙女は食ってかかった。

「私は奴やつに何もしていない！　ただ見ていただけです！　それなのに跳び蹴りですよ!?奴の頭はどうかしている！　クレイジーだ!!」

「落ち着きたまえ。君は教師としては不適てき切せつな言葉を使っている」

「これが落ち着いていられますか！　即そつ刻こく、奴を停学にすべきです！　それよりまず親だ、親を呼よべ！」

「生徒を『奴』呼ばわりするのはやめたまえ。それと、親より先に呼ぶべき人物がいる」

　藤堂は内線電話の呼び出しボタンを押おした。ほとんど間を置かずにノックの音がして、一人の生徒が校長室に入ってくる。神矢大作である。

「神矢君、君は草[image: ]君の生態に関しては唯ゆい一いつの専せん門もん家かだ。今回の件けんについての君の意見を聞こう。早乙女君の顔面に跳び蹴りを食らわせた理由について、何か思い当たる節はあるかね？」

「そうですね……まず静馬さんの体調ですが、今日は朝っぱらからテンションが上がっていたことは事実です」

　バインダーに挟はさんだ資し料りようを見ながら、大作は真ま面じ目めくさった口調で答えた。

「ハイテンションの理由についてはよく分かっていません。月げつ齢れいと密みつ接せつな関係がありそうですが、詳くわしいデータが取れていないので断だん言げんはできません」

「月の引力の影えい響きようが人間の体調に変化をもたらすという説は信しん憑ぴよう性せいがある。彼の場合それが顕けん著ちよな現げん象しようとして現あらわれるのかも知れんな」

「そんなことはどうでもいいでしょう！　まさか月のせいだなどとおっしゃるわけじゃないでしょうね!?」

　まったく他ひ人と事ごとのように話している二人に、被ひ害がい者の早乙女は苛いら立だちを露あらわにする。藤堂はフムと鼻を鳴らすと、話を続けた。

「それで、跳とび蹴げりという行動に至いたった動機は何だと思うかね？　怨えん恨こんか？」

「これまで、静馬さんと早乙女先生の間に直ちよく接せつの接せつ触しよくはありません。動機として怨恨のセンはないでしょう。転入してきたばかりで、この学校で特に親しい付き合いをしている人間もまだいないため、誰だれかの敵かたき討うちとか、依い頼らいされてということもないと思います」

「家系を三代ほどさかのぼって調べてみてはどうかね？　先せん祖ぞの恨うらみということもある」

「これは殺人事件ではありません！　誰が見ても明らかな暴ぼう行こうで、現げん行こう犯はんです！　犯人だってはっきりしてる！　金きん田だ一いち何助とかシャーロック何ムズとかの出番はないんだ!!　はぐれ刑けい事じ何情派はも関係ない！」

「そんなことは君に言われるまでもない」

　早乙女の抗こう議ぎを藤堂は聞き流した。

「それで、怨恨でないとすると彼は何な故ぜそのような行動に出たのかね？」

「おそらく静馬さんには早乙女先生に対する害意はなかったと思われます」

「害意はない？　ならば跳び蹴りにはどんな意味が？」

「静馬さんなりの親愛の表現というか……要するにただの挨拶です」

「挨あい拶さつう!?」

　早乙女の顔面が脳のう天てんから煙けむりを吹ふき出しそうなほど真っ赤に染そまった。ギリギリと歯は軋ぎしりの音が鳴る。

「ふざけるのもたいがいにしろ！　挨拶で跳び蹴りを食らわす人間がどこにいる！」

「いえ、これは事実です。静馬さんは朝の挨拶をしながら蹴っています。現場にいた生徒からの証しよう言げんも取れています。間ま違ちがいありません」

「ふむ……興きよう味み深い話だ」

　藤堂は椅い子すの背せに身体からだをもたれた。火のついていないパイプを手の中でもてあそびながら少し考え、再ふたたび口を開く。

「しかし何な故ぜかね？　草[image: ]君に跳び蹴りで挨拶する習性があるとして、何故早乙女君がその対象になる？」

「可か能のう性せいとして考えられることはあります。あくまで僕ぼくの推すい測そくなんですが──」

　大作はそう断ことわりを入れてから、自説を披ひ露ろうした。

「実は数日前、静馬さんは早乙女先生がある生徒に体たい罰ばつを加えている場面を目もく撃げきしています」

「おい待て。私は体罰など……」

「これがその写真です」

　早乙女の言葉を遮さえぎるようにして、大作は用意しておいた数枚まいの写真を藤堂の前に提てい出しゆつした。藤堂は写真に目を通すと、説明の続きを促うながすように大作に視し線せんを戻もどした。

「それを見た静馬さんは、早乙女先生に対して肯こう定てい的な評ひよう価かをしていました。その時点で親近感を抱いだいたものと思われます」

「親近感にもいろいろあるだろう。彼はどういった点を評価したのかね？」

「ええと、つまりですね……静馬さんにとってケンカというのはコミュニケーションの手しゆ段だんの一つであって、自分の利り益えきのために力で相手をねじ伏ふせるというものではないんです。いわば過か激げきなボディランゲージなんですね。ところがそれを理り解かいして応おうじてくれる相手が少ない。だから早乙女先生を見て……」

　藤堂の口元に太い笑えみが浮うかんだ。

「なるほど『話の通じる相手』だと思ったわけだな？」

「その通りだと思います」

「ちょっ……ちょっと待ってください！」

　早乙女が慌あわてて二人の間に割わって入った。

「何を納なつ得とくしているんですか？　私はいわれのない暴ぼう行こうを受けたんですよ!?　過激なボディランゲージですと？　そんな好意的な解かい釈しやくが通用する相手だとお思いですか!?」

「私は神矢君の説を支し持じするよ」

「校長！」

「彼の跳とび蹴げりが軽い挨あい拶さつ代わりだったという説には信しん憑ぴよう性せいがある。草[image: ]君の身体能力と格かく闘とうセンスは並なみはずれたものだ。彼が本気で蹴っていたなら、今いま頃ごろ君の首はコルセットで固定されていなければならんところだ。抗こう議ぎに来る元気もなかったろう。それに、だ」

　藤堂は写真をつまみ上げて、早乙女の目の前でヒラヒラさせた。

「君のボディランゲージもなかなか過激なようだな。草[image: ]君とも気が合いそうだ」

「いや、私は教きよう師しとして……」

「君は以前から、生徒の個性を伸のばす教育こそが必要だと言っていたな。担たん任にんの青木君だけでは草[image: ]君の指し導どうはおぼつかないとも。やはり君の意見は傾けい聴ちように値あたいする。以後、早乙女君にはマンツーマンで草[image: ]君の指導に当たってもらおう」

　さっきまで赤熱するマグマの色だった早乙女の顔はすっかり土気色になっていた。

「草[image: ]君の『挨拶』にはこれからも気軽に応おうじてやってくれたまえ。いいかね？　これは校長としての命令だよ」

　そう言ってダメを押おすと、藤堂は心底楽しそうに微ほほ笑えんだ。




　　　　四




『草[image: ]静馬が早乙女学年主しゆ任にんの顔面に跳び蹴りを食くらわせた事じ件けん』は、瞬またたく間に全校に知れ渡わたった。それだけでも十分に大事件だったが、加害者である静馬が何ら処しよ分ぶんを受けないという報しらせは、事件の第一報ぽうを上回る衝しよう撃げきとなって校内を駆かけ抜ぬけた。

　一時は意い識しき不明の重体とも報ほうじられた早乙女の負ふ傷しようが軽い打だ撲ぼく傷しようにすぎなかったため、生徒たちの動どう揺ようが大きな混こん乱らんに発はつ展てんすることはなかったが、事件の波は紋もんは生徒たちの静馬に対する認にん識しきを改めさせた。

　格かく闘とうサークル連合との小こ競ぜり合あいが黙もく認にんされていたのは静馬が攻こう撃げきを受ける側だったためである。しかし学年主任に跳び蹴りを食らわせた事件はその比ひではない。非は静馬の側にあるはずなのにお咎とがめなしという処しよ遇ぐうは、静馬が〈ケンカ御ご免めん状じよう〉を与あたえられているという明めい確かくな証しよう拠ことなっていた。

　草[image: ]静馬、恐おそるべし──。

　そう感じながらも、しかし、大半の生徒たちは認にん識しきを誤あやまっていた。

　静馬という男は許ゆるされようと許されまいと、自分の思った通りにしか行動しない性せい格かくなのである。校長が大目に見ているから無法な振ふる舞まいができるのではない。それを承しよう知ちしている者は校内でもごくわずかにすぎなかった。




「いよう、静馬ぁ～」

　廊ろう下かを歩く静馬と大作に背はい後ごから声を掛かけてきたのは、モサモサ頭にひょろりとした長身瘦そう軀くの男だった。柔じゆう道どう部ぶ顧こ問もんにして一年Ｂ組の担任教師、自じ称しよう『大門高校のブルース・スプリングスティーン』こと小こ関せき遼りよう二じである。飄ひよう々ひようとした印象のあるこの若わかい教師は、静馬の存そん在ざいを面おも白しろがって見ている数少ない教きよう職しよく員いんの一人だった。

　小関は二人の肩かたに腕うでを回すと、無ぶ精しようで伸のばしているとしか思えない髭ひげ面づらに子供じみた笑えみを浮うかべて耳打ちした。

「ちょいと付き合えよ。屋う上えまで」

　二人を促うながして屋上に出ると、小関はくたびれたジージャンのポケットから煙草たばこを一本取り出して口にくわえた。

「火ィ貸かしてくれよ、火」

「ワシ持ってへんで。吸すわへんし」

　肩をすくめる静馬に代わって、大作が右手を差し出した。そこに握にぎられている物を見たとたん静馬は大笑いする。普ふ通つうのライターではなく『チャッカマン』だったからだ。

「さすがやな、大作！　火ィ貸して言われて、すぐにそれ出せる奴やつはそうはいてへん」

「もしもの時に役に立つんですよ」

　大作から火を借りて、小関は美う味まそうに煙草を吹ふかした。

「ところで先生、火を借りに来ただけなんですか？」

「ん？　ああ、それもあるがな……ほれ、早乙女のとっつぁんに蹴けりくれた件でな」

　早乙女のことを最初に『とっつぁん』呼よばわりしていたのは小関である。静馬はその真ま似ねをしたにすぎない。

　小関は神しん妙みような顔つきで静馬を見ると、

「お前な、そういう面おも白しれえことはな……もっとやれ」

　そう言って破は顔がんした。

「あのとっつぁんはな、ああ見えて空手の達人なんだぜ。少々手て荒あらに扱あつかってもぶっ壊こわれる心配はねえ」

「そのわりにはえらい怒おこっとったけどなあ」

「バカ、そりゃあいきなり蹴っ飛ばされてビックリしてただけだよ。来ると分かってればちゃ～んと避よけるさ。ああいう気き難むずかしいオヤジは友とも達だちもいねえし寂さびしがり屋なんだぜ。怒ってるように見えても、内心じゃ構かまってもらえて喜んでるんだ」

「なるほど……やっぱりワシのにらんだ通りやな」

「そうそう、だからこれに懲こりずにどんどん構ってやれ。教きよう師しと生徒の美しいスキンシップってやつを、みんなにも見せてやってくれよ」

　小関が面おも白しろがって静馬を焚たきつけているのは明白だった。恐おそるべき無む責せき任にん教師である。

　しかしそれよりも静馬が小関の言うことを素す直なおに聞いていることの方が、大作には不思議でならなかった。二人の性格が根っこの部分でかなり似に通かよっているという事実に大作が気付くのは、もう少し後になってからのことである。

　この小関の助言によって、大作のスケジュールは予定よりも少しばかり早まることになった。

　早乙女巌がその日の内にぶっ壊れたからである。




　　　　☆




「今朝と比べてずいぶんと様変わりしたものだな。早乙女君」

　藤堂校長は憐あわれみとさげすみが半々に混まじった口調で話し掛かけた。

「あ、あなたにそんなことを言われたくはない！」

　早乙女は相手が校長であることも忘わすれたように怒ど鳴なり返した。

　放課後──緊きん急きゆうに招しよう集しゆうされた職しよく員いん会かい議ぎの席である。居い並ならぶ教員を前に仁に王おう立だちする学年主しゆ任にんは、包帯と絆ばん創そう膏こうにまみれた痛いた々いたしい姿すがたをさらしていた。

「私のこの姿すがたを見て、あなたには他ほかに言うべき言葉はないのか!?」

「何と言って欲ほしいのかね？」

「草[image: ]静馬を処しよ罰ばつすると！」

「ほほう、どういう理由でだね？」

「言うまでもないでしょう。私に対する暴ぼう行こう罪ざいです！」

「そのような事実があったとは聞いていないが？」

「しらばっくれるおつもりですか!?　あなたが白と言えば黒でも白になると？」

「ふむ……よかろう」

　藤堂は早乙女の剣けん幕まくにいささかも動じた様子を見せず、デスクに置いてある報ほう告こく書しよを手に取った。

「他の教員諸君は詳くわしい事情を知らんだろうから、早乙女君の身に何が起きたのかは私から説明するとしよう。なお、この報告書は事実のみを記したもので、私の私見は一いつ切さい入っていないことを先に断ことわっておく──」

　報告書に記き載さいされた内ない容ようは以下のようなものだった。




　早乙女巌と草[image: ]静馬の間で本日二度目の交流がなされたのは、午後一時三十五分のことである。

　五時じ限げん目が自習となったため校内を散さん策さくしていた静馬は、一階の廊ろう下かを歩いている早乙女を発見し、その時にいた二階の窓まどからダイブを敢かん行こう。奇き声せいを発しながら挨あい拶さつ代わりの跳とび蹴げりを見み舞まうが、早乙女は飛び退のいてこれを回かい避ひ。

　着地した静馬が上じよう段だんの回し蹴りを三回連続で放つ。早乙女はこれをすべて防ぼう御ぎよ。

　静馬はいったん攻こう撃げきを止め、早乙女に打ち返してくるよう要求。しかし早乙女はこれを拒きよ否ひ。

　静馬の攻撃再さい開かい。拳けん突とつと下げ段だん蹴げりのコンビネーション。早乙女はこれを防御。

　静馬、再さい度ど早乙女に反撃を要求。早乙女これを拒否。

　静馬の攻撃再開。下段を集中攻撃。早乙女のガードが下がったところで上段蹴りに変化。クリーンヒット。

　静馬、いきなり踵かかと落おとし。早乙女のガードの隙すき間まを抜ぬけてヒット。

　静馬、三度目の反撃要求。早乙女拒否。

　静馬、攻撃再開。拳突の連打。早乙女の防御崩くずれ、有ゆう効こう打五つ。

　静馬、四度目の反撃要求。早乙女──




「もういい！　そんな報告がいったい何になると言うんだ！」

　早乙女はデスクを叩たたいて怒ど鳴なった。

「要点は明らかなはずだ。先に攻撃を仕し掛かけてきたのは草[image: ]の方で、私ではない！　それで十分ではないのか!?」

「今朝、私が言ったことをもう一度言わせたいのかね？」

　藤堂の物もの腰ごしはあくまで冷静だった。むしろ冷れい徹てつといっていい態たい度どである。

「草[image: ]君の『挨拶』には気軽に応おうじるように言ったはずだ。それなのに何な故ぜ、君は反撃しなかったのかね？」

「教きよう師しが生徒を相手にケンカなどできるはずがない！」

「軽いスパーリング程てい度どのものだ。本気で殴なぐり合えとは言っていない。それでも応じられない理由があるのかね」

「それはもちろん私の教育理念として……」

「違ちがうな。君が殴るのは反撃してこないと分かっている相手だけだ──そうだろう？」

　藤堂の指し摘てきに、早乙女はアッパーカットを食くらったように棒立ちになり、絶ぜつ句くした。

「思えば、君は空手家だった頃から自分より格下の相手にしか勝てなかったな。カモと見ればかさにかかって攻せめ立てるが、反はん撃げきを受けたとたんに萎い縮しゆくして受け身に回る。格下の者しか相手にしないから当然強くはならない。カモにしていた後こう輩はいにもやがては実力で追い越こされ、居い心ごこ地ちが悪くなって別の道場に移うつる。移った先でまたカモを探す……君の人生はいわばその繰くり返しだ。そんな君にとって教きよう職しよくは実に都合がいいのだろう。自分より弱い相手には事欠かないのだからな」

「そ……それが教育者の吐はく台詞せりふか!!」

「気に障さわったのなら聞き流してくれたまえ。私は本当のことしか言わない男でね」

　その台詞を聞いて、一人の教師が含ふくみ笑いを漏もらした。小関遼二である。他ほかの教師がとばっちりを恐おそれて貝のように押おし黙だまっている中、口元を手で隠かくして肩かたを震ふるわせていれば、声を出さずとも笑っているのは見え見えだった。隣となりに座すわっている美沙緒がやめさせようとこっそり袖そでを引くが、小関は気にも留とめない。

　早乙女は殺意のこもった目で小関を一いち瞥べつし、胸むね焼やけしたゴリラのような咳せき払ばらいを一つしてから藤堂に視し線せんを戻もどした。

「つまり校長には草[image: ]静馬を処しよ罰ばつするつもりはないということですな？　そちらがそのつもりなら私にも考えがある」

「警けい察さつに訴うつたえるかね？」

「ああ、そうだ！　これは立りつ派ぱな暴ぼう行こう罪ざいなのだ！　誰だれにはばかることがあるものか!!」

　会議に参加している教師たちの顔に困こん惑わくの色が浮うかぶ。逆上している今の早乙女ならばやりかねないことだった。

「なるほど……しかし君がそのつもりなら私の方にも考えがある」

　藤堂は同じ台詞を返すと、先の報告書よりも厚あつい別のファイルを取り出した。

「体罰と称しようする指導が立派な暴行罪にあたるということは当然君も承しよう知ちしているだろう。教師を殴なぐった生徒を暴行罪で訴えるというのなら、生徒を殴った教師を同じ罪状で訴えないのは不公平というものだ。そうは思わんかね？」

「そ……そんなことがあんたに出来るわけがない！」

「そうかな？　自分で言うのもなんだが、私はやると言ったらやる男だよ。このファイルには君の犯はん罪ざいを立りつ証しようするに足る証しよう拠こがたっぷりと詰つまっている。これを表おもて沙ざ汰たにするもしないも君の判はん断だん次し第だいだ。やるのかね？　やらないのかね？」

「ハッタリだ！　ハッタリに決まっている！　そんなファイルがあるわけが……」

「さっさと決めたまえ。どちらにしても私はさして困こまらんがね」

　聞きようによっては面めん倒どう臭くさそうにも思える藤堂の物言いに対し、顔面蒼そう白はくの早乙女は口をパクパクさせるだけで何も答えられない。

　そのまま卒そつ倒とうしそうにも見えた早乙女は、やがて観念したように頭こうべを垂たれ、両手をデスクについた。その肩かたが小こ刻きざみに震ふるえ始める。

　バンッ！

　早乙女は両の拳こぶしをデスクに叩たたきつけた。

「これで……これで勝ったと思うなよ！」

　歯は軋ぎしりしながら腹はらの底から絞しぼり出すように吼ほえる。

「このままで済すむと思ったら大間ま違ちがいだ！　被ひ害がい者の私を吊つるし上げて問題をウヤムヤにしようしても無む駄だだ！」

　早乙女は白い唾だ液えきを吐はき散らし、藤堂だけでなくその場にいる教師全員を睥へい睨げいしながら訴うつたえた。

「あの時代錯さく誤ごのケンカバカを野放しにしておけばどうなるか分かっているのか!?　いずれこの高校は破は滅めつだ！　そうなる前に私がこの手で必ず奴やつを叩たたき出してやる！　いいか、絶ぜつ対たいにだ！　分かったな!?」

「よろしい。君の好きにしたまえ」

　藤堂は一転して不気味なほどにこやかな顔つきで言った。

「停学でも退たい学がくでも、君のしたいように草[image: ]君を処分していいぞ。ただし──あくまで君が勝ったらの話だ」

「何だ？　何のことを言っている？」

「そうそう、言い忘わすれていたが……実はこの会議の音声は全校に生放送されている」

　ドバァン！

　早乙女の背はい後ごで荒あら々あらしくドアが開いた。身体からだごと振ふり向いた早乙女の顔に怯おびえの色が走る。

「なあ、早乙女のとっつぁん……ワシとしては不本意なんやけどな、そうまでハッキリ言われたら、男として受けんわけにはいかんわなあ！」

　草[image: ]静馬は右手の人差し指を早乙女の鼻先に突つきつけた。

「──買こうたで、そのケンカ!!」

　電でん撃げきを受けたように早乙女の身体からだが震ふるえた。

「は……謀はかったな、校長!?」

　早乙女のうめきは静馬に続いて会議室になだれ込こんできた生徒たちの足音にかき消された。カメラを携たずさえた撮さつ影えい班はんが静馬と早乙女を囲みフラッシュを焚たく。別の生徒は藤堂の前にビデオカメラとマイクをセッティングし、瞬またたく間に生放送の準じゆん備びを整えた。

『──私が大門高校校長、藤堂鷹王である！』

　藤堂の声と映えい像ぞうが校内にあるすべてのモニターとスピーカーに流された。

『今しがた聞いてもらった通り、早乙女君と草[image: ]君の直ちよく接せつ対決は避さけられない事じ態たいとなった。私は草[image: ]君の対戦が公正かつオープンに行われるよう、生徒諸しよ君くんの中から有ゆう志しを募つのって準備を進めてきた。この対戦は私自身が顧こ問もんを務つとめる〈プロジェクトＫ〉が全校公開イベントとして管理運うん営えいすることとなる──』




　旧きゆう道場の外──稽けい古こを中ちゆう断だんして放送に聞き入っていた涼子は、事じ態たいが異い常じような方向に急展てん開かいしていくのをただ呆ぼう然ぜんと見守る他ほかなかった。

「どうやら大変なことになりそうだな」

　隣となりにやってきた達たつ哉やが吞のん気きそうに言う。涼子は眉まゆをひそめて首を横に振ふった。

「地じ獄ごくの釜かまのフタを開けるようなもんだわ──」

　涼子の絶ぜつ望ぼう的な呟つぶやきにかぶさって、藤堂の言葉が全校に響ひびいた。

『──私は今ここに〈Ｋファイト〉の開かい催さいを宣せん言げんする！』


〈つづく〉









　あとがき







　アーリーデイズ【earlydays】時じ期き尚しよう早そう。「～には早すぎる」。




　真剣勝負リアルバウトには早すぎる──？

　ではなくて〈アーリー・デイズ〉は単にプレ・ストーリーといった意味で付けました。

　でも別の解かい釈しやくの方がかえって物語の本質を言い当てているようで意い味み深しんですが──。




　本書は〈召しよう喚かん教きよう師しリアルバウトハイスクール〉シリーズのプレ・ストーリーという位い置ち付けの物語ですが、やたらカタカナばかりの長いタイトルに興きよう味みをひかれてうっかり手に取ってしまったという初しよ見けんの方にも違い和わ感かんなく読んでいただける仕し様ようになっております。

　もちろん以前からの読者の皆さん、並ならびにいのうえ空さんの手によるコミック版のファンの方にも大いに楽しんでいただけるよう趣しゆ向こうを凝こらしているのでご安心を。




　このアーリー・デイズ篇へん（以下ＥＤ）は本編のおよそ半年前の時点から始まります。

　本編における主人公・南な雲ぐも慶けい一いち郎ろうが教師として赴ふ任にんしてきた時、すでに大門高校は学園内の私し闘とうを合法化する〈Ｋファイト〉制せい度どによってすっかり珍ちん奇きな高校に変わり果てていたわけですが、そのＫファイトの始まりから定てい着ちやくに至いたるまでの顚てん末まつを描かくことがＥＤ篇の骨子です。

　テーマはずばり『御剣涼子vs草[image: ]静馬』──この二人が紆う余よ曲きよく折せつを経へてＫファイトで直接対決するまでを描えがいていくことになります。

　大筋でコミック版と重じゆう複ふくしているため「要するにノベライズでしょ」と思われるかもしれませんが、さにあらず。

　コミック版を始める際さいに、本編をそのままコミック化しても芸がないだろうということで提案したのが、当時まだ構こう想そう中だったＥＤ篇のアイデアだったのです。

　本編の小説では登場人物が非常に多く、描くべき状況も複ふく雑ざつなため、月刊誌の連載の限られた頁数では物語の概がい要ようを表現するだけでも困難であろう、と考えたのがそもそもの始まりでした。Ｋファイトを中心にすることでストーリーもシンプルにできるし、何より涼子（と静馬）の方が少年マンガの主人公として相応ふさわしく、受けもよかろうという目もく算さんもありました。

　しかし原作者としての仕事は、


　①学園祭を機きに静馬と大作が転校してくるところから始まる。

　②静馬の発案でＫファイトが実じつ施しされる。

　③Ｋファイトのため校内はてんやわんやの大騒さわぎに。

　④涼子と静馬のＫファイト最終決戦によりその混乱に一応の終しゆう止し符ふが打たれる。



　といったストーリーの枠わく組ぐみと、主要な登場人物の設せつ定ていやそれにまつわるいくつかのエピソードを提てい供きようしたのみで、いわゆるマンガ原作としてのシナリオは一本も書いていません。

　要するにメインの食材と器うつわだけ用意して、調理法や味付けはいのうえさんにお任せした形です。結果として出来上がった作品のテイストは完全にいのうえさんのオリジナルのものであり、原作者は原作というよりは原案といった程度の役やく割わりしか果たしていません。

　コミック版の元となったアイデアといっても決まっていたのはいわば最初と最後だけで、その途中の展開は漠ばく然ぜんとしていました。ですから、この小説版ＥＤ篇はコミック版の原作でもノベライズでもなく、いわば原案を同じくするパラレルな作品です。ＥＤ篇の内容はコミック版のオリジナリティを否ひ定ていするものではなく、コミック版を踏ふまえた上で補ほ完かん・発はつ展てんさせた（あるいはブラッシュアップした）ものにしたいと考えています。




　ＥＤ篇では舞台を大門高校に絞っているため本編よりもシンプルに描けると踏んでいたのに、気が付くとコミック版にもいなかった新キャラがゾロゾロ出てくるという展開で、一本の小説としてはすでに大おお所じよ帯たいになりつつあります。

　中でも静馬（と大作）の最初の担任教師となるミサティーこと青あお木き美み沙さ緒おは、ＥＤ篇においてある意味で目玉となる新キャラです。

　ルーツを辿たどれば本編第一巻で名字のみ出ていた人物で、慶一郎の前任者にあたります。

　実はアニメ版で先に登場しているのですが、アニメの製作スタッフとの打ち合わせの際に見せたＥＤ篇の設定から採さい用ようされたものなので、こちらが元がん祖そです。

　美沙緒のコンセプトは『静馬の担任という点では共通しつつ慶一郎とはまったく逆のプロフィールを持つ人物』というもの。慶一郎が男だったから女に、慶一郎が巨漢だったから小柄に、慶一郎が〈神威ナムイの拳けん〉の使い手だったから音楽教師に──というわけ。おお、理に適っている（笑）。

　いつかは慶一郎と『新旧担任・夢の共演』を実現させたいところです。

　なお、生徒からはミサティーと呼ばれているのに同どう僚りようからはミサッチと別の愛あい称しようで呼ばれているのは誤ご植しよくではありません。その謎は次巻以降で明らかになるでしょう。




　　　　☆




　これはまるっきり『少年マンガ』じゃないか──

　ＥＤ篇第一話を書きながら感じたのは、妙に新しん鮮せんで懐なつかしい感触でした。

　ソルバニアどころか〈神威カムイの拳けん〉のカの字もなく、バイパーズもゲスト的にしか出てこない。本編にあったファンタジーの要素を廃しているどころか格闘ものですらなく、いわばケンカ小説。一時はタイトルを『魁さきがけ！　花の大門高校〈猛もう虎こ襲しゆう来らい篇〉』にしようかと本気で考えただけのことはあります。

　本編の方のジャンルは〈空くう想そう武ぶ俠きよう小説〉でしたが、ＥＤ篇は空想部分が抜ぬけているので〈学園武俠小説〉といったところでしょうか。もっともスケバンとかケンカ番長の存在自体がすでにファンタジーかも知れませんが──

　このＥＤ篇、最終的には本編第一巻に無理なくつながるのが理想ですが、果たしてそう上う手まくいくかどうか（いかなきゃ困るが）。ともあれ、次巻以降はコミック版とは異なる展開を用意しているのでどうかお楽しみに。

　それでは、また。











　　　平成十四年十二月二日
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